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			ビルドエラーの盾僧侶④

			有馬五十鈴

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			１　殲滅戦

			２　報酬

			３　夜這い

			４　童貞の意地

			５　精霊の国

			６　精霊王

			７　温泉

			８　精霊事情とエルフ事情

			９　森を抜けて

			10　閑話～過去の話

			11　再会

			12　再戦

			13　ウルズ大陸到着

			14　ガルディア

			15　フィルといっしょ

			16　閑話～ガルディアといっしょ

			17　神器

			18　若き法王

			19　分岐点

			20　吹っ切れる

			21　閑話～ケンゴも吹っ切れる

			22　迷宮地下30階層レイドボス戦１

			23　迷宮地下30階層レイドボス戦２

			24　迷宮地下30階層レイドボス戦３

		

	
		
			１　殲(せん)滅(めつ)戦

			　

			　高校生となった俺、一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)は、普通の学校生活と並行して、異世界《アース》の調査を行っていた。その途中、俺とフィルは謎の地球人(プレイヤー)によって、ミーミル大陸へと飛ばされてしまった。

			　俺たちがいたウルズ大陸に戻るまでの道のりは長い。ということで、ミーミル大陸で出会った獣族からガルディアという１匹の動物を足代わりに借りた。

			　こうして２人と１匹になった俺たちは、長旅に備えるため、アクラムという街に入った。

			　そこで活動していたメリー、バンという２人の地球人(プレイヤー)には、本当に助けられた。

			　ちょっとしたトラブルも起こったりもしたけど、あいつらとは、いずれまた会いたい。俺はガルディアの背中に乗ってアクラムから次の村に向かいながら、そう思った。

			「がるがる」

			　そんななか、ガルディアの鳴き声が、俺たちの進む先にある村で異変が起こっていることを教えてくれた。

			　スルスの森近辺にあったその村は、大量のモンスターに襲われている真っ最中だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちが駆けつけると、村はオークの群れに蹂躙されている最中だった。

			　田畑は荒れ、家は燃え、人は殺される。

			　村人は、大量に押し寄せてくるオークに為す術なし、といった状況だ。

			「くっ！　『ハイヒール』！」

			　俺は、ガルディアから飛び降りて村の中に入っていく。そして、近くにいたハイオークに向けてハイヒールをかける。

			　その一撃で、ハイオークは煙(けむり)と化した。すると、他のオークが俺のほうを注視した。

			　本当は、ハイオーク程度ならヒールでも倒せる。だが、今回はよりヘイトを稼げるハイヒールを使用した。

			　結果として俺の作戦は成功だったようで、オークの集団は俺へと一斉に駆け寄ってくる。

			「『ヒーリング』！」

			　俺は、群らがってきたオークをヒーリングで一網打尽にした。

			　そして、そのままの勢いで、村の中央へと走っていく。

			　オークが再び群らがってくる。そいつらにもヒーリングをかけていき、効率的にモンスターを排除していった。

			「シッ！」

			　そんな俺の背後では、ヒーリングの有効範囲に入らず倒し損ねたハイオークを、フィルが１匹ずつ状態異常にしていっている。

			　彼女は『回避』に重点を置き、メリー作のクナイで、隙あらば状態異常のスキルを振る、という堅実な戦いを行っていた。

			　できれば、ここに遠距離攻撃ができる奴がいてくれれば、遠くにいるオークを効率良く引きつけることもできたんだけど……まあ、これはない物ねだりか。

			「フィル！　取りこぼしと奥にいるオークシャーマンは任せたぞ！」

			「了解！」

			　ヒーリングの範囲に入らず孤立したハイオークと、魔法を使うオークシャーマンへの攻撃をフィルに指示した。

			　強力な範囲攻撃が可能な俺は、とにかく１匹でも多くのオークを殲(せん)滅(めつ)することに専念したほうがいいだろう。

			「加勢する！　早いとこオークを全部倒すぞ！」

			「あ、ああ！」

			「感謝する！」

			　村の住民らしき屈強な男たちに一声かけ、ハイオークの群がる場所へと飛び込んでいく。

			　そうして俺たちは、数十分ほどの時間をかけ、オークの群れを一掃するに至った。

			　

			「はぁ……はぁ……手伝ってくれてありがとうな、ボウズ、嬢ちゃん」

			「俺たちだけだったら、全滅してたかもしれねえぜ……」

			　屈強な男たちは、斧(おの)や剣を振り回してヘトヘトといった様子だ。

			　が、それでも俺たちに感謝の言葉を述べてきた。

			「おめえら強いな、特にボウズ」

			「どうやって倒したのかはよくわからなかったが、あのハイオークを一瞬で倒すなんて、なかなかできることじゃねえよ」

			「……どうも」

			　ハイオーク程度のモンスターが相手なら、それくらいのことはできる。

			　数が尋常じゃなかったせいで、駆除するのに時間がかかったけど。

			「倒した瞬間にハイオークが煙(けむり)になったところを見るに、おめえらは地球人ってやつか？」

			「ああ、そうだ」

			　モンスターが倒れると煙(けむり)と化すというのは、この世界の法則というわけではなく、俺たち地球人(プレイヤー)のみに適用された仕様のようなものだ。

			　村人が倒したハイオークの亡骸は、そのままの状態で、村のあちこちに転がっている。

			　……無論、村人の亡骸もだ。

			「にしても、どうしてこんな大量のオークが村に？」

			　俺は骸となった人々から眼を背け、今もなお生きている村人たちに、疑問の声を発した。

			「それはたぶん……南のじょーせーが変わったからだと思うよー……」

			　すると、村人のなかでもかなり小さい……身長30センチほどの羽の生えた男の子が俺のほうを向いて言った。

			　そいつは体を発光させ、空を飛んでいる。

			　もしかして……これが精霊族ってやつか？

			　授業で、アースにはそんな種族がいるということは聞いていたけど、初めて見るな。

			「オークのナワバリは、ここからずっと南にあるんだけど……どうもそこには魔軍がいるらしいのー……」

			「ああ……ということは、そこにいたオークがこっちに流れてるんだな？」

			「そうなんだよー……ボクたちもがんばったんだけど、数が多すぎて、たいしょし切れなかったんだよー……」

			　つまり、この村を攻めてきたオークの群れは、魔族の軍に縄張りを追い出されたから、ここへやってきたということになる。アクラム近くの森でも似たようなことがあって、バンたちが焦ってたっけな。

			　獣族との戦からそこそこ時間も経っているんだけど、魔族はまだ撤(てつ)退(たい)してないんだな。

			　いったんこの辺まで戻ってきて、軍の態勢を整えているのだろう。

			「……今は、そんなことを話してる場合じゃねえよ」

			「なあ、地球人のダンナ……村を助けてくれた直後でこんな頼みをするのも、なんなんだけどよ……もう一度、俺らに力を貸しちゃあくれねえか？」

			　と、そこで他の村人が、俺に手を合わせてきた。

			「力を？」

			「さっきの戦いで、この辺にいるハイオークはだいたい倒せたと思うんだけどよ……まだ、森の奥には数十匹以上のオークが潜(ひそ)んでるはずだ」

			「そいつらは、俺らが戦っている間に、村の若い女をほとんど連れ去っちまったんだよ……」

			「なに……？」

			　村の若い女を……か。

			　アースにおけるオーク種は異種族とも交配が可能らしいから、多分、苗床にするために連れ去ったんだろうな。

			　早(はや)川(かわ)先生も「なにがあっても、オークにだけは絶対捕まるな」と言っていた。早く助けにいかないとマズイだろう。

			「だから、俺たちに手を貸してくれと？」

			「ああ、今は急がなきゃなんで、報(ほう)酬(しゆう)とかの話は後回しにしてほしいんだけどよ……頼めねえか？」

			「…………」

			　この場合、どうするべきだろうか？

			　俺たちは、できるだけアース人と友好関係を築くよう、学校から言われている。

			　だから、命にかかわることでないのなら、困っているアース人を助けることも、やぶさかではない。

			　けれど、今回は、万が一のことがあれば死ぬ可能性もある。

			　俺が１人で請(う)け負うなら、もし失敗しても、それは自業自得で済む。

			　だが、俺の傍(そば)にはフィルがいる。

			　命を落としかねない行為は、できるだけ慎む必要がある。

			　ここで素直に「ハイ」と頷いていいものか。

			「……ん？　どうした、フィル」

			　そんなことを考えていると、フィルが突然俺の手を握ってきた。

			　俺はフィルのほうを見る。彼女は決意のようなものがこもった眼差しを俺に向けていた。

			「シンさん……助けよう」

			「いいのか、フィル？　一応、俺たちは強いが、万が一ってことも、ありうるんだぞ？」

			「万が一なんてない……です。だって、オレとシンさんは強いん……ですから」

			「…………そっか」

			　ここで万が一に怯えて戦えないようじゃ、なんのために俺たちは強くなったんだ、って話だよな。

			　勝てそうにない戦いなら、引くことも考える。

			　でも今回は、ここで助けられる人がいるのに見殺すほど、切羽詰まった状況ではない。

			　敵はしょせん、オークの集団。

			　ここ数週間で、俺たちもだいぶ見慣れ、対処法も、十分知り尽くしていると言っていい。

			　そんな奴らを前にして及び腰でいるのでは、俺たちの力と知識は無駄そのものだ。

			　力も知識も、こういうときに使ってこそだろ。

			　もちろん、村からは、後でそれなりの報(ほう)酬(しゆう)を貰うつもりだがな。

			　得られるものを最大にするなら、返答を渋ったりなんかしつつも、この場で報(ほう)酬(しゆう)を決めるのが一番良い。

			　けどまあ……そこまでのことをする必要はないだろう。

			　今回は人命優先だ。さっさと動こう。

			「わかった、手を貸す。その代わり、報(ほう)酬(しゆう)はきっちり貰うからな」

			　フィルの後押しを受けた俺は、村人のほうへと目をやり、この依頼を受けると告げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　村人救出の依頼を受けた俺とフィルは、村の男たちと一緒に森のなかを進んだ。

			　オークがどこに潜(ひそ)んでいるかはわからない。が、若い女性を連れ去ったというオークを追跡するのは、そこまで困難ではなかった。

			　奴らの残した足跡や、小枝の折れたところを辿(たど)っていけばいいんだからな。

			「あそこがオークの群れの拠点か……」

			　俺たちは森の奥に洞穴を発見し、遠くから見張っていた。

			「十中八九そうだろうな。見張り役っぽい奴も立ってるし」

			　洞窟の前にはハイオークが２匹立っており、その周囲にも数匹ほどうろついている。

			　ハイオークたちが辺りを警備しているのは、すぐにわかった。

			「どうする？　このまま正面から挑むか？」

			「相手が知能の高い魔物なら、それは下策でしょうが……ハイオークが相手なら、むしろ正攻法で挑んだほうがいいでしょうね」

			「だな、早く助けにいかないと、女たちの身が危ねえし」

			「うおー！　せんめつだー！」

			　どうやら、村の男たちは真っ向勝負を挑む気らしい。

			　まあ、確かにそのほうがいいだろう。

			　ここで、なにか作戦を立てる猶予があるわけでもなし。

			　洞窟の前で暴れれば、中にいるオークも外へ出てくるだろうし、そうなったほうが、連れ去られた人たちにとっては安全だ。

			「よし……それじゃあ行くぞ！」

			　方針が決まった。

			　俺は先陣を切って草むらから飛び出し、洞窟へ向けて走り出した。

			　外にいたハイオークが一斉にこちらを向き、手に持った武器を構え始める。

			　正直なところ、集団戦をするなら、死霊装備を身につけていない味方はいないほうが、俺は動きやすい。

			　俺は、背後にいるフィル以外の味方が範囲に入っていないことを確認してから、無(む)詠(えい)唱(しよう)でヒーリングを発動する。

			　十分に引きつけていたため、ハイオークの集団はそれでほぼ全滅した。

			「……俺らって、もしかして必要なかったりするか？」

			　いとも簡単にハイオークを殲(せん)滅(めつ)した俺を見て、村の男たちが顔を引きつらせている。

			「倒し損ねた奴の処理を頼む！」

			　まあ、言いたいことはわかるけど、俺だけに戦闘を任せようとはしないでくれよ。

			「俺は洞窟に入る！　盛大に暴れてくるから、外にいるハイオークの処理は任せたぞ！」

			「お、おう！　わかった！」

			　村の男たちは、その場に待機させた。

			　そして、俺とフィルは洞窟内に入った。

			　すると、すぐさまハイオークがわらわらと姿を現してきた。

			「『ヒーリング』！」

			　俺は走りながら、前方からしかやってこないハイオークをヒーリングで殲(せん)滅(めつ)していった。

			　ここは狭い洞窟だ。俺のダメージヒールから逃れることなど、オークにはできない。

			　もはやこれは、俺にとってボーナスステージとしか思えないな。

			　数十匹単位のハイオークとオークシャーマンを、こんなに安全に狩れる機会なんて、そうそうないぞ。

			　フィルが背後に控えているが、この分では彼女の出番もなさそうだ。

			　しかし、物足りない。

			　まあ、少し走ってヒーリングを唱(とな)えるだけの簡単なお仕事です、っていうんじゃ、楽しいもなにもないか。

			　それに、今回は人の命がかかったお仕事だ。

			　楽しいかではなく、効率最優先でいこう。

			「ふぅ……」

			　こうして俺は、洞窟の最深部らしき、松明の炎でわずかに照らされている薄暗いエリアに辿り着いた。

			　そこには１匹のオークモンスターと、村から連れ去られてきたのであろう女性たちがいた。

			　何人かは、服を無理やり剥(は)ぎ取られていて震えているが、どうやら間に合ったようだな。

			　ちょっと目のやり場に困るが。

			「オークロードか」

			　さっきまではハイオークとオークシャーマンしか見かけなかったが、洞窟の最奥で待ち構えていた最後の１匹は、少し違った。

			　とはいっても、ハイオークと比べて体が一回りほど大きく、身につけている装備も若(じやつ)干(かん)よさそうだな、という程度の違いしかないようだが。

			　ここまでの道のりで葬ったモンスターの数は、見当がつかない。

			　レベルも途中で上がったりしてるし、もうアイテムボックスの中身もパンパンだ。

			　ＭＰはまだ残っているものの、もうそろそろ打ち止めでもいいだろうと思っていた。

			　だから、敵の親玉出現という今の状況は、とてもありがたい。

			「お前でラストだ。行くぞ！」

			　俺は異能(アビリテイ)を使用して、オークロードに一瞬で近づく。そして、全力のハイヒールをぶちかました。

			「ブモオオオォォォ！！！！！」

			　オークロードは、俺の攻撃に耐えた。

			「ちっ」

			　やはり、ハイオークよりもかなり強いようだな。

			　しかし、ＨＰゲージは半分近く削れている。

			「……『エクスヒール』」

			　それを見た俺は、ハイヒールではなくエクスヒールを発動した。

			　エクスヒールは、僧(そう)侶(りよ)職がレベル50になった際に取得可能となる回復魔法で、その効果はヒールのおよそ５倍だ。

			　この辺のモンスター相手だとオーバーキルすぎて、使う機会もなかった。

			　だが、今回は相手が強いので、やっと試すことができた。

			「ブモォッ!?」

			　やはりこれも、ハイヒール同様、ヒールから発展したスキルとしてダメージヒールに転用できるようだな。

			　俺の放ったエクスヒールは圧倒的な威力を秘めており、これにはさすがのオークロードも耐え切れなかったようだ。

			「ブモォ……」

			　オークロードはＨＰを０にして、煙(けむり)と化していった。

			　……哀れだ。

			　本来ならオークロードも相当強いモンスターだったんだろう。

			　でも、ＭＮＤを極限まで落とした俺のダメージヒールの前では、他のモンスターとそう変わらないようだ。

			　俺は、戦いとは本当にこういうものだっただろうか、と若(じやつ)干(かん)頭を悩ませた。

			「……って、今はそんなこと考えてる場合じゃない、か」

			　そうして、洞窟の奥にいた女性陣のほうへと近づいていった。

		

	
		
			２　報(ほう)酬(しゆう)

			　

			「大丈夫か？」

			　オークロードを倒した俺は、洞窟の奥にいる人たちへ声をかけた。

			　どうやら、そこにいた女性たちは全員無事のようだ。

			「は……はい、助けていただきありがとうございます」

			　１人の女性が感謝の言葉を述べた。

			　それに対し、俺は安心させるように軽く頷く。

			　捕まった人たちをあらためて近くで見てみると、耳が長かったり獣族のように獣の耳を生やしたりと、いろいろな種族が混ざっているのが確認できた。

			　村の男たちにも結構いろいろな種族が混じっていたし、種族が違ってもあまり気にしない人たちなのだろう。

			「あ、み、見ちゃだめっ」

			「おっと……」

			　突然、フィルが俺の目を両手で塞いできた。

			　けれど、俺はここで「いきなりなにするんだ」とは言わない。

			　フィルが俺の目を隠したのは、村の人たちを気遣ってのことだろうからな。

			「……とりあえず、服を破かれた人はこれで体を隠せ」

			　俺はアイテムボックスから数枚の毛布を取り出し、近くにいる女性に渡した。

			　ちなみに洞窟の内部は、松明の炎で照らされているだけでうす暗い。フィルに目隠しをされるまでもなく、よく見えなかった。

			　なにが、よく見えなかったんだって話だが、ちょっと残念。

			　そうして、数分ほど経過した。村人が全員素肌を隠し終わったのか、フィルは俺の顔からそっと手を離していく。

			「あ……ありがとうございます……ええっと、お名前をお伺いしてもよろしいでしょうか？」

			　やっと視界を取り戻した俺に、耳の長い女性が訊ねてきた。

			　今回の敵はただのモンスターだったし、ここで変に誤(ご)魔(ま)化(か)す必要はないだろう。

			「俺の名前はシン。通りすがりの地球人さ」

			　なので、俺はできるだけキリッとした表情を意識して作り、自分の名前と出身を答えた。

			　ここでわざわざ地球人(プレイヤー)であることを強調するのは、「俺たちはあなたたちの敵じゃありませんよー」という地球人(プレイヤー)イメージアップ戦略の一環である。

			　アースにおける地球人(プレイヤー)の印象は、まだまだ不安定なものだからな。

			　こういう地道な活動を行っていくことによって、部外者である地球人(プレイヤー)を徐々に受け入れてもらうのだ。

			「シン……さまですか……素敵なお名前ですね……」

			　そう思っての発言だったけど、地球人(プレイヤー)云々より俺個人のほうに関心を向けられてしまったようだ。

			　まあ、オークに犯される一歩手前、危機一髪といったところで、颯爽と救い人が登場したわけだからな。

			　でも、様付けとか……。

			　しばらく耳にしていないが、サクヤのことをつい思い出してしまう。

			　あいつは今ごろ、どうしているだろうか……？

			「……とりあえず、歩けるようなら村へ戻ろう。外で村の男たちも待ってるから」

			「はい……」

			　俺は頭を振って気持ちを切り替え、洞窟内にいた人たちを引き連れて外に出た。

			「あ、あれ？　オークどもはどうしちまったんだ？」

			　外で待機していた村の男連中が、女性たちを見て目を丸くしていた。

			「ああ、全部倒した」

			「え、全部？」

			「森の中にまだ潜(ひそ)んでいるかもだが、洞窟内にいたオークは全部倒してきたぞ」

			「お……おお……そうか」

			　その場にいた村の男たちは、全員驚(きよう)愕(がく)の表情をしていた。

			　さすがに、俺とフィルだけで全部倒すとは、思っていなかったらしい。

			「お疲れ様……です、シンさん」

			　フィルが俺にペコリと頭を下げて、労いの言葉をかけてきた。

			「ああ、フィルもお疲れ様」

			　俺も労いの言葉を返し、フィルの頭を撫(な)でる。

			「オレはそんなに疲れてない……結局、ほとんどシンさん頼りだったし……」

			「そんなことはないさ。お前はちゃんと俺のフォローをしてくれただろ？」

			　洞窟内に俺１人で入っていたら、オークに捕まって素肌をあらわにしていた女性たちに、不(ぶ)躾(しつけ)な視線を向けたままになるところだった。

			　せっかく助けに駆けつけて、好感度はうなぎのぼりだというのに、そんなスケベ心を丸出しにされては向こうも冷めてしまうだろう。

			　そうなってしまうと、これから貰う予定の報(ほう)酬(しゆう)にも響きかねない。

			　フィルは、俺が村人からスケベ野郎と罵(ののし)られる可能性を排除してくれたのだ。

			　地球人(プレイヤー)のイメージダウンを阻止した彼女には、感謝である。

			　こうして俺たちは、オークから村の女性を無事救い出すことに成功したのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふぃ〜……」

			　村に戻った俺たちは、村長の家でもてなしを受けた。

			　戦闘で汚れた体を洗い、村で採れた新鮮な野菜と今日大量に獲れた豚肉（？）がメインの食事をいただいて、泊まる部屋まであてがわれた。

			　部屋は２人分あった。俺とフィルは、久しぶりに別々の部屋で休めることになった。

			　ちなみに、ガルディアは納屋に泊まっている。

			　あいつは基本的にどこでも寝られるみたいだし、問題はないだろう。

			「……さて」

			　そして、俺は久しぶりに１人になったことで、少しそわそわしていた。

			　フィルが傍(そば)にいなくて寂しいとか、そういうのではなく、ただ単に、今までいろいろと発散できていなかったツケによるものだろう。

			　……俗に言う、溜まってるってやつだ。

			　外ではモンスターがいるから、そういうことなんてできないし、街にいてもフィルの目があるために、なかなかできなかった。

			　ここも村長の家であり、壁の向こうにはフィルがいる。でも、静かに事を済ませて換気もきちんと行えば、まずバレないだろう。

			　そう思った俺はベッドの上で――。

			「…………？」

			　と、そんなとき、部屋の扉をコンコンとノックする音が聞こえてきた。

			　扉の向こうにいるのは、おそらくフィルだろう。

			　まだなにも始めてはいないので、タイミング的には悪くないから別にいいんだけど、もしかしたら、いつぞやのようにマッサージでもしにきてくれたのだろうか。

			　はたまた、状態異常のスキルレベル上げか。

			　あまり人様の家で変なことはできないので、スキルレベル上げをするつもりはないんだが。

			「はいはい、今開けますよ……と？」

			　そんなことを考えながら扉を開けると、今日助けた耳の長い――森人族(エルフ)の女性が目の前に立っていた。

			　訪ねにきたのは、フィルではなかったようだ。

			「……なにか用か？」

			　俺は森人族(エルフ)の女性に問いかけた。

			　この村には人族と獣族、それに少数の精霊族と森人族(エルフ)が力を合わせて住んでいるらしい。

			　精霊族同様、森人族(エルフ)もここに来て初めて見たけれど、どうやら彼ら彼女らも、見た目は俺たちとほとんど変わらないようだ。

			　まあ、寿命が長いとか耳が長いとか、ほぼ全員が美男美女であるというような違いは、あるみたいだけど。

			　ちなみに、今俺のもとを訪ねてきた女性もスタイル抜群で、なかなかの美女だ。

			　見た目は15〜17歳くらいに思えるが、実際はいくつなのだろうか？

			　もしかしたら、クレールみたいに数百歳とかだったりして。

			「……なかに入れてはいただけませんでしょうか？」

			　そんなことを思っていたら、森人族(エルフ)の女性が俺の目を見つめてお願いしてきた。

			「あ、ああ、どうぞ」

			　俺は体を横にずらして、彼女を部屋のなかに招き入れる。

			「それで、こんな時間に、いったいなんの用なんだ？」

			　俺は再び彼女に問いかけた。

			　今は、夜も更けている。

			　良い子はお休みの時間なのだ。

			　それなのに、こうして部屋を訪ねてくるということは、それなりに理由があってのことであるはずだ。

			「シンさまにオーク討伐の報(ほう)酬(しゆう)をと……」

			「それか」

			　森人族(エルフ)の女性が口にした「報(ほう)酬(しゆう)」という言葉に、俺は納得の声を上げた。

			　オークを倒したことによって、俺たちは歓待を受けている。だが報(ほう)酬(しゆう)については、まだちゃんと話せていなかった。

			　こちらから話を出すのはどうかと思って、今日のところは聞いていない。明日になったらその件についてを訊ねてみよう、と考えていた。

			　さすがに、踏み倒されるとは思っていなかったけど、村が疲弊した今の状態では、ちょっと話をしにくいのかな、とは思っていた。

			　けれど、そんな話を夜更けにしようだなんて、いったいなにを考えているんだろうか？

			「その話は明日でもいいんじゃないか？」

			「いえ、報(ほう)酬(しゆう)は今が一番受け取りやすいかと思いますので」

			「？」

			　どういうことだ？

			　今が一番受け取りやすいって……時間帯によって報(ほう)酬(しゆう)を受け取りやすいとかあるものなのだろうか？

			「あ、私の名前はエレナと申します」

			　俺が首を傾げていると、森人族(エルフ)の女性――エレナは俺に自己紹介をして、ペコリと頭を下げてきた。

			「はあ、どうも」

			　なので、俺も軽く頭を下げる。

			　すると、エレナは再び頭を上げた。

			「シンさま。実のところ、私たちの村は、そこまで裕福ではございません」

			「そうなのか？」

			「はい。そのうえ、今回の魔物襲撃によって村の財産はほぼ失われてしまった、と言ってもいい状況です……」

			　まあ……そうなんだろうな。

			　村の田畑や家畜、家、それに人への被害はかなりのものだ。

			　財産がないというのも頷ける。

			　でも、そうなると俺たちに報(ほう)酬(しゆう)を支払う余裕もない、ってことになるか。

			「なので、金銭的なもので報(ほう)酬(しゆう)を支払うことは難しく……先ほどまで村の者たちは頭を悩ませておりました」

			「へえ……」

			「なかには村の事情を話して、報(ほう)酬(しゆう)を支払うという話をなかったことにしてもらうよう頼む、というような案まで出る始末。しかし、それは村の窮地を救ってくれた勇者さまへの対応ではありません……」

			「はあ……」

			　村が貧窮しているなら、報(ほう)酬(しゆう)を出し渋るというのは、ある意味必然だな。

			　やはり、村を助ける前に報(ほう)酬(しゆう)を確定させるべきだったか。

			　そんなことは、村の状況にかかわらず、交渉における当然の作法だ。それでも、俺はあえて人命救助を優先した。

			　交渉なんかして時間を食い、その結果、助けられたはずの命が助からなかったら、寝覚めが悪いからな。

			　そういった俺の行動は裏目に出たわけだが……まあ、こちらも損はしていないし、ボーナスステージ的な怒涛の狩りも行えた。

			　報(ほう)酬(しゆう)が、村でのご馳走と宿泊だけというのでも、俺は構わない。

			　多分、フィルも報(ほう)酬(しゆう)目当てで助けたわけじゃないから、それでいいと言ってくれるだろう。

			「ですが、私はシンさまのお役に立ちたいと思っております……」

			「うん？　というと？」

			　そういった俺の思いとは裏腹に、エレナは話を続ける。

			「なので……報(ほう)酬(しゆう)は私が支払おうと思います……」

			　エレナは頬(ほほ)を赤らめてそう言うと、身につけていた緑色の服をいそいそと脱ぎ始めた。
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			「……………………ッ!?」

			　それを見た俺は狼狽し、部屋の隅に後ずさった。

			「い、い、い、いきなりなにを」

			「これが、私から差し上げられる報(ほう)酬(しゆう)です……」

			　部屋の隅で、俺は全裸になったエレナから目をそらす。

			　彼女の足音が、ゆっくりと近づいてくる。

			「体は清めてまいりました……オークにも……村に住む男の人にも触らせなかった身で、経験に乏しいところがあるのですが……精一杯ご奉仕させていただきますので……」

			「いやいやいやいや、ちょっと待ってちょっと待ってちょっと待って」

			「殿方であるなら、この報(ほう)酬(しゆう)でご満足していただけるかと……ハァハァ……さあシンさま、存分に私を召し上がってくださいませ……」

			「ちょ、ちょちょ待って。マジ待って。マジホントマジ待って」

			　エレナの若(じやつ)干(かん)荒い息遣いが、すぐ下のほうから聞こえてくる。

			　そうして俺は、煩悩を揺さぶられながらも、必死の抵抗を始めた。

		

	
		
			３　夜這い

			　

			「はぁ……はぁ……どうか……逃げないでくださいませ……シンさま……」

			「いや、逃げるよ!?　いきなりすぎて、ちょっとわけわかんないよ!?　だから、ちょっと落ち着いて話をしよう！　な！」

			　村長宅の一室で、俺は全裸のエレナに詰め寄られていた。

			　この状況は、いったいなんなんだ!?

			　男として、とてもおいしい展開だが……突然すぎて、なにがなにやらだ。

			「シンさまへ差し上げられるものは、私の体くらいしかございません……ですので、お気の済むまで私を……」

			「!?」

			　エレナはお構いなしといった様子で、俺の体に指を這わせる。

			　彼女の指は、俺の肩から胸、腹と、下のほうへとするする進んでいく。

			「で、でも俺、そういうつもりで助けたわけじゃないし！　体で支払ってもらおうだとか、全然考えてなかったし！」

			「……もしかして、シンさまは私がお気に召しませんか？」

			「うぐ……」

			　エレナの指が腹のあたりで止まる。

			　言動から察するに、どうやら彼女は俺の許可を待っているようだ。

			　お気に召しませんか、か。

			　正直なところ、お気に召すか召さないかでいうなら、凄(すご)くお気に召している。

			　抱けるなら、抱かせていただきたいです。

			　むしろ、抱いてくださいと言いたいです。

			　まあ、今まで女性を抱いたことなんてないんだけど……。

			　……そんなことはどうでもいいとして、彼女は美人揃いの森人族(エルフ)に恥じないだけの容姿をしている。

			　俺が彼女と距離を取ろうとしたのは、容姿が気にいらなかったからじゃない。

			「一応、私は村一番の美女などと持(も)て囃(はや)されていたのですが……やはり、所詮はただの村娘……シンさまのような、世界を旅するお方からすれば、それほど魅力的ではないのでしょう……」

			「いや、そんなことは……エレナ……さんはとても美し――」

			「エレナ……と呼んでくださいまし……」

			「……え、エレナはとても美しいと思う。だけど、ちょっと待ってくれ」

			　俺はエレナの華奢な肩に触れて、彼女の体を引き離す。

			　すると、エレナは両手を朱に染まった自分の頬(ほほ)へ添えた。

			「う、美しいだなんて、そんな……」

			「…………」

			　村一番の美女として持て囃されていたわりに、初(う)心(ぶ)な反応をするんだな……。

			　そういう反応は俺のなかでポイント高いから、あまりしないでくれるとありがたいんだが。

			「でしたら、なにも問題はございませんね……」

			「いやいや……でも、やっぱりどうなんだ、それは？」

			　俺は、エレナからの報(ほう)酬(しゆう)をそんな簡単に受け入れていいものなのか？

			　抱けるのであれば、抱きたい。

			　卒業できるのであれば、卒業したい。

			　でも、そういうのは、できればラブラブでお願いしたいのだ。

			「俺は、報(ほう)酬(しゆう)でそういうことをしたくない」

			「では、他の理由があれば、そういうことも？」

			「へ？　あ、まあ、それはそうなんだけど」

			　他の理由って、なんだ。

			　エレナの言葉に、俺の脳内にクエスチョンマークが発生した。

			「実のところ、今回の襲撃によって、村に住む男性の数が少なくなってしまったのです」

			「なに？　村の男が？」

			「はい。私たち女性はシンさまに全員無事、助けていただきましたが……オークの群れと戦った男性は死に……村の男女比率は、女性寄りに大きく傾いたのです」

			「へえ……」

			　オークは他種族を孕ませることができる。その性質上、男は殺して女は犯すモンスターだ。

			　だから、エレナが言ったような事態になることは、容(よう)易(い)に想像できる。

			　けど、なぜそんなことを今、説明するんだ。

			　そう思っていた俺に、エレナは爆弾を投下してきた。

			「ですので、村の外から子種を貰っても、特に問題はないのです」

			「ぶっ！」

			「ですからシンさま、どうか私めに子宝を……」

			「ちょ……おぉ……」

			　つまり、このエロいエルフさんは、わりとガチな理由……子どもを作るために俺のところへ来た、ということか。

			　それは……いくらなんでも唐突すぎて、思考が回らない。

			　俺は、いったいどうすればいいんだ……。

			　この年で子持ちになるというのは、いかがなものか……。

			「ご安心を……シンさまに責任を取らせるようなことはいたしません……村で生まれた子は、すべて村の子として育てられますので……」

			「そ、そうは言ってもだな……」

			「これは、私たちの事情とシンさまへの報(ほう)酬(しゆう)、その両方を満たす良案であると、私は思うのですが……やはり、私ではお嫌でしょうか……？」

			「いや、そんなことはないけど……」

			　エレナは美女だ。

			　それにナイスバディである。

			　嫌だなんてことは、決してない。

			「私は村を救った勇者さま……私を救ったシンさまの子でしたら……ぜひとも産みたいと思っております……」

			「…………」

			　しかも、どうやら向こうも、わりと嫌がっていない。

			　おそらくは、俺の望む初体験となるだろう。

			　さらに、そんな行為をしても、責任は取らなくていいと言う。

			　……なら、ここで彼女の言う報(ほう)酬(しゆう)を受け取っても、いいんじゃないだろうか？

			　この村での良い思い出とするなら、別に構わないのではないだろうか？

			　エレナも、それを望んでいる。

			　俺は――。

			「だ、だめっ！　シンさん！」

			「……………………」

			　……と、そこで突然、フィルが扉を勢いよく開けて、部屋のなかに駆け込んできた。

			　そして、彼女はまっすぐに、俺とエレナの間に体を割り込ませる。

			「ふぃ、フィル……これはだな――」

			　……嫌なところを見られてしまった。

			　だ、大丈夫だよ？

			　お、俺、ちゃんと断ろうとしてたよ？

			　って、なに言い訳しようとしてんだ、俺。

			　というか、フィルと俺は恋人とかそういうんじゃないんだから、わざわざこの場を取り繕おうとしなくてもいいだろ。

			　いや、でも……たとえそうじゃなくてもなぁ……うーん……。

			「ごめんなさい……出ていってもらえる……ますか……？」

			「え……」

			「シンさんから離れて……部屋から出ていってくれませんか！」

			　俺が思考を巡らせていると、フィルは震えた声でそう言った。

			「……はい、それでは、この件につきましては、また明日お話ししましょう」

			　エレナは、今にも泣き出しそうなフィルの様子を見てそう囁き、自分が脱ぎ散らかした服を手に、そそくさと部屋から出ていった。

			「…………」

			「…………」

			　結果、部屋のなかには俺とフィルだけが取り残された。

			　なんというか、非常に気まずい。

			　このタイミングで部屋のなかに入ってきたということは、フィルは扉の前で聞き耳を立てていた、ということなのだろうか。

			　いや、それともこの部屋の壁が薄いせいで、隣の部屋にいたフィルにまで話が漏(も)れてしまっていたのか。

			　どちらにせよ、あまりフィルには聞かれたくない内容だった。

			　けれど、彼女がここへ来た理由は、その内容を聞いたからに他ならないわけで。

			　どうする。これはエレナが勝手に話を進めていたことであって、俺は乗り気じゃなかった、と誤(ご)魔(ま)化(か)すか？

			　ちょっとその場の雰囲気に流されそうになってたけど、あの場で、俺はイエスとは言っていなかった。

			　だから、そうやって誤(ご)魔(ま)化(か)すことも不可能ではない。

			　……というか、フィルを除け者にして、なにやってんだ、俺は。

			　今回の報(ほう)酬(しゆう)は、俺とフィルが２人で貰うのが筋ってもんだろ。

			　オークのほとんどは俺が倒した。とはいえ、パーティーの収益はパーティーメンバーで均等に分配するのが基本だ。

			　なのに、さっきの俺は１人で、報(ほう)酬(しゆう)を受け取ろうか取るまいか、悩んでいた。

			　結局、その報(ほう)酬(しゆう)はなかったものとなったが、このままではフィルに申し訳が立たない。

			　俺はフィルに謝罪し、彼女の機嫌が直るまで盛大に甘やかすことに決めた。

			「フィル、その、ごめ――」

			「シンさん……」

			「…………」

			　俺が口を開こうとした直後、フィルが俺の腰に手をまわして、ギュッと抱きついてきた。

			「どうしたんだ、フィル？」

			　彼女がなにを思ってそうしたのかわからず、俺は首を傾げ、ゆっくりと訊ねた。

			「…………」

			「抱きつかれると動けないんだが、できれば、いったん離れてくれないか？」

			「…………」

			「…………」

			　腰辺りに巻き付いている腕の力が増した。

			　これじゃあ、離れるどころか、逆に密着度合いが高まってる。

			「シンさんは……オレのこと……どう思って……ますか？」

			　俺が戸惑っているのを知ってか知らずか、フィルが訊ねてきた。

			「へ？　どうって……？」

			　その問いの意味するところがわからず、俺は間抜けな声を出してしまった。

			「……シンさんは、オレのこと……嫌い？」

			「そんなわけないだろ。俺がフィルを嫌っているわけなんてない」

			「じゃあ、シンさんはオレのこと……好き？」

			「ああ、フィルは俺の可愛(かわい)い後輩で、大事な友達だ。もちろん好きだぞ」

			　俺はフィルの質問に素直に答えた。

			「…………」

			　すると、フィルは抱きついていた手を緩め、俺からほんの少し距離を取りつつ、俺の右手を握った。

			「なら、シンさんはオレのこと……異性としては好きになれない……？」

			「え……い、異性としてって、それは……」

			「オレはシンさんのこと……異性として見てる……」

			　フィルはそう言うと……俺の右手を自分の左胸に押し付けてきた。

			　手の平に柔らかい感触が伝わり、それと同時に、物凄(すご)いスピードでバクンバクンと鼓動する心臓の音が感じられる。

			　こ、これは……。

		

	
		
			[image: p040.jpg]
		

	
		
			「シンさん……オレの心臓……凄(すご)くドキドキしてるけど……聞こえる……？」

			「あ、ああ……聞こえるな……」

			「これはシンさんを思ってドキドキして……るんです」

			「そ、そうか……」

			「ん……」

			　フィルの鼓動が右手越しに伝わるたびに、俺の心臓の鼓動も速くなっていくような気がした。

			　手の平で押しつぶしているフィルの胸の感触が、俺の理性を溶かしていく。

			　この状況は、とてもマズイ。

			　フィルの胸を触っている手が、より強く感触を確かめようと、勝手に動きそうになる。

			　待て……落ち着け……。

			　多分、フィルが言わんとしていることは、俺にもわかった。

			　でも、どうしてこんなことをしたのか、フィルの口から直接聞いたほうがいいだろう。

			「シンさん……」

			「な、なんだ……？」

			　俺は煩悩をなけなしの理性で抑えつけ、大粒の汗を掻(か)きながらも、フィルの言葉を待った。

			　カラカラになった喉を潤すため、唾を飲み込む。

			　そんな俺を見て、フィルは大きく深呼吸を１回すると、ゆっくり口を開いた。

			「オレ……は……シンさんのこと……男の人として好き……です……」

			「…………」

			「だから……知らない人を抱くくらいなら……オレを抱いてください……！」

			　そして、フィルは赤面しながらも俺の目を見つめ、震える声でそう言い放ったのだった。

		

	
		
			４　童貞の意地

			　

			　フィルは俺に、好きと言った。

			　フィルは俺に、自分を抱けと言った。

			　俺はその言葉を受け、今の状況がどういうものであるかを完(かん)璧(ぺき)に把(は)握(あく)する。

			「ふぃ、フィル……つまりそれは……あれか？」

			　つまり彼女は、俺に告白をしているのだろう。

			　女の子からの告白。

			　それは以前、サクヤやクレールからもされたことがある。

			　でも、そのときはドキドキよりもハラハラといった感じだったし、他の人間が傍(そば)にいたおかげで、有耶無耶(う　や　む　や)になったりした。

			　けれど、今回は違う。

			　顔を真っ赤にしながら好意を寄せてくるフィルを見て、俺もドキドキしていた。

			　そして、今この部屋にいるのは俺とフィルだけで、誰かに邪魔をされるようなことも、多分ない。

			「オレは……いつもオレのことを気にかけてくれる優しいシンさんが……ずっと前から好き……でした」

			「だ、だけどそれはもしかして、友達としての好きだったりじゃ――」

			「友達相手にドキドキなんてしない……です」

			「そ、そうか、そうだよな」

			　フィルの胸から伝わってくる鼓動は、破裂でもするんじゃないかというほど速い。

			　それに加えて、彼女の足は震え、わずかに呼吸も荒い。

			　しかも顔は火照ったように赤いとなれば、彼女がどれだけ今の状況に翻弄されているか、察しもつく。

			「だから……だから……シンさんが知らない女の人と……え、えっちなことをするのは嫌……です……」

			「…………」

			　まあ、フィルが嫌だと思うことについては、好きとかそういう話以前の問題として、そうなんだろう。

			　さっきまで俺はエレナを前にして、ロクな抵抗もできずにいた。

			　フィルが突然部屋に入ってこなければ、もしかしたら俺は、そのままエレナと一夜を過ごしていたかもしれない。

			　だが、これはフィルからしてみれば、とんでもないことだ。

			　たとえ俺とフィルが友達で、それ以上の感情を持ち合わせていなかったとしても、身近にいる異性が恋人でもない人と普通に性交渉をしていると知ったら、あまり良くは思わないだろう。

			　それが、フィルのような思春期真っ盛りの中学生であれば、なおさらだ。

			　印象は、最悪と言える。

			　しかも、どうやらこの場合、好きな人が適当な女と遊んでいる的な据わりの悪さを、フィルは心に抱くはずだ。

			　好きな人が自分以外の誰かと結ばれるのは、１００歩譲って許すこともできるだろう。が、性に関してルーズすぎるとあらば、傷つくだろう。

			「も、もちろん、シンさんが他の女の人とそういうことをしちゃいけないだなんて、オレが言えるわけないし……我慢しているのも知ってます……で、でも、我慢しているからといって、出会ったばかりの人にシンさんを盗られるのは……嫌です」

			「…………」

			　似たようなことが、前にもあったな。

			　クレールが俺たちのパーティーに入った日。

			　俺がクレールの誘惑にホイホイと乗ってしまい、サクヤがそれに怒った。

			　あのとき怒っていたサクヤと似た心情を、今のフィルは抱えているんだろう。

			　だとしたら、本当に申し訳ないことをした。

			「でも……シンさんからすれば、辛いんですよね……？」

			「な、なにがだ？」

			「男の人って定期的に……ぬ、抜かないと辛いんですよね？　それに、シンさんは毎日抜かないと落ち着かないんだって……前にサクヤさんが……」

			「……………………」

			　……あのヤロウ。

			　フィルになんつー情報を吹き込んでんだよ！

			「あー、なんだ、フィル。サクヤの言うことは話半分で聞き流せって、いつも口をすっぱくして言ってただろ？」

			「でも、シンさんが旅の途中、なにかを我慢していたのは、本当……ですよね？」

			「う…………」

			　まあ……確かに、その通りではある。

			　フィルの目があるから、最近の俺はそういうことを我慢しているのだ。

			「だから……もし我慢できないなら……我慢しなくてもいい……ですよ？」

			「へ？」

			「……このことは、ウルズ大陸へ戻っても、ミナさんたちに絶対言わない……ですから」

			　フィルはそう言うと、俺の右手を掴(つか)む手に力を入れてきた。

			「なので、村の女の人とするなら……オレとそういうことをして……くれませんか？」

			「…………」

			　それは……夜のお誘いということか。

			　フィルは俺に好意を持っている。

			　さらに、俺とエレナがなにをしようとしていたかも、彼女は十分理解しているはず。

			　ということはつまり、フィルは俺を誘っている、ということで間違いないのだろう。

			「シンさんはオレを異性として見れる……んですよね？　前に、オレの胸を出来心で触ったって言って……ましたよね？」

			「ああ、まあ、それはそうなんだけど……」

			「だったら……オレをシンさんが満足するまで……してくれて……いいですよ？」

			「っ！」

			　フィルの言葉を受け、俺の心臓が高鳴った。

			　俺はフィルを嫌ってなんていない。

			　まだ若(じやつ)干(かん)幼いとはいえ、女性としての魅力も感じる。

			　……でも、フィルは友達だ。

			　友達を、そんな性欲の捌(は)け口のように見たくはない。

			　異性として接するなら、それは彼氏彼女としてでありたい。

			「フィル……俺は、お前とはミナたちに言えないような関係になりたくない」

			「えっと……それは……どういう？」

			「お前は俺の大切な友達だ。だから、お前を傷つけるようなことはしたくないんだ」

			「…………」

			　俺の言葉に、フィルは目下に涙を溜め、今にも泣きそうな表情になった。

			　もしかしたら、フラれたとでも思っているのだろうか。

			　だとしたら、誤解を解く必要があるな。

			「フィル、こんなことを言うのもあれなんだが……俺からすれば、お前は無茶苦茶可愛(かわい)いと思うぞ」

			「え……？」

			「それに、少し人見知りするけど根は優しくて気も使えて……結婚するならフィルみたいな子とがいいな、とかも思ったりする」

			「え、け、結婚だなんて……そんな」

			　褒(ほ)めるような言葉を紡ぐと、フィルは恥ずかしがるようにマフラーで顔を隠した。

			　それによって、俺の右手が自由になった。

			　なので、俺は手をフィルの頭の上に置いた。

			「正直言うと、さっきまでフィルの胸に触って、こっちもドキドキしっぱなしだったし、このままフィルを押し倒したいとか、そんなことも考えてたりする」

			　そして、フィルの頭を撫(な)でながら、自分が今思ったことを正直に告げた。

			「俺は、今までの人生で女の子の胸を触った経験は、フィルのしかない。ああ、前は否定したけど、今は認めるよ。俺は童貞だし……女の子と付き合った経験もない。だから、フィルみたいな可愛(かわい)くて優しい女の子に好かれて、あまつさえ胸を触らせられたとあっちゃ、ドキドキしないほうが難しいさ」

			　フィルが正直に言った以上、俺も彼女に対して正直でありたい。

			　そう思った俺は、自分に恋愛経験がないことや、性経験もないことなども話していた。

			「だけど、フィルは俺の大切な友達なんだ。だから俺は……中途半端な気持ちで、お前とそういうことをしたくないんだよ」

			「シンさん……」

			　フィルは、皆には内緒で俺の性欲を処理する、という案を提示した。

			　それは、俺にとって、かつてクレールに誘われたときと同じか、それ以上に魅力的な提案だった。

			　しかし、だからといって、ここで流されるわけにはいかなかった。

			「俺がフィルとそういうことをするなら、それは恋人同士になったときにしたい。そして俺は、まだお前のことを本当に好きなのか、よくわかってない」

			「そ、そう……ですか……」

			「ああ」

			　もちろん、フィルは好きか嫌いかで言えば、好きなほうになる。

			　けれど、それが友情によるものか、それ以外の感情によるものかは、定かではない。

			　恋愛感情は、肉欲とイコールであると考える人もいるだろう。

			　しかし、俺はそれらを分けて考えたい。

			　なぜなら、俺は童貞だからだ。愛というものに、少しくらい夢を見させてくれたって、いいだろう？

			「でも、フィルのことはちゃんと考えるから」

			「考える……？」

			「そうだ。俺がフィルのことをどう思っているのかを、だ。それで、もし俺がフィルのことを好きだって確信できたら、そのときは俺のほうからお前に告白させてもらう」

			「あ…………はい……」

			　フィルは俺の言葉を聞き終えると、目元に溜まっていた涙を手で拭(ぬぐ)う。

			「待ってる……シンさんがオレのこと……好きになってくれるの……ずっと待ってるから……」

			　フィルはそう言いながら、優しい笑みを俺に向けてきた。

			　どうやら、俺の言いたいことをわかってくれたみたいだ。

			　ぶっちゃけ、ここでフィルの誘いにＯＫを出して、彼氏彼女な関係になってもよかったんだけどな。

			　でも、そんな勢い任せで行動できるのなら、俺はすでにサクヤ相手に陥(かん)落(らく)していただろう。

			　もしかしたら、俺は恋愛に関して奥手なのかもしれない。

			　ただのヘタレとも言えるが。

			「よし……それじゃあ、ちょっと出かけてくる」

			「え……？　こんな夜更けに……ですか？」

			「ああ」

			　さっきまでの展開で受けた刺激は、強すぎた。

			　そのせいか、どうもムラムラがとまらない。

			「……ちょっと散歩してくる」

			「散歩……ですか？」

			「ああ」

			　少し夜風にでも当たらないと、寝られそうにないからな。

			「フィルは自分の部屋に戻って、早く寝ておけ」

			「わ、わかった……りました」

			　どうやら、俺が今なにを思っているのか、フィルも察してくれたようだ。

			「でも……あまり遠くに行っちゃだめ……ですよ？」

			「村のなかを見て回るだけだから。心配するなって」

			　変なところで心配されてるな。

			　別に、今から狩りをしにいく、というわけじゃないんだが。

			「あと……あまり長く外を出歩くのもだめ……です。他の人がいるところに行くのも……」

			「そ、そういうこともないから、安心しろ」

			　特に、エレナがいそうなところへは行かない。

			　これ以上、フィルに悲しい思いをさせたくはないからな。

			「じゃ、じゃあ、行ってくる」

			「ん……行ってらっしゃい……シンさん」

			　そうして俺はフィルと別れ、外に出た。

			「ふぅ……」

			　夜風が気持ちいい。

			　少しだけ、気分が落ち着いてきた。

			　さっきは危なかったな。いろいろな意味で。

			　でもまあ……悪いことではなかった。

			　むしろ、俺にとっては『イヤッホオオオオウ！』と叫んで大きく飛び跳ねたくなるほどの嬉しい出来事だったと言えるだろう。

			　……今なら誰も見てないし、実際にやっちゃおうかな？

			　声を小さめにすれば、多分大丈夫だと思うし――。

			「がるがる」

			「っ!?」

			　と、そんな俺のところへ、ガルディアが現れた。

			　こいつは納屋で休んでいたはずなんだが。俺の気配を察知して、ここに来たのだろうか？

			　いきなり現れたもんだから、びっくりしたぞ。

			　ガルディアの存在に気づかなかったとは……今の俺も相当動揺してたみたいだな。

			　まあいいや。

			　ちょうどここで会ったんだから、気持ちを落ち着かせるために、ガルディアの毛皮をモフモフさせてもらおう。

			「ほら、ガルディア、こっちおいで……て、おふっ」

			　手招きすると、ガルディアは俺の股間に顔をすりつけ、クンクンと鼻を鳴らした。

			「……こら、レディがそんなとこを嗅いじゃいけません」

			　もしかしたら、ガルディアは発情したような匂いでも感じ取ったのかもしれない。

			　だとしたら、ちょっと恥ずかしい。

			「毛づくろいをしてやるから、納屋に行くぞ、ガルディア」

			「がるがるっ！」

			　ガルディアは喜んでいる様子で、歩く俺の後ろをついてきた。

			　よし、そうと決まれば、今日は徹底的にこいつの身だしなみを整えてやろう。

			　こうして、俺とガルディアは納屋で、一晩中じゃれ合った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　後日。

			　オークの肉には精力増強の効果があることと、村でそれを大量に食べた俺たちは全員ムラムラしていた、という事実を知った。

			　旅人にそんな物を食べさせるなよ。

			　そう思いつつ、俺は彼女と村長から、代わりの報(ほう)酬(しゆう)を貰うことにした。

			　報(ほう)酬(しゆう)は、とある秘密の国へのご招待だった。

		

	
		
			５　精霊の国

			　

			　翌日、俺とフィルは村を出た。

			「…………」

			　昨日、あんな出来事があったせいか、なんとなくフィルのことが気にかかっていた。

			「どうかし……ましたか、シンさん？」

			　フィルが俺に訊ねてきた。

			　俺たちは今、ガルディアに乗って森のなかを移動しているわけだが、俺の前に座っているフィルとの距離感が、若(じやつ)干(かん)縮まったように思える。

			　それは、もしかしたら気のせいではなく、実際に物理的な距離が縮まっているのかもしれないな。

			　鎧(よろい)越しでよくわからないものの、なんとなく、フィルが俺に体重を預けているような感じがするのだ。

			「いや、なんでもない」

			「そう……ですか？」

			　フィルは軽く頷いて、微(ほほ)笑(え)んだ。

			　その微(ほほ)笑(え)みもまた、俺たちの距離感が近づいたからこそのような気がしてならない。

			　それとも、ただ単に、俺がフィルを意識しすぎているだけだろうか？

			　まあ、意識してしまうことは、ある意味仕方がないことと言える。

			　こんな可愛(かわい)い子から好意を寄せられていると、はっきり告げられたんだからな。

			　意識するな、というほうが難しい。

			　……好意を寄せられているといえば、他にも２名ほどいたりするけどな。

			　でも、あの２人と比べると、フィルはかなり大人しい。

			　自分の意思をハッキリと伝えることを不得手としている彼女のことだ。昨日の告白も、相当なエネルギーを要したことだろう。

			　その辺りを考えると、フィルのことが２割増しで愛おしく感じてしまう。

			「やっぱり、なにか言いたいことがあるんじゃ……ないでしょうか？」

			　と、そんなことを思いつつフィルの顔を見ていたら、彼女は俺に再び問いかけてきた。

			「さっきから、シンさんの視線を感じる……ます」

			「いや、本当になんでもないって。まあ、フィルを見てたのは事実だから、気にしたのなら謝るけど」

			　ちょっと不(ぶ)躾(しつけ)だったかもしれないと思い、俺はフィルに謝罪した。

			「いや、別に謝らなくても……シンさんにずっと見られるのは、ちょっと恥ずかしいけど……オレも嬉しいから……」

			「そ、そうか？」

			「ん……」

			　フィルは頬(ほほ)を赤らめた。

			　俺も若(じやつ)干(かん)、体が熱くなった気がしたので、そっぽを向いて頬(ほほ)を掻(か)く。

			　なんていうか、凄(すご)いデレている。

			　元から素直でいい子だったが、こういう反応をする子ではなかった。

			　ツンな時期があってのデレであったなら、俺はたちまち落とされていたかもしれない。

			　今も、かなりヤバイが。

			　相手は中学生。とはいえ、年は２つしか違わない。

			　帰ったらミナたちにいろいろ言われるかもしれないけど、やっぱりフィルの告白を受け入れても良かったんじゃないかなぁ……。

			　でも、昨日の今日で発言をひっくり返すのも、躊躇(ためら)われる。

			　サクヤやクレールの件もあるし、こういうのはもっとよく考えてから答えを出さないとだ。

			　……何気に俺、今がモテ期というやつなのだろうか？

			「もうすぐ到着しますよ、勇者さま方」

			「おお、そうか」

			　そんなことを考えていると、エレナの声が聞こえてきた。

			　ガルディアに乗る俺たちの横を、森人族(エルフ)のエレナが、馬に乗って並走している。

			　彼女は今回、報(ほう)酬(しゆう)を俺たちに渡すために、道案内をしてくれているのだ。

			　昨日、俺たちは報(ほう)酬(しゆう)を受け取れなかった。

			　それに、昨日のフィルとの一件により、エロいことに関する報(ほう)酬(しゆう)（案の定、この報(ほう)酬(しゆう)はエレナの独断で、昨日なにがあったのかを聞いた村長は驚いていた。なにやってんすか、エレナさん）も、受け取る気はない。

			　というか、そもそも俺だけ報(ほう)酬(しゆう)を貰うのでは、フィルに申し訳なかった。

			　そういったことを伝えると、エレナと村長は、別の報(ほう)酬(しゆう)を俺たちに提示したのだ。

			　その報(ほう)酬(しゆう)とは、ある場所への招待。

			　周囲に張り巡らせている結界のため、案内役がいなければ、まずたどり着けない。

			　そんな秘境に、エレナは俺たちを連れていってくれるのだそうだ。

			　こうした経緯から、俺たちは森のなかを、ひたすら進んでいた。

			「着きました」

			「おお……」

			「凄(すご)い……」

			　村を出てから半日経過したころ、ついに俺たちは目的地へ足を踏み入れた。

			「ようこそ、精霊族の国、アルフヘイムへ」

			　俺たちは、スルスの森深くに隠された秘境の地、アルフヘイムへとやってきた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あー！　人族だー！」

			「人族だー！」

			「人族だー！」

			　森に囲まれた国、アルフヘイムに入った俺たちを見て、全長20センチくらいの精霊族たちが、驚いた様子で近づいてきた。

			　精霊族は、アース内でも希少な種族であるらしい。

			　また、魔法の適性が高く、その影響を受けてか、その種族が住みついた土地は、魔力の流れが綺(き)麗(れい)で豊かになると言われていたりする。

			　そんな精霊族が多く住みつく『アルフヘイム』と呼ばれている秘密の国がミーミル大陸のどこかにある、という話を、俺は学校の授業で聞いたことがあった。

			　だから、ここにアルフヘイムがあることについては、そこまで驚いているわけじゃない。

			　驚いているわけじゃないのだが……。

			「なんか……俺たち、目立ちすぎてやしないか？」

			「まあ、人族がここに来ることは滅多にありませんからね。皆、興味があるのでしょう」

			　精霊族の特徴は、身長がおよそ20〜30センチほどしかないこと、背中に羽が生えているうえに発光していること、魔法が得意であるということ。そして、ほぼ全員が好奇心旺盛かつ陽気であること、などが挙げられる。

			　今、精霊族の国に入った俺たちへと注がれる好奇の視線の数は、１００じゃきかない。

			　エレナの言う通り、ここに住む精霊族からしたら、俺たちは物珍しいのだろう。

			　なら、こうして視線を集めてしまうのは仕方がないか。

			　好奇の目線を向けられる理由も、わかってしまえばそこまで苦ではない。

			「綺(き)麗(れい)……ですね」

			「だな」

			　俺たちの周りを発光しながら飛び回る精霊族は、どこか幻想的で美しい。

			「ここにあるものは、ほとんどがミニチュアサイズなんだな」

			　心に余裕ができた俺は、キョロキョロと辺りを見回しながら呟(つぶや)いた。

			　森のなかに作られたこの国では、木の上に家らしき建物がいくつも建てられている。

			　空を飛べる精霊族なら、高低差など関係なく移動することができる。だからこその作りなのだろう。

			　建物は小さくて、ミニチュアハウスみたいだ。

			「私たちと比べると、体が小さい種族ですからね。あまり大きな建物を建てても、しょうがないんですよ」

			　エレナの言う通りだろう。

			　確かに精霊族が使う分には、ちょうどいい大きさなのかもしれない。

			　大きすぎても、掃除とか大変だろうし。

			「でも、こんな場所をよく知ってたな。俺たち地球人は、アルフヘイムがどこにあるのか全然知らなかったぞ」

			「私たち森人族(エルフ)は森に住む種族ですからね。生活領域が近い精霊族とも、懇意にしているんです。私たちがいたあの村も、もともとは森人族(エルフ)だけの村だったらしいのですが、数百年という月日が経過して、森人族(エルフ)の数も減り、今のように多種族が交ざった村へとなっていったそうです」

			「なるほどな」

			　森人族(エルフ)は精霊族と仲が良い。また、昨日までいたあの村の発祥は、森人族(エルフ)にある。

			　そして、近くにある精霊の国との交友もあったからこそ、エレナはアルフヘイムの場所を知っていた、というわけか。

			「だけど、モンスターに襲われても、精霊族が助けにはきてくれないんだな」

			「魔物が村を襲撃することはたまにあるのですが……今回はちょっと数が多すぎました。ある程度なら、村に常駐している精霊族の兵士と住民だけで対処できるのですけど……」

			　精霊族の兵士って、俺も昨日少し話した、男の精霊族のことか？

			　あんまり強そうな感じじゃなかったが、精霊族は魔法を使って戦う種族だから、見た目だけで強さを判断しないほうがいいのだろう。

			「ですが、しばらくの間は、村周辺の魔物が大きく動き出すことが懸(け)念(ねん)されます。なので、精霊王に助力を仰(あお)ぎたい、と思いまして、今、ここへやってきたのです」

			「俺たちの報(ほう)酬(しゆう)は、そのついでか」

			「え、ええ……はい……まあ、お恥ずかしながら……」

			「ふぅん」

			　ちょっと口が滑った感があるものの、エレナの説明で、なんとなく村とアルフヘイムの関係はわかった。

			　にしても、精霊王、か。

			　精霊族の長らしいから、ここにいるのも当然だろう。

			　その人も、クレールや獣(じゆう)王(おう)と同じ、八大王者の１人に数えられているんだよな。

			「まあいいや。とりあえず、俺たちを例の場所に案内してくれ」

			「あ、はい、わかりました」

			　エレナの言ったことは軽く流し、道案内役を頼んだ。

			　この国に来た目的は、ここでしか手に入らない品や、旅に必要な物資を手に入れるためだ。

			　が、それをするためにも、まずは懐(ふところ)事情を改善する必要がある。

			　というわけで、俺はエレナに例の場所――冒険者ギルドのある場所に案内してもらった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺たちは、精霊族が作ったにしては珍しく大きい建物（それでも若(じやつ)干(かん)、他の町のと比べて小さいが）のなかに足を踏み入れた。

			「冒険者ギルドへようこそー！」

			　精霊族の従業員が元気よく挨拶をしてくれる。

			「……マジであったよ」

			　あまり深く考えないほうがいいのかもしれないが、なんでここにも冒険者ギルドがあるんだろうか。

			　アルフヘイムって、アースでは公になっていない場所のはずなのに。

			　そう思い、俺はここへ来る前にエレナへ訊ねてみたのだが、冒険者として活動している精霊族もそれなりにいるから、という答が返ってきた。

			　冒険者のいるところに冒険者ギルドあり、ってことか。

			　大きい町なら、どこでも一軒は建っている冒険者ギルドだが、わりと謎の多い組織だな。

			　しかし、あるなら利用しない手はない。

			　俺とフィルはアイテムボックスのなかに限界まで詰め込まれたオークの骸と魔石を取り出して、冒険者ギルドに引き取ってもらった。

			　そのおかげで、俺たちの懐(ふところ)事情は無事に解決した。

			　しばらくは、金銭面で困ることもないだろう。

			　俺たちはホクホク顔になりつつ、冒険者ギルドを後にした。

			「さて、それでは、私は一度、精霊王へのお目通りをお願いしにいきます。その際、勇者さま方もご紹介したいと思っております。よろしいでしょうか？」

			　ギルドの建物から出るやいなや、エレナが俺たちのほうを向き、そんなことを訊いてきた。

			「精霊王に会えるのか？」

			「はい、もしよろしければですが」

			「俺たちみたいなのが会っても、なにか問題になったりしないか？」

			「いえ、そのようなことは決して」

			「なら行ってみようか、いいよな、フィル？」

			「ん……そう……ですね」

			　俺は、精霊王とやらにちょっと興味を持っていた。

			　村を救ったということをエレナに説明してもらえば、邪(じや)険(けん)にされることも、おそらくはないだろう。

			「では、こちらに」

			　こうして、エレナは再び道案内として、俺たちを先導して道を進んでいった。

		

	
		
			６　精霊王

			　

			　俺とフィルは、エレナの案内で、アルフヘイム内にある巨大な泉の前へとやってきた。

			　荘厳な森のなかにあった神秘的な泉。そこに目を向けると、そこから１人の女性が現れた。

			「ようこそアルフヘイムへ。私の名はアリアス・ファーラー。どうぞ、お見知りおきを」

			「初めまして、精霊王。俺の名前はシンです」

			「は、はじめまして……フィルと……言います」

			　精霊王の自己紹介を受けた俺とフィルは、軽く頭を下げて、自分の名前を名乗った。

			「お久しぶりです、精霊王。お元気そうでなによりです」

			　その後、エレナも深々と頭を下げた。

			「ふふふ、久しぶり、エレナ。２年ぶりくらいかしら？」

			「はい、だいたいそれくらいになりますね」

			「そう、あなたもこの２年で、ずいぶん綺(き)麗(れい)になったわね」

			「あ、ありがとうございます」

			「まあ、それは私の予想通りだけどね、うふふ」

			　仲が良さそうに２人で会話を続けている。

			　どうやら、今、目の前にいる女性が精霊王ということでいいらしい。

			　この人は、俺たちと変わらないくらいの大きさだな。

			　背中に羽が生えていて、発光しているところを見ると、精霊族なのだろうが。

		

	
		
			[image: p066.jpg]
		

	
		
			「それで、人族を私のところに連れてきた理由を説明してくれるかしら？」

			「はい」

			　エレナは精霊王の質問に答えるべく、俺たちが村を救った経緯について話し始めた。

			「あらあら、まあまあ……森が騒がしいと思っていたら、そんなことがあったのねぇ……」

			　精霊王はエレナの説明を聞き終えると、頬(ほほ)に手を添え、困ったというふうに眉を寄せた。

			「それじゃあ、しばらくうちの子たちを村の周辺で見張らせるわ。魔族が引き上げるまでは、住みかを追われた魔物が何度も村を襲うかもしれないから」

			「寛大なご配慮、心より感謝申し上げます」

			　どうやら、村のほうはこれで問題ないみたいだ。

			　さっきエレナも言っていたけど、村とアルフヘイムは本当に良好な関係のようだな。

			「人族のあなたたちには、私からも感謝を」

			　精霊王は俺たちのほうを向いて言った。

			「いえ、俺たちはたまたま通りがかっただけですから」

			「けれど、本当なら私たちが真っ先に駆けつけなきゃだったのに……て、あら？」

			「？」

			　精霊王は申し訳なさそうな顔をしたが、なぜかキョトンとした顔になった。

			　どうしたんだろうか。

			　なにか俺の顔についてる、とかか？

			「あなた……もしかして、クレール・ディス・カバリアという子に心当たりはないかしら？」

			「え？」

			「クレールは私の親友なのだけれど、あなたから、なんとなく彼女の気配がするのよね」

			「…………」

			　クレールの親友、か。

			　まあ、死(し)霊(りよう)王(おう)たるクレールと同じく、精霊王は５００年以上生きているらしいからな。

			　親友かどうかはともかくとしても、知り合いであることは確かだろう。

			「警(けい)戒(かい)しなくてもいいのよ。私は別に、他の王と対立する気なんてないから」

			「……確かに、俺はクレ……死(し)霊(りよう)王(おう)の知り合いです」

			「まあまあ、やっぱりそうだったのね！」

			　もしも精霊王がクレールと敵対関係にあったら、ここで本当のことを言うのは、いろいろマズイ事態になるかもしれない。

			　だから、本当はノーと言うべきなんだろう。

			　しかし、クレールの名前を出してきたということは、なにかしらの確証があるのだろうから、適当なことを言うわけにもいかない。

			「でも、ただの知り合いってわけじゃないわよね？　あなたには彼女の加(か)護(ご)が付いているもの」

			「う……」

			　下手な誤(ご)魔(ま)化(か)しは効かないらしい。

			　精霊王には、俺の持つ『死(し)霊(りよう)王(おう)の加(か)護(ご)』がわかるようだな。

			「……精霊王は、死(し)霊(りよう)王(おう)と本当に仲が良いのですか？」

			「ええ、私たちはとっても仲が良いわよ。でもあの子ったら、４００年以上も私に連絡ひとつ寄越さないの。信じられないわ」

			「…………」

			　それは……もしかして避けられているんじゃないだろうか？

			　この人とクレールの関係が、イマイチ見えてこない。

			「精霊王は死(し)霊(りよう)王(おう)と、具体的にどんなことをする間柄だったのでしょう？」

			「そうね……私が魔王に囚われたときにはクレールが助けにきてくれたし、クレールが法王に喧嘩を売ってピンチになったときは、私が助けてあげたし……ああ、２人で龍王に挑んだりしたこともあったわね」

			「…………」

			　……まあ、クレールたちは５００年前に八大王者同士でドンパチやってたらしいからな。

			　魔王だの法王だの龍王だのという奴らが話に出てくるのも、不思議ではない。

			　というか、精霊王も死(し)霊(りよう)王(おう)も、わりとアグレッシブだな。

			　特に、２人で龍王に挑んだとかそういうのは、なにやっちゃってんのって感じだ。

			　以前にクレールから教わったことなのだが、八大王者と呼ばれる８人の王は、強さの序列がだいたい決まっているらしい。

			　そして、それは時代によってある程度変化するものの、序列１位は１０００年前から変わらず龍王なのだとか。

			　つまり、クレールたちが挑んだという龍王は、神を除くと、アースにおける最強と言っていい存在だ。

			　ただ、序列は１位でも、龍王率いる龍人族は、精霊族と同様に個体数が少ないらしく、結局はウルズ大陸にある一国を治めるだけの地位しか確立できなかった。

			　数に負けたってわけだな。

			　ちなみに、クレールは今現在、最下位の序列８位。

			　数百年単位で行方知れずだったわけだから、当然か。

			　むしろ、八大王者という枠組みから除名されずに、今も語り継がれているのが不思議なくらいだ。

			「私はいつもクレールのことを気にかけていたのに……音信不通になってから数年は、夜に枕を濡らす毎日だったのよ？」

			「へえ……」

			「まあ、クレールは今もちゃんと生きていたようで安心したわ。ねえ、彼女は元気にしているかしら？」

			「ああ、はい、それなりに元気ですよ」

			　俺もしばらく会ってないけど、クレールは今も元気にしているはずだ。

			　多分、墓地に引きこもってるだろうが。

			「ふふふ、今日は良い日ね。久しぶりにエレナと会えたし、クレールも元気にしているとわかったし、鼻歌でも歌いたい気分だわ」

			　精霊王はそう言うと、「ラララ〜♪」と歌い始めた。

			　泉周辺に、美しい音色が響き渡る。

			　すると、近くにいた精霊族も歌い始め、即興のオーケストラとなった。

			　その安らかな調べを聴いていると、自然と心が安らいでいく。

			　フィルやエレナも同じように聴き入っている。

			　しかし、会話の途中で歌いだすというのは、どうなんだ。

			　今は急いでいるってわけじゃないから、別にいいんだけどさ。

			「ふぅ……ふふふ、今日の私はとても気分がいいわ。あ、そうだ。クレールがあなたに加(か)護(ご)を与えているなら、私からもあげちゃおうかしら」

			　そして、合唱を終えた精霊王は、微(ほほ)笑(え)み混じりに俺へ人差し指を向けてきた。

			「？　精霊王、いったいなにを――――！」

			「！　シンさん!?」

			　突然、俺の体から七色の光が溢(あふ)れ出した。

			「あなたに『精霊王の祝福』を授けました」

			「……『精霊王の祝福』？」

			「ええ、これを授けたのは、クレール以来だったかしら」

			「…………」

			　なにがなんだかわからないが、どうやら俺は『精霊王の祝福』とやらを貰ったらしい。

			　けれど、特になにかが変わったというような感じはしないな。

			　念のためにステータス画面を開けてみたが、記載されたステータスの数値に変化はない。

			　ただ、『精霊王の祝福』がスキル欄に加わっていた。

			「『精霊王の祝福』は、魔法を遮(しや)断(だん)する魔法障壁を常に張る技能よ。凄(すご)いでしょう？」

			「な……魔法を遮(しや)断(だん)……？」

			　精霊王の説明を聞いて、俺は驚(きよう)愕(がく)した。

			　魔法の遮(しや)断(だん)。

			　それは、魔法攻撃に弱い俺のような奴なら、喉から手が出るほど欲しい力だ。

			「ただ、完(かん)璧(ぺき)に魔法を遮(しや)断(だん)するというわけじゃなくて、対象者の周囲１メートルくらいのところに、見えない膜を展開するっていうものよ。つまり、聖魔法や闇魔法、それに回復魔法といった空間指定型の魔法を防げないから、注意してね」

			「聖魔法と闇魔法と回復魔法か……」

			　完(かん)璧(ぺき)ではないものの、その３種以外の魔法なら防いでくれる。

			　効果としては絶大だ。

			「私が魔王を倒すために編み出したこの障壁さえあれば、精霊族と同じく魔法を操ることに長けた魔族なんて、ケチョンケチョンにすることができるわよ。まあ……龍王の吐く『灼(しやく)熱(ねつ)のブレス』には敵わなかったけれど、その辺は、あなたの頑張り次第ね」

			「……へえ」

			　さすがにブレス攻撃や物理的な属性攻撃は消えないみたいだが、それでも『死(し)霊(りよう)王(おう)の加(か)護(ご)』同様に壊れ性能と言える。

			　だけど精霊王も、龍王と戦う前提、みたいな感じで説明しなくてもいいだろ。

			　ちょっと興味はあるけど、俺は戦わないぞ、そんな奴とは。

			　やり合うとしたら、剣王あたりの同種族と、ちゃんとしたルールに則ってやりたい。

			　狩りをするのも悪くないが、俺はそういった戦いに、もっとも面白みを感じるのだ。

			「とりあえず、私からあなたにあげる報(ほう)酬(しゆう)は、それでいいかしら？」

			「あ、ああ、十分すぎるほどですよ」

			　しかし、この『精霊王の祝福』も、俺と他の連中の格差を広げる要因になる。

			　今の状況的には、あると嬉しいものだが、素直に喜んでいいのやらだ。

			「あと、そこの小さな子にも、なにかあげないとかしらね」

			「い、いえ！　オレは別にいい……です」

			「ふふふ、遠慮しなくていいわよ」

			　俺に続けてフィルにも、精霊王はなにか与えてくれるようだ。

			「あなたには……この髪飾りをあげましょう」

			　精霊王は少しの間、思案顔になったが、その後、自分の頭に載っていた虹色の髪飾りをフワッと宙に浮かせ、それをフィルの目の前まで移動させた。

			「こ、これは……」

			　フィルの手の平に髪飾りが載る。

			　すると、彼女は目を丸くして驚いていた。

			「どうした、フィル。そんなに凄(すご)い性能なのか？」

			　俺はフィルに訊ねた。

			　彼女がこんな顔をするなんて、どれほどの一品なのだろうか。

			「ステータス補正も高いけど……装備スキルに『状態異常無効』って、ついてる……」

			「は？　状態異常無効？」

			「その髪飾りは、身に着けていれば、どんな状態異常にも陥(おちい)らなくなる優れものよ」

			　マジか。

			　本当に状態異常を完全に無効化してくれるなら、『精霊王の祝福』と同レベルの壊れ性能だ。

			「状態異常……シンさん、これ付けます？」

			　フィルは、髪飾りを俺に渡そうとしてきた。

			「いや………………フィルが普通に付けてくれ」

			　俺が状態異常に弱いことを知っているから、使ってほしいと思っているんだろう。

			　だけど、それはどう見ても女性用の装備だ。

			　それに、その装備はフィルが貰った物なんだから、フィルが使うべきだろう。

			「俺のことは気にするな。それはお前の物なんだから、お前が付けろ」

			「ん……んんん……わか……りました」

			　フィルは、おずおずとそれを頭に付けた。

			「ど、どうで……しょうか？」

			「なかなか似合ってるぞ」

			「！　そ、そう……ですか……えへへ……」

			「ふふふ、どうやら気に入ってくれたみたいね」

			　俺たちの様子を見て、精霊王は微(ほほ)笑(え)んでいた。

			　少し警(けい)戒(かい)していたものの、こんなサービスまでしてくれるということは、彼女は本当にクレールと敵対関係じゃないのだろう。

			「それじゃあ、そろそろ夕方だから、お話はまた明日にしましょうか。あなたたちは、しばらくここに泊まっていくといいわ。アルフヘイム名物の温泉にも、ぜひ入っていってね」

			　精霊王はそう言うと、近くにいた精霊族に、俺たちの寝床を用意するよう命じた。

		

	
		
			７　温泉

			　

			　俺とフィルは、精霊族にこれでもか、というほどのもてなしを受けた。

			「ふぃ〜……」

			　さらに俺は、精霊王が言っていたアルフヘイム名物の温泉、『アルフ温泉』に入った。

			　露天温泉だから、周りから丸見えだ。でも、森がブラインド代わりになっているので、あんまり気にする必要はないだろう。

			　もし誰かに見られるとしても、せいぜい精霊族くらいだし、特には問題ない。

			　ちなみに、ここは混浴のようで、精霊族が男女問わず一緒に入っている。

			　一応、精霊族の見た目は若い人の形をしているけど、発光しているため、近くに行かないと良く見えない。

			　なので遠目で見たら、人の輪郭くらいしか把(は)握(あく)できない。『綺(き)麗(れい)な光が浮かんでるな』くらいの感覚だ。

			　まあ、向こうからは俺の裸を見ることができるだろうけど、ここは湯気も多いし濁(にご)り湯だから、とりあえずは気にしない。

			　にしても、ここは良い国だな。

			　さっき、夕食で食べた果物や木の実は、そのまま食べても美味しかったし、きちんと調理された料理も、文句のつけどころはなかった。

			　また、ここに住む精霊族は音楽が好きなのか、どこにいても心地良い音色が耳をくすぐる。

			　それに、夜は精霊族の体から発する光がとても美しくて、ずっと見ていたくなる。

			　幻想的すぎて、まるで天国のようだ。

			　スルスの森のなかだけに収まっているのだとしたら、ここは国と言うには少しスケールが小さいが、精霊族の体の大きさを考えれば、それでも十分だろう。

			　もし自分が精霊族だったら、ずっとここに住んでいたい、と思える場所だ。

			「あ〜……極楽だなぁ……」

			　湯に肩まで浸かると、体の芯まで温まっていく。疲れが流れていくような感じがする。

			　まさか、アースで温泉に入れるだなんて思ってもいなかった。

			　食べ物も美味しいし、レべリングも兼ねて、しばらくここに滞在しようかな。

			　そんなことを、緩みきった頭で考えていた。

			「……ん？」

			　すると、背後から「ちゃぽん」という水音が聞こえてきた。

			　水音は、精霊族が温泉に入る音よりも大きい。

			　誰が入ってきたんだ？

			　俺は後ろを振り返った。

			「ふあっつ!?」

			　そこには……全裸のエレナがいた。

			　周りを飛び交う精霊さんの光と湯気であまりよく見えないが、確かにそこにいるのはエレナの姿だった。

			「ご一緒させていただいても、よろしいでしょうか？」

			　エレナは俺に近づくと、そう言った。

			　いや、なにがよろしいんでしょうかね？

			　全然よろしくないですよね？

			「ちょ……エレナさん……？」

			「『エレナさん』だなんて他人行儀な……前にも申しましたように、私のことは『エレナ』と呼んでくださいませ」

			　俺は動揺しながらも、エレナから視線を外して目を瞑(つむ)った。

			　しかし、エレナはそんな俺にお構いなしで近づいてきたようだ。すぐそばから、彼女の声が聞こえてくる。

			「どうしてお目をお瞑(つむ)りになられているのですか？」

			「そ、それは……エレナが俺の目の前にいるからだ……」

			「あら、私は別に構いませんよ？　シンさまになら見られても」

			　なにを見られても構わないんですかね？

			　絶対見ちゃいけないですよね？

			「お……俺は、親しくない女の人とそういうことはしないって、フィルに誓ったんだ……」

			　今の状況は、俺にとって、とてもおいしい。

			　美女と温泉で裸のお付き合い、というシチュエーションに、トキメキを感じないわけがないのだ。

			　できることなら、このまま背中の流し合いっことかしてみたい。

			　しかし、それは昨日、フィルと話して立てた俺の誓いを破る要因となりかねない。

			「……では、これから私とシンさまが親しい仲になれば良いのではないでしょうか？」

			　するとエレナは、そんなことを言ってのけた。

			　まあ、そういう道もあると思う。でも、今はまだ俺とエレナがそういう関係に到達していないのだから、ダメだろう。

			　それに、俺には、女の子とお風呂場でキャッキャウフフするのは、ハードルが高すぎる。

			　もっとこう……そういうのをする前に、やるべきことがいくつもあってだな……。

			　手を繋いだり、一緒にお出かけしたり……。

			「あひぃ!?」

			　女の子と付き合ってからお風呂場で洗いっこする仲になるまでの１年間をシミュレーションしていると、俺の肩に何者かの手が添えられた。

			　この場にいるのは、俺と精霊族とエレナのみ。

			　手の大きさから考えて、まず間違いなくエレナであろう。

			「そんなに驚かないでくださいませ……」

			「で、でもだな……やっぱりこういうことはいけないと、俺は思うわけだよ、うん」

			「なにもいけないことなどありませんよ……」

			「!!」

			　俺の腕に、なにか柔らかい物が当たった。

			　その柔らかい感触は２つ。俺の二の腕を挟むような形となっている。

			　どう考えても、おっぱいです。

			「い、いやちょっと、ちょっと本当に待って……俺たちそういう関係じゃないし……こ、心の準備もできてないし……」

			「私のほうは、すでに心の準備も体の準備もできております……さあシンさま……遠慮なさらず……」

			「あ……」

			　ヤバイ。

			　これはヤバイ。

			　これ以上ここにいると、本能に逆らえなくなりそうだ。

			　俺はエレナから強引に体を離し、前かがみになりつつ、温泉から飛び出した。

			「ああんっ……お待ちになってくださいっ！　シンさまぁっ！」

			　後ろから、俺を呼び止めるエレナの声が聞こえてくるが、スルーだ。

			　あのままあそこにいたら、俺はお猿さんになってしまう。

			　そして、それはフィルを悲しませることになってしまいかねない。

			　なので、俺はここで戦略的撤(てつ)退(たい)を行うことにし、脱衣所のある扉のほうへと走っていった。

			「し、シンさん！　お、お背中でもお流ししま――」

			「ほわっ!?」

			　走る俺が脱衣所の扉に手をかけようとした、そのとき――。

			　扉が開き、タオルを体に巻きつけたフィルが姿を現した。

			「くっ！」

			「きゃっ!?」

			　俺はそのままフィルを勢いよく押し倒し、彼女はその場に尻餅をついてしまった。

			「……ふぃ、フィル、大丈夫か？」

			「う、うん……オレはへい………………き…………………………」

			　すぐ真下にいるフィルに、俺は声をかけた。

			「…………」

			　……彼女は、とあるモノを見ながら、言葉を詰まらせていた。

			　モノ、というか、イチモツである。

			　現在のポジション的に、フィルの顔は俺の股間のすぐ近くにあった。

			　つまり、フィルの目と鼻の先には、マイサムがその存在を主張しているわけで。

			　それを凝視したまま、フィルは固まっているわけで……。

			「ひぇ……」

			　フィルの口から間抜けな声が漏(も)れた。

			　まだ温泉に浸かっていないのに、彼女の顔は茹蛸のように赤く染まっていく。

			　多分、彼女は今なにを見ているのか、ちゃんと理解しているのだろう。

			「あー……ごめんなさい」

			　俺は謝ることしかできなかった。

			　謝罪の言葉をかけ、尻餅をついたフィルから離れることしかできなかった。

			「こ、これは……ふかこうりょくというもにょで……シンさんにょを、みちゃったにょは……ふかこうりょくにゃわけで……」

			　フィルは真っ赤な顔で、俺になにかを伝えようとしていた。

			　だが、どうも呂律が回っておらず、彼女がなにを言いたいのか、イマイチよくわからない。

			　おそらく、これはわざとではない、と言っているのだと思う。

			　でも、だったら俺の顔と下半身を交互に見てるのは、なんなのだろうか。

			　俺はフィルの謎挙動を見つつ、女子中学生の前でいつまでも全裸でいるわけにもいかないので、下半身を手ぬぐいで隠した。

			「……とりあえず、フィルはエレナと一緒に温泉に浸かっておけ。いつまでも裸じゃ、体も冷えるだろう？」

			　俺も湯冷めしつつあったが、これから温泉に入ろうとしているフィルと一緒にお湯のなかへ戻るわけにはいかないので、ここは我慢する。

			「エレナ……さん？　あっ………………」

			　相変わらずフィルは察しが良いようだ。

			　彼女はチラッと俺の下半身に視線を向けつつも、なにかを納得したかのように呟(つぶや)いた。

			　なにを察したかについては、聞かないでおこう。

			「……それじゃ、俺はこの辺で」

			　俺は彼女に背を向けて歩き出そうとした。

			　このままでは風邪を引いてしまう。

			　早く体を拭(ふ)かないと。

			「あ……ちょっと待って……ください……！」

			「……？　なんだ？」

			　けれど、俺はその場に立ち止まった。

			「し、シンさんだけ見られたんじゃ……ふ、不公平だと思うので……」

			「！　風呂は肩まで浸かれよ！　じゃあな！」

			　体に巻いたタオルの前部分を震えながらハラリと開くフィルを見て、俺はその場から逃げ出した。

			　ちょっとエレナさんもフィルさんも大胆すぎる、と思いつつ、俺は自分のいくじのなさに呆れるしかなかったのだった。

		

	
		
			８　精霊事情とエルフ事情

			　

			　俺とフィルは今、精霊族の国であるアルフヘイム近辺で、怒涛の狩りを行っている。

			　居心地が悪くなってしまったため、アクラムの街は出ていったが、アルフヘイムでは俺たちを知る人間（というか精霊）はいない。

			　なので、俺たちはここで、もう少しレベルを上げてから旅を再開しようという結論に達し、狩りを行うことにしたのだ。

			　すると、そんな俺たちの話をどこからか耳にしたという精霊王に、とある依頼をされた。

			　その依頼は、魔族が拠点を構えているという南から、スルスの森に大量移住してきたモンスターの討伐だった。

			　精霊王からは祝福や装備品、その他もろもろで良くしてもらっているため、俺たちはそれを快く引き受けた。

			　依頼の内容は、俺たちの目的と合致しているしな。

			「『エクスヒール』！　『ハイヒール』！」

			「ギイイイイイイイイィィィ！！！！！」

			　そんなわけで、俺たちは今も、森のなかで異常に湧いているホブゴブリンとゴブリンロードを狩っていた。

			　かつて、地下迷宮10階層で遭(そう)遇(ぐう)したゴブリンロードをここで見かけるとは思わなかったが、今回はそれをあっさりと撃破できてしまった。

			　今の俺は、ゴブリンロードも大した脅(きよう)威(い)ではない。

			　こんなところで、自分の力が激しくインフレしていることを自覚させる敵が出てくるとは。

			　いずれ、それだけの力を得るだろうとは思っていたが、そのときがもう来たか。

			　本来なら、まだまだ先のことだっただろうに。

			「は〜なるほど、クレールが認めるだけのことはあるわね。あなた、とっても強いわ」

			「……どうも」

			　そんな俺たちの狩りを、なぜか精霊王が見学している。

			　あんた、仮にも王様なんだろ。

			　こんなところで油売ってて、いいのかよ。

			「でも、強さで言ったら精霊王のほうが強いでしょう？」

			　この人もクレールと同等、あるいはそれ以上に強いはずだ。

			　でも、どうもポヤポヤしていて、本当に強いのか、よくわからない。

			　まあ、見た目で強さがわからないというのは、見た目美少女風のクレールにも同じことが言えるんだけど。

			「というか、わざわざついてくるなら、自分で戦ったほうが早いんじゃないですか？」

			「うーん、まあ短いスパンで考えれば、確かにそうね。でも、私は森に張り巡らした結界の維持で手一杯だから、あまり長くは戦えないのよ」

			「そうなんですか」

			　結界の維持か。

			　アルフヘイムも小国と言っていい規模ながら、かなり広いぞ。

			　もしかして、それだけの範囲すべての結界を、この人が支えているわけじゃないよな？

			「なら、なぜ私たちと一緒に？　私は精霊王が手助けしてくださるのかとばかり、思っておりましたが」

			　エレナが疑問をぶつける。

			「私の仕事は、こうしてあなたたちを愛でることだから、一緒にいないとダメなのよんっ」

			　すると、精霊王は彼女の背後に、さっと回った。

			「きゃっ」

			　そして、精霊王は両手でエレナの胸を揉(も)みしだいた。

			「うふふ、こっちもなかなか成長しているわね、エレナ？」

			「ひゃっちょっあっ……あぁっ……」

			　豊満な胸を揉(も)まれ、エレナが艶かしい声をあげている。
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			　俺はその様子を、思わずじっくりと観察していた。

			「シンさん？」

			「……と、すまん」

			　フィルがジト目でこっちを見てきた。

			　いかんいかん。

			　ちょっといやらしい光景だったから、つい見入ってしまった。

			「さあ、次は誰を愛でようかしら？」

			「やるならフィルのほうで」

			「はいは〜い」

			「ぅひゃっ!?」

			　精霊王はフィルの背後に移動すると、フィルの胸を揉(も)み始めた。

			　俺が愛でられた場合も、胸を揉(も)まれるんだろうか？

			　愛でるのは、女性限定かもしれないけど。

			　でも、その場合は精霊王に百合疑惑が発生するな。

			　この人は、本当に可愛(かわい)い物を愛でたいだけなのだろうか？

			「……それで、次にモンスターのたまり場となっているところはどこでしょう？」

			　もう少し見ていたい気もするけど、揉(も)みくちゃにされているフィルを救うべく、俺は精霊王に質問をした。

			　彼女は、大まかにだが森の気配を感じ取れるらしい。

			　それのおかげで、ここまでも、結構効率良く狩りが行えていた。

			「ん〜と、そうね……こっちかしら」

			「了解」

			　そうして俺たちは、次の獲物を求めて、森のなかを歩き始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うふふ、今日だけでも、森がだいぶ落ち着いてきたわ。ありがとうね、あなたたち」

			「どういたしまして」

			　一日中狩りをした結果、俺とフィルのレベルは55にまで上がり、８体ものボス級モンスターを討伐することに成功した。

			　もちろん、雑魚モンスターもザクザク狩っていったので、アルフヘイム支店の冒険者ギルドでの依頼と換金によって、懐(ふところ)もかなり潤った。

			「あなたたちの戦いを見させてもらったけれど、やっぱり強いわね。どう？　あなたたちさえよければ、このままアルフヘイムの兵士として雇ってもいいのだけれど？」

			「お気持ちだけいただいておきます」

			　なかなか住み心地のいい国ではあるが、ここに永住する気はない。

			　俺たちは地球人(プレイヤー)だから、ときどきログアウトしないといけないし、ホームグラウンドはウルズ大陸だからな。

			「そう……あなたたちと一緒にクレールもここで暮らしてくれるなら、私としてはとっても嬉しいのだけれど……」

			「クレールは……今度会ったときに、ここへ足を運ぶよう伝えておきます」

			「絶対よ」

			「はい」

			　精霊王は結界を張っている関係上、この森から出ることができないのだとか。

			　だから、もし精霊王がクレールと再会しようとした場合、クレールをここへ来させる必要がある。

			　クレールも、あまり長旅はできない体みたいだが、俺がいれば、そのあたりもなんとかなるだろう。

			　ちなみに、精霊王がアルフヘイム全域に結界を張って、周囲の目を欺いているのにも、理由がある。

			　アースには、地球とは違っていまだ奴隷文化が根強く残っている。なかでも、精霊族は奴隷として高値で取引されるそうなのだ。

			　それは、精霊族の見た目が美しいという点、強力な魔法を扱(あつか)える点、肉体面はかなり脆弱であるゆえに魔法を封じさえすれば管理もしやすいという点、そしてなにより、絶滅危惧種扱(あつか)いされている点などによって、奴隷市場では価値が高くなるのだとか。

			　精霊王はそういった事情を鑑みて、精霊族を保護するためにこの秘密の国を作ったのだとか。

			　こんな話を、俺は狩りの合間合間に精霊王から教えてもらった。

			「ああ、早く会いたいわ……クレール。あの子って、見た目のわりにおっぱい大きいし、初(う)心(ぶ)な反応するから触りがいがあるのよね」

			「…………」

			　精霊族を救ったという精霊王は、一日中エレナかフィルの体をまさぐっていた。

			　なんか、クレールも餌(え)食(じき)になってたみたいだし、やっぱりこの人って、そっち系なんじゃなかろうか。

			「うふふ、私はただ、可愛(かわい)い子が好きなだけよ。だから、そんな目でみないで」

			　俺が訝(いぶか)しむような目つきで精霊王を見ていると、彼女は軽く微(ほほ)笑(え)んで、そう言った。

			　どうやら、俺が今なにを考えているのか、なんとなく察しがついたようだな。

			「あなたも童顔で可愛(かわい)いから、髪を綺(き)麗(れい)に整えたら十分、私のストライクゾーンよ」

			「いや、それはどうでもいいです」

			　精霊王の趣味に俺が当てはまるかどうかなんて、どうでもいいわ。

			　しかも童顔とか、失礼な人だな。

			「あ、ところであなたは、エレナともうエッチした？」

			　と、そこで精霊王は、突然わけのわからないことを口にした。

			「ぶっ」

			　俺は思わず吹き出してしまった。

			　いきなり、なんてことを聞いてくるんだ……この人は。

			「いえ、それが……まだなんです」

			　エレナも、『まだ』とか言うな。

			　これからする予定があるみたいに聞こえるだろ。

			「あら、そうなの？　なら、今夜あたりに……どう？」

			　エレナの恥じらう姿を見ても、精霊王の下ネタ発言は止まらない。

			「いや、『どう？』じゃないでしょう……いきなりなに言いだしてんですか」

			　仕方ないので、俺はツッコミを入れる。

			　すると、精霊王は頬(ほほ)に人差し指を当てて、可愛(かわい)らしく首を傾げた。

			「私はただ、森人族(エルフ)の今後のためにも、あなたたちは早く子作りに励(はげ)んだほうがいいんじゃないかな、って思っただけよ？」

			「子作り……いや、それはいいとして、森人族(エルフ)の今後のためとは？」

			　他にもツッコミを入れたい箇所があるが、とりあえず精霊王に森人族(エルフ)についてを訊ねた。

			「森人族(エルフ)は私たち精霊族同様に少数の種族なのよ。だから、16歳になったエレナは、もっとそういうことに励(はげ)んでもいいんじゃないかな、って思ったわけ」

			「……へえ」

			　確かに、村でも森人族(エルフ)はエレナを含めても数えるほどしかいなかったな。

			　森人族(エルフ)の生態については詳しくなかったが、この種族も、絶滅の危機にさらされていたのか。

			　それと、何気に聞き流したけど、エレナって16歳だったのか。

			　年齢的に、俺たちと大して変わらなかったな。

			「でも、森人族(エルフ)の血に俺みたいなわけのわからない地球人の血を混ぜて、いいもんなんですか？」

			「あら、知らないの？　地球人がアース人と子を成すと、その子の特徴はアース人寄りになるらしいのよ？」

			　そうなのか。

			　初めて知ったな。

			　というか、何気にこの世界で子ども作った地球人(プレイヤー)も、普通にいるのか。

			　いやまあ、最初の地球人(プレイヤー)がアースに来てからそれなりに長い年月が経過しているはずだから、不思議ってわけじゃあないんだけど。

			「だから、あなたがエレナに子どもを生ませたら、その子は問題なく森人族(エルフ)として見られるでしょうね」

			「ふぅん……」

			「というわけで、今夜あたりに２人の寝床を――」

			「それは却下で」

			　森人族(エルフ)の事情を少し知ることができた。

			　けれど、だからといってフィルとの一件で学んだ反省を有耶無耶にするわけにはいかない。

			　なので、俺は鉄の心をもってその要請を拒否し、隣で不安そうな表情をしているフィルの手を取って泉を後にした。

			「むぅ、シンちゃんはフィルちゃんのほうが好みなのね……あ、もしかしてロリコン――」

			「べ、別にそういうわけじゃないですからね！」

			　背後から聞こえてくる声に、俺はそう言い返した。

			　ロリコンだなんて、失礼な人だな。

			　精霊王の言葉にプリプリ怒りながら、俺はフィルと一緒に自分たちの使っている宿のあるほうへと歩いていった。

		

	
		
			９　森を抜けて

			　

			　俺たちがアルフヘイムに着いてから、３週間ほどが経過した。

			　その間、俺たちはこの国を拠点として森のモンスターを狩り、レベル60にまで到達した。

			　しかし、まだ、この辺りにいる地球人(プレイヤー)たちの平均には若(じやつ)干(かん)届いていない。

			　でも、装備のほうは充実しているから、その差は十分に埋められていると思う。

			　なので、これ以上のレベリングをすることは自重し、本格的に長旅をする準備を整えることにした。

			　アクラムでは、準備に費やせる時間が少なかった。一応、食料品はそれなりに揃えていたが、それだけで金のほうもなくなっていた。

			　だから、アルフヘイムで食料品以外の雑貨や回復アイテムを揃えられたのは、僥(ぎよう)倖(こう)だった。

			　しかも、旅の準備をしている間、客人用に作られたという普通サイズの家を使わせてもらえたうえに、食事もタダときたものだ。

			　正直な話、ここでの生活はかなり楽チンであった。

			　まあ、そんな楽ができたのは、精霊王の配慮があってこそだ。あまり甘えすぎるのも、よくないだろう。

			　というわけで、俺は今日、フィルと一緒にこの国を出発し、ウルズ大陸への旅を再開しようとしていた。

			「なんだったら、もっといてくれていいのよ？　私はクレールの話を聞きたいし、遠慮することもないのよ？」

			「いえ、俺たちは急ぎの旅の最中ですから」

			「そう……」

			　出発の前に、俺とフィルは精霊王に別れの挨拶をしにいった。

			「森を抜けるまでは、エレナと何人かの護衛を付けましょう。あなたたちの協力もあって、森の魔物も大人しくなったみたいだけど、まだ移動中の魔物の群れがいるかもしれないから」

			　この２週間、俺たちや精霊族が怒涛の狩りを行ったため、森のなかのモンスターもだいぶ減ったらしい。

			　しかし、まだ完全に元通りとはいっていないようだ。

			　護衛を付けてくれるというなら、それはとても心強い。

			「なにからなにまで、本当にありがとうございました」

			「うふふ、いいのよ。クレールには、私が会いたがってたって、ちゃんと言っておいてね？」

			「はい、わかりました」

			　ここまでよくしてくれた精霊王の頼みとあっては、断ることもできない。

			　クレールにはちゃんと言っておこう。

			「お達者で、精霊王」

			「お世話になり……ました」

			　そうして俺たちは精霊王と別れ、アルフヘイムを後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あうう……どうか私も連れていってくださいませ……シンさまぁ……」

			「いや……そう言われてもだな……」

			　10日ほど移動し、ようやくスルスの森を抜けだした。

			　その道中で、モンスターとの戦闘を何度も行うことになったが、俺たちは護衛としてついてきた精霊族と連(れん)携(けい)し、危なげなくそいつらを倒した。

			　森の出口に着くまでは、すべてが順調であった。

			　しかし森を抜けたところで、１つの問題が生じた。

			　問題とは、エレナが俺たちと一緒に旅をしたい、と言いだしたことである。

			「お前は護衛の精霊族と一緒に帰れ。ここから先は、俺たちだけで進む」

			「そんなことをおっしゃらず……」

			「でもなぁ……」

			　エレナが足代わりにしている馬は、疲労が溜まっているのか、昨日あたりから歩みが遅くなっている。

			　ガルディアと比べると、体力がないのだろう。

			　馬に乗ったエレナがここから先も一緒となると、休みを取る機会が多くなり、ウルズ大陸に戻るのがだいぶ遅れてしまう可能性が高くなる。

			　それなら、エレナもガルディアに乗って移動すればいいんじゃないか、と思うところだが、残念ながら、ガルディアの背中は３人乗れるほど広くはない。

			　ごめんな、エレナ。

			　このガルディアは２人乗りなんだ。

			　の○た君じゃないけど。

			　そして、こっちのほうがむしろ重要なんだが、エレナはあんまり強くない。なので、ここから先へ連れていくのも気が引ける。

			　一応、この森周辺の住人だから、エレナはアースの平均で見たら強い部類に入るだろう。

			　それでもエレナは、オークに拉致られてしまうくらいには弱い。

			　ハッキリ言って、ここからの戦いにはついてこれそうもない。

			　チャ○ズじゃないけど。

			　……まあ、そういうわけで、エレナを連れていくわけにはいかないのだ。

			　俺はそんな理由を並べて、エレナになんとか諦めさせようとした。

			「うぐぅ……では勇者さまがたは、またいつか私たちの村に来ていただけますか？」

			「ああ、機会があればな」

			「……わかりました……でしたら、私はここで引き返します」

			　どうやら、わかってくれたようだ。

			　エレナは若(じやつ)干(かん)悔しそうに口元をキュッと噛みしめているものの、俺の説明を聞いて、ようやく納得してくれた。

			「ですが、１つだけ……シンさま、失礼いたします」

			「？　なにを――――！」

			　頭に疑問符を浮かべながら、エレナのほうを見る。

			　すると……彼女は俺の頬(ほほ)に『チュッ』と口づけをしてきた。

			「!?」

			　俺は、それを硬直したまま受けた。

			　傍(そば)にいたフィルも、驚いた表情で棒立ちになっていた。

			「……私、シンさまがまた村に来てくれるのを、ずっと待っていますから」

			　頬(ほほ)を赤く染めながら、上目遣いでそんなことを言うエレナ。

			　それを見て、俺の頬(ほほ)も熱くなるのを感じる。

			「あ、ああ……またな……」

			　緊張した俺は、エレナにそんな言葉を返すことしかできなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……シンさん、ちょっともったいないことをした、とか思って……ません？」

			　エレナに別れを告げ、ガルディアに乗って荒野を移動していると、フィルが呟(つぶや)くようにして訊ねてきた。

			「も、もったいないことって……なにについてのことだよ？」

			「エレナさんのこと……です。エレナさんは美人だったから……オレがいなければ、シンさんは……」

			「…………」

			　フィルがいなければ、か。

			　まあ確かに、俺が１人で旅をしていたら、村でエレナの誘惑に堪えきれず、そのまま親密な関係になっていたかもしれない。

			　そうなっていれば、俺は男として一皮剥(む)けた、というか大人の階段を一歩進むことができていただろう。

			　でもそれは、俺が求めている形ではないな。

			「フィル、俺はエロいことが好きだ」

			「そ、そう……ですね」

			「そうだ。それに俺はエレナに攻め寄られたとき、『これは童貞卒業のチャンスかもしれない』と思わなかったわけでもない。俺だって、やりたい盛りの男の子なんだよ」

			　もはやフィルになにも包み隠す気のない俺は、自分の思ったことをダイレクトに伝えていく。

			　女の子に言うようなことじゃないけど、これが俺の本音だ。

			「う、うん……」

			　彼女は若(じやつ)干(かん)顔を赤くしながらも、相(あい)槌(づち)を打ってくる。

			「だけど、俺はそういうことをするなら、本当にお互いを好き合っていると確信できた相手としたい」

			「そ、そうなんですか？」

			「……まあ、村での出来事のように、チャンスがあれば飛びつきたくもなるんだけどな」

			　美女から誘われて、後腐れもないというのなら、俺だって『よろしくお願いします』と頭を下げたくなるというものだ。

			　オスの本能として、しょうがないことだろう。

			　でも、人はそれを理性で抑えることができる。

			　そして、できることなら俺は、それが上手くできないような男になりたくない。

			「フィルが俺とエレナの間に割って入ったのは、気に病むことなんかじゃないぞ。むしろ、俺の貞操を守ってくれてありがとう、と言いたいくらいだ」

			「そ、そんな……お礼を言われるようなことは」

			「いや、これは結構重要だぞ。もし俺が誘惑に負けてたら、その影響がフィルにまで及んでいたかもしれないんだから」

			「え？」

			　タガが外れたら最後、近くにいるフィルも、俺はそういう目で見るようになっていたかもしれない。

			　そして一時的にはよくても、最終的に彼女を悲しませるようなことをしていたかもしれない。

			「俺がもし、愛だの恋だのを軽視するようになったら、多分、フィルもそんな俺の毒牙にかかっていたと思うぞ」

			「お、オレがシンさんの……？」

			「フィルも可愛(かわい)いからな。俺も、お前をそういう目で見ないってわけじゃないんだよ。だから、俺が下半身で物を考えるようになって、旅の途中でお前が隙を見せるようなことがあったら、迷わず襲っていたかもしれない」

			「へ、へえ……」

			　俺の言葉に、フィルは体をモジモジさせて、視線をさ迷わせた。

			　ちょっと言い方が直接的すぎたか。

			　一応、フィルが俺のことを好きだと言ったからこそ、包み隠さず本音をぶちまけたんだが。

			　しかし、まだ旅の途中だ。もしもの話であっても、襲うかもしれない、とかは言わないほうがよかったかもしれない。

			「……でも、今の俺はそういうことを絶対しないと断言できる。なぜなら俺は、今もなお童貞だからだ！」

			　俺は、自分が童貞であることを強調した。

			　正直なところ、年下の女の子に自分が童貞だなんて告げるのは、かなり恥ずかしい。

			　だが、俺はその羞恥心を一生懸命抑え込んだ。

			「童貞ってのは、恋愛とかに幻想を抱いてる恥ずかしい生き物なんだ。俺もまた、そんな恥ずかしい生き物の１人で、女の子と一夜をともにするなら、イチャイチャラブラブな状況で自然にそうなった、みたいなシチュエーションを夢見てるんだ。だから、衝動的に襲いかかるようなことはしないし、健常な童貞はたいていそうだろう。いわゆる奥手ってやつだな。ヘタレって呼んでくれてもいい」

			　俺はフィルに、童貞とはどんな存在であるのかをつらつらと説明した。

			　そんな俺の羞恥心は、もはや限界に近い。

			　顔は熱いし、全身からは汗が吹き出ている。

			　それでも、俺はフィルに対して、自分の思っていることをハッキリ言った。

			「そう……ですか」

			　フィルは俺と同様に、顔を赤くしている。

			「オレもしょ、処女だから、シンさんの言いたいことはよくわかる……と思う……」

			「そ、そうか」

			「それに……オレの好きな人も……オレと同じくらい、オレのことが好きになってくれると……凄(すご)く嬉しい」

			　彼女はこちらへと視線を向けて、そんなことを言った。

			　つまり、フィルも俺と同じで、純愛を望んでいる、ということなのだろう。

			「だから、オレの好きな人には……これからオレのことを、いっぱい好きになってもらいたい……です」

			　フィルはそう言うと、俺に背中を預けてきた。

			　ガルディアに乗っている俺たちは、すでにかなりの密着具合だ。

			　村を出てから、なんとなくフィルとの距離が近いような気がしたが、今回はハッキリと、距離がなくなったように思える。

			　お互いに恥ずかしい話をしたことで、心の距離が縮まったのだろうか。

			「あと……シンさん」

			「ん？　なんだ？」

			「多分、オレもシンさんに負けないくらい……えっちだと思うから…………我慢できなかったら、言ってくださいね？」

			「…………」

			　俺は彼女から視線を外して、空を見上げた。

			　果たして俺は、純愛思想を貫(つらぬ)けるだろうか。

			　そんな不安を抱きながらも、フィルとの接触が鎧(よろい)越しで助かったと、俺はしみじみ思った。

		

	
		
			10　閑話～過去の話

			　

			「俺の異能(アビリテイ)は『未来予知』。まあ、これから起こる出来事がわかるようになる、っつー力だ」

			　クロスクロニクルオンラインの配信が開始される３ヶ月ほど前、５人は大手ＭＭＯＲＰＧ『フリーダム・オンライン』内のギルドハウスに集まっていた。

			　たった５人しかいないギルド『無銘』を指揮するギルドマスターのケンゴは、信頼する４人の仲間に向けて、自分の身の上話をしていた。

			「この力を手に入れてから、しばらくの間は俺も有頂天になってたさ。だって、未来が見えるんだぜ？　そんなのアリかよ、ってくらいのチートだろ？」

			「……確かにそうだな」

			　侍めいた服装を着込んだ渋い中年風のアバターを使用するケンゴに、重そうな甲冑を着込んだ青年風のアバターを使用しているシンは相(あい)槌(づち)を打つ。

			　２人は年が10ほど離れているが、ＶＲＭＭＯ内で師(し)弟(てい)関係を築きつつ、同時に、親友のような間柄でもあった。

			「つっても、俺が見ることのできる未来ってのは、せいぜい１日先が限界だったりするし、いろいろな不確定要素がからまって、未来が見た通りにいかないこともあるんだけどよ……でも、俺の異能(アビリテイ)は、やっぱチートすぎたんだよな。この力を使えば、俺は自分の望む未来を高確率で選べちまうんだから」

			　ケンゴは自身の持つ異能(アビリテイ)、『未来予知』をチートと称した。

			　それを聞いている４人の空気は重い。

			「俺はこの異能(アビリテイ)を使って、まず株と為替を始めた……ああ、あのときはまだ俺も『金儲けに使えるんじゃね？』って程度にしか思ってなくて、やっちまったんだけどよ」

			　異能者(アビリテイスト)が現れた初期のころは、ケンゴだけでなく、異能(アビリテイ)を発現した人間の大多数が歓喜していた。

			　それは仕方ないことと言える。他者とは違う、自分だけの力を突然得たのだから、喜ぶのも当然であった。

			「たとえ１日しか先の未来が見えない、って言っても、その効果は絶大だった。投資の結果は、言うまでもないよな？　俺は億万長者になった」

			「へー、そりゃ羨(うらや)ましい限りだなー」

			　少女風のアバターを使っている修道服を着たマーニャンは、大して羨(うらや)ましそうではない、というような棒読みの台詞(せりふ)を口にした。

			　異能(アビリテイ)によってケンゴが得た結果は、幸福であったと呼べるかどうかわからない。そのことを、彼女もまた理解していたからである。

			「でも、それだけだった。確かに俺は金を手に入れて、金がないことに頭を悩ませることもなくなった。でも、それだけだったんだよ」

			「……というと？」

			　小柄な少年アバターを使用していたフィルが、ケンゴに話の続きを促(うなが)す。

			　アバターの発する声は、ゲームの設定で調整することができる。

			　ゲーム内におけるフィルの声も、当時有名だった男性声優の、爽やかな声音だった。

			「俺が金を持ってることを知った会社の同僚やダチは、俺に金をたかってくるようになった。それに、親戚連中、しまいには親や兄弟までもが、俺の金や力をアテにするようになっちまった。しょうがねえよな。俺だって逆の立場だったら、『そんな力を持ってんだから、ちょっとくらいいいだろ』って言ってただろうよ。だから、俺はあいつらをクズだなんて思っちゃいねえ……けど、それで俺の人間関係は壊れちまった」

			　金や力をアテにするようになった、と言うケンゴの表情は暗い。

			　そんな様子を見た４人のギルドメンバーは、彼の悲しみを十二分に理解していた。

			「俺は悟ったんだ。人間ってのは、自分の身の丈に合った力でやりくりするのが、身の丈に合った生き方をするのが、一番だったんだ、ってな。俺みたいな一般人が、どっかの小さな国家予算に匹敵するような金や、未来を知る力なんてものを持つべきじゃなかったんだ。俺は、やりすぎたんだよ」

			　ケンゴは最終的に、そういう結論を出した。

			　金があること、力があること――それそのものが、必ずしも幸福へとたどり着くものではないのだと、ケンゴは24という若さでありながらも悟ったのだ。

			　金がなければ苦しい思いをし、力がなければ虐げられる。

			　けれど、ケンゴはその逆もまた違った悩みを負う。そのことを、仲間たちに伝えた。

			「んで、俺がそんなことを悟ったころになって、ようやく国が動き出した。俺は監視対象扱(あつか)いになっちまったから、それまでのように自由な行動はとれなくなった」

			　監視対象。

			　それは、国が特に危険であると判断し、隔離した異能者(アビリテイスト)のことである。

			　ケンゴは１人で国を揺るがしかねない資産と力を得たことから問題視され、資産を凍結、行動の制限を強いられた。

			「それでは、さぞかし窮屈な毎日でしょうね……」

			　魔法使いといった様相の女性型アバターを使うセレスが、ケンゴのリアルを思ってか、寂しそうに呟(つぶや)く。

			「まあな。でも、ネトゲはこうしてやらせてもらえるから、俺は毎日ログインしてるってわけだ……課金は制限されてるんだけどな」

			　ケンゴが若(じやつ)干(かん)冗談めいた口調で言うと、場の空気はわずかに軽くなった。

			「俺のぶっちゃけトークは、これでお終いだ。次、マーニャン」

			「あ？　あたし？」

			「こういうとき、空気読まずに話せるのが、てめえの強みだろうが」

			「あーはいはい……わかりましたよーっと。まあ、あたしもここに来た以上、話すもんだと思ってたからなー」

			　マーニャンはいつも通り悪態をつきながら、自分について喋(しやべ)り始めた。

			「あたしも異能者(アビリテイスト)さ。それも、ケンゴと同じ、監視対象だ」

			「やっぱりか。それで、どんな異能(アビリテイ)なんだ？」

			「……お前、自分が言いたいこと言ってすっきりしたからって、そんながっついて訊くなよ」

			「いいじゃねえか。俺たちに隠し事はなしだぜ？　なあ、シンもそう思うだろ？」

			「お、おう」

			　突然話を振られたシンは、うろたえつつもケンゴに相(あい)槌(づち)を打った。

			　今回、ギルドによる話し合いの場が設けられた理由が、自分の態度のせいであると知っているシンは、ケンゴになにも言い返さない。

			「……あたしの異能(アビリテイ)は『読心』。人の考えていることを読む力さ……あー、でも読めるのはあたしから周囲３メートル以内にいる人間だけで、直接会う必要があるから、今のお前らがなに考えてんのかは知らないよ」

			　マーニャンの異能(アビリテイ)を知ったギルドメンバーが、「ほほぅ」という頷くような声を出した。

			「そうなのか？　俺はてっきり、マーニャンの察しの早さはそれに起因するものかと思ったぞ」

			「察しがいいのは、あたし本来の気性さ。とりあえず、褒(ほ)め言葉として受け取っとくよ」

			　シンの言葉に、マーニャンは「どうもありがとう」と、皮肉交じりの言葉を返した。

			　なんでもかんでも異能(アビリテイ)と結びつけて考えまいとしていたシンにとって、今のやりとりは痛恨の一撃だった。

			　俯くシンを見て、ケンゴは苦笑いを浮かべる。

			「……とりあえず、マーニャンの話はこれで終わりにしとくか。次、セレス」

			「ええ、いいでしょう」

			　そしてケンゴは、セレスへと話を振った。

			「私も、みなさんがお察しの通り、異能者(アビリテイスト)で、『必中』という異能(アビリテイ)を授かってますのよ。そして、私の場合は常時発動で、ゲームにさえ適用されてしまうようです」

			「こっちは、大方の予想通りだったな」

			　セレスの説明を聞き、ケンゴが頷く。

			　ゲーム内における彼女は、どれだけ標的が遠くにいても、攻撃を外したことがなかった。

			　そのことから、魔法を使っているにもかかわらず、『スナイパー』という呼ばれ方までされていた。

			　しかし、そのありえない精度で攻撃を命中させるセレスのプレイヤースキルは、周囲から疑念の目を向けられていた。

			　なにかしらのチートが絡んでいるのではないか、という噂(うわさ)は絶えなかった。その結果、似たような経験を持っていたケンゴたちと行動するようになった、という経緯がある。

			　彼女自身、この力はチートの一種と言っても差し支えないと開き直っているため、ギルドメンバーから納得の声が上がっても、特にショックを受けたりなどしない。

			　彼女の力は、もはやプレイヤースキルだと言い切れるような領域ではなかったのだ。

			「この力を得てから、弓道とクレー射撃を始めてみたのですが、傍(そば)で見ていた方々の視線が、あまりに厳しすぎたので、やめてしまいました。この力は有能に見えて、使いどころがあまりありませんわ。人目を忍ぶ暗殺者稼業でも始めれば、別かもしれませんけれど」

			「そりゃそうだろな……」

			　競技を始めて間もない人間が、自分たちより上手く的を射(い)貫(ぬ)けるのだとしたら、それはもう萎えるしかない。

			　シンたちは、セレスという規格外の存在を目にした競技者たちを想像し、哀れむことしかできなかった。

			「私の話はこれくらいかしら。シンは最後に回すとして……フィル、あなたがいきなさい」

			「ん……わかった」

			　少年風のアバターを使う少女、フィルは、男の声で小さく頷いた。

			「オレも異能者(アビリテイスト)で、異能(アビリテイ)は『精密動作』。ゲームが上手くなったのも、これのおかげだと思うから、セレスさんと一緒」

			　フィルは自らの異能(アビリテイ)によってゲームが上手くなった、と告白した。

			「だから、よくシンさんがオレを褒(ほ)めてくれたけど……それは、もちろん嬉しかったけど……ちょっと申し訳なく思ってた」

			　飲み込みが早いと、シンはよく、フィルの頭を撫(な)でながら褒(ほ)めていた。

			　そのことに対し、素直に喜びきれないものを、彼女は感じていた。

			「そうだったのか……ごめんな、フィル。お前がそんなふうに悩んでたことに気づけなくて……本当にごめん」

			「！　い、いや、シンさんは悪くない！　悪いのは、今まで言いだせなかったオレのほうだ！」

			　シンが頭を下げると、フィルは若(じやつ)干(かん)慌てた様子で言いつくろった。

			　フィルが異能者(アビリテイスト)であるということは、彼（彼女）の様子から他の４人も、なんとなく予想していた。

			　しかし、フィルがどのような異能(アビリテイ)を持っているのかまでは、ついこの瞬間まで、誰も予想が立てられなかった。

			「まあ、いいじゃねえか。そんなことは、お互い水に流そうぜ……それじゃあ、最後にシン、お前の番だ」

			「…………」

			　頭を上げたシンは、ケンゴに促(うなが)されて顔を強張らせる。

			　最近のＶＲ技術は、プレイヤーの感情を正確に読み取って、それを表情に出すことに定評がある。

			　シンの表情からは、明確な躊躇(ためら)いが見えた。

			　けれどシンは、この場をセッティングしたケンゴと、それに付き合って秘密を暴露した仲間たちなら、自分の抱える悩みを打ち明けてもいいんじゃないか、と思い、口を開いた。

			「俺は――」

		

	
		
			11　再会

			　

			　スルスの森を抜けてから、１ヶ月ほどが経過した。

			　俺とフィルは、アースに存在する３つの大陸が繋がる土地、ヴァルハラにたどり着いた。

			　ここまでの道中は、特に問題なかった。

			　だが、ヴァルハラに足を踏み入れてから１週間ほど経過したころ、俺たちはそこでメンドウなトラブルに見舞われることになった。

			「逃げるな《ビルドエラー》！　いざ尋常に勝負！」

			「勝負なんてするか！　そっち軍隊じゃねえか！」

			　俺たちはヴァルハラで、グリム中(ちゆう)将(じよう)と機動に特化した魔族軍数十人に、追い掛け回されていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「不毛の大地って感じだな、こりゃ……」

			　ヴァルハラに到着したとき、俺はその土地を見て、ポツリと呟(つぶや)いた。

			　ここへたどり着くまでの道のりも、だいたいが荒野と呼べる風景だった。

			　が、ここは荒野などと言うのも生易しい場所だった。

			　辺りを見回しても、木は一本も生えておらず、それどころか、雑草すら生えていない。

			　地面は水気が足りないようで、細かなヒビが続いている。砂漠一歩手前、といった感じだ。

			　どこへ目を向けても、そこには岩か砂しかない。

			　生命の息吹を感じない、死んだ土地だった。

			　このヴァルハラは、ウルズ大陸、ミーミル大陸、フヴェル大陸の３大陸が繋がる唯一の土地であり、陸路を通って大陸を行き来するなら、まず間違いなく通ることになる。

			　それゆえに、ヴァルハラは１０００年前から、ウルズの龍王、ミーミルの獣(じゆう)王(おう)、フヴェルの魔王が武を競い合う戦場とされることが多かったという。それによって、この地は死んでいったのだとか。

			　また、そのせいで食物の類(たぐい)がないためか、このヴァルハラには、生きたモンスターがほとんど存在しない。

			　いるとしたら、それは魔力で動くゴーレムの類(たぐい)か、ヴァルハラを横断する最中に力尽きた生き物を狙うハゲタカのような怪鳥、ハイエナが少しいるくらいだ。

			　しかも、そいつらはむっちゃ強い。

			　特にゴーレムは、フィルの攻撃じゃダメージを与えられないし、俺のダメージヒールも効かない強敵だ。足が遅いので、逃げることが容(よう)易(い)なのが救いだった。

			　あんなのとマトモに戦っていたら、いつまでたってもヴァルハラを抜けられない。

			　とはいえ、ここまでの道のりと比べると、モンスターと出くわす頻度は激減した。

			　そのため、俺たちは結構スムーズに移動できている。

			　十分な水と食料を持ち込んでいれば、特に問題なく踏破できると、俺は思った。

			　……けれど、俺はここが大陸と大陸を繋ぐ土地である、ということの意味を、よく理解していなかった。

			　大陸と大陸が唯一繋がっている。ということは、それなりにここを通る人も多い、ということなのだ。

			　そして、このヴァルハラには、あまり身を隠せるような場所がない。

			　つまり、ここでは大陸を行き来しようとする人と出くわしやすく、さらに、それが俺に恨みがあって追いかけ回してくるような奴の場合は、とてもメンドウなことになるのである。

			「……ん？」

			　ガルディアに乗った俺たちがヴァルハラの地に足を踏み入れてから何日か経過したころ、１つの集団を遠くに発見した。

			「あれって……魔族じゃないか？」

			「うん……多分……」

			　その集団の皮(ひ)膚(ふ)は緑色だったり青色だったりで、とても人族とは思えないカラーリングだった。

			　しかも、その集団は全員武装している。

			　どう見ても、カタギではない。

			　まあ、武装をするのは、ここら辺を歩くのなら当然なんだが、軍隊のような統一感がある。

			「……魔軍、か」

			　俺は、その集団が魔軍であると推測した。

			　一応、このヴァルハラにたどり着くだけの戦闘能力を持つ人はそれなりにいるようで、５人〜20人の集団で動くアース人の冒険者パーティーやキャラバンを、たまに見かけたりする。

			　だが、俺たちが見ている武装した魔族の集団は、どう見ても１００人以上いる。

			　あれは、もはや軍隊以外の何者でもないだろう。

			「……できるだけ近づかないように、迂回して進むか」

			「そう……ですね」

			　あの集団が、前に獣族と戦争していた軍であるかどうかは、ここからだとよくわからない。

			　けれど、もし俺の嫌な想像が当たっていたら、そして、その軍の誰かが俺たちの顔を覚えていたら、非常に困ったことになる。

			　なので、俺はガルディアに指示して、魔族の集団にはなるべく近づかないように進むことにした。

			　……でも、あいつらがミーミルで見た魔軍であるなら、どうしてここにいるんだ？

			　目的を終えて、フヴェル大陸に引き返している最中ということなのか。

			　だとしたら、獣(じゆう)王(おう)たちは結局のところ、どうなって――。

			「……！　シンさん！」

			「!?」

			　俺がミーミル大陸で出会った獣族に思いを馳せていると、魔族の集団のほうから、魔法らしき火の玉が、こちらに向けて飛んできた。

			「がるがるっ！」

			　ガルディアは、俺が命令する前にその攻撃を危なげなく避けた。

			「……今のは、誤射ってわけじゃ、ないんだよな？」

			「……多分」

			　俺とフィルは互いに顔を見合わせて、今起きた出来事の意味するところを確認し合った。

			「久しぶりだな、《ビルドエラー》！　会いたかったぞ！」

			　魔軍のなかから、一際大きい男が前に出て叫んだ。

			「うげぇ……」

			　俺は眉(み)間(けん)にしわを寄せ、嫌な物を見たと言わんばかりの声を上げた。

			　実際、ここで会いたくはなかった相手だ。

			　なんで会っちゃったかねぇ……。

			「私の名はグリム・ハザード！　ここで会ったが１００年目！　貴様の首、貰い受ける！」

			「…………」

			　魔軍の先頭に立つ緑色の大男、グリム。

			　そいつは俺たちに向けて、並々ならぬ闘志を燃やしていた。

			　グリムといえば、俺たちがミーミル大陸に飛ばされたときに戦ったことのある、滅茶苦茶強い魔族だ。

			　あのときは、俺の《時間停止》が勝手に発動したためにグリムの動きが止まり、魔族が引き上げるきっかけになったんだよな。

			　あれからもうずいぶん経ってるから、あいつが普通に動けていることには、特に驚いたりはしない。

			　が、まさかこんなところで出くわすとは思わなかった。

			　いくらここが人とすれ違いやすいからといっても、運が悪すぎる。

			　……というかあいつ、さっき俺のことを《ビルドエラー》と呼ばなかったか？

			　なんで、俺のあだ名を知ってるんだよ。

			「とにかく逃げるぞ！　ガルディア！」

			「がるがるっ！」

			　……今はそんなことを考えている場合じゃないか。

			　軍隊相手に戦う気なんて、さらさらない。

			　俺は、ガルディアに逃げるよう指示した。

			「な!?　逃げるつもりか！　ええい逃がさんぞ、《ビルドエラー》！」

			「くっ！」

			　だが、グリムのほうは俺を逃がさないつもりのようだ。

			　ガルディアが俺たちを乗せてウルズ大陸のほうへと走り始めると、グリムも数十人の部下を引き連れて追いかけてきた。

			「お前、軍のトップだろ！　大将が率先して雑兵一匹を追いかけ回すなよ！」

			「ふざけたことを抜かすな！　これは、私でなければ貴様に太刀打ちできまい、という敬意の証である！　さあ、逃げるのはやめて、私と戦うのだ！」

			　俺が大きな声で突っ込みを入れると、でかいトカゲに乗って追いかけてきているグリムが言い返してきた。

			　だったら、後ろから付いてきてる連中をなんとかしてくれよ。

			　全軍で追いかけてきているわけじゃないのが唯一の救いだけど、ここで止まったら、俺たち魔族に囲まれちゃうじゃねえか。

			　そんなアウェー間漂うなかで戦うなんて、絶対嫌だぞ、俺は。

			　たとえ俺がグリムを倒しても、周りの連中が見逃してくれる保証などない。

			　あんな奴らに付き合ってられるか。

			「ガルディア！　もっと速く！」

			「がるっ！」

			　俺はガルディアに全力疾(しつ)走(そう)を命じた。

			　すると、少しずつ魔軍との距離が開いていく。

			　どうやら、ガルディアの足のほうが、あいつらの乗るトカゲより速いみたいだな。

			「く……魔法一番隊！　前へ！」

			「ちょ!?」

			　グリムに追従している機動力に優れているらしき魔軍数十人のなかから、杖を手に持った集団が前に出てきた。

			　そいつらは火の玉、水の玉、土の玉、それに疾風や雷といったものを魔法で生み、俺たちのほうへとガンガン飛ばしてきた。

			　あいつら、容(よう)赦(しや)なしかよ。

			　俺は舌打ちしながらフィルを腕のなかに抱き入れ、彼女とガルディアを守るように大盾を構える。

			「！」

			　けれど、そんな動作は無用だった。

			　俺たちのほうへと飛来してくる数々の魔法は、俺の大盾に当たる前に霧消した。

			　最初は少し驚いたが、すぐにこれは魔法のほとんどをシャットアウトするという障壁を張る『精霊王の祝福』の効果だと理解した。

			　アルフヘイム周辺でも、何度か魔法を使ってくるモンスターと出くわして、そのパッシブスキルの効果を確かめてはいたが、今みたいな怒涛の魔法ラッシュも問題なく弾くとは。

			　とりあえず、今は精霊王に感謝しなければならないだろう。

			　そう思いつつ、俺は前方を向いた。

			　こうして俺たちは、グリムたちと徐々に距離を離していき、およそ５時間が経過したころになって、ようやく魔軍を振り切った。

			　……だが、それは一時的なものだった。

			　グリムたちは俺たちを見失っても、しつこく追いかけてきた。

			　どうも、速力ではこちらが上だが、体力は向こうのほうがあるらしい。

			　結果、それからしばらく、俺たちはあいつらに追いかけ回されることになった。

			「お前、いい加減諦めて自分の国に戻れよ！　撤(てつ)退(たい)中だったんだろ！　軍の大将がこんなことしてていいのかよ！」

			「帰路についた軍から私が抜けたところで、なんの支障もない！　それより、貴様をこの場で見逃すほうが、よほど問題だ！」

			「そうかよ！　クソッタレ！」

			　グリムに怒鳴ると、向こうも怒鳴り声で言い返してきた。

			　お前たちの軍の規律、本当にそれでいいのかよ。

			　まあ、軍を撤(てつ)退(たい)させることになった原因を作った俺をこの場で始末しておきたい、という気持ちは、わからんでもないが。

			　追いかけ回されている間の怒鳴り合いで、グリムたちがどういう経緯でヴァルハラにいたのか、俺たちにもなんとなくわかった。

			　どうやら、魔軍は俺がちょっかいをかけたせいで、しばらく混乱状態に陥(おちい)ったらしい。

			　軍を率いる立場にいたグリム中(ちゆう)将(じよう)は、俺の《時間停止》を食らって、２ヵ月ほど停止したままだったそうだ。

			　それによって、魔軍はスルスの森の南に位置する地域まで引き返し、態勢を整えようとしていたのだとか。

			　しかし、グリムの時間が動き出す前に、魔族側の真の大将である魔王から撤(てつ)退(たい)命令が出たため、魔軍はしぶしぶフヴェル大陸へと引き返そうとしていた。

			　軍のトップ兼戦闘における切り札が機能しなくなった状態で、獣族とやり合うのはリスクが大きいと判断してグリムの復帰を待った結果、軍は長い間の待機を強いられてしまった。

			　すると、軍を維持するための食料や金銭等も相当なものになり、これではマズイと判断して、魔王は軍を引き返らせた。

			　そして、グリムが気づいたときには、すでに軍は撤(てつ)退(たい)中だった……という流れらしい。

			　なんだかそれを聞くと、すべて俺のせいだという気がしてくる。けど、俺は別に魔族側の人間でもないので、深く考えるのはよそう。

			　むしろ俺は、魔族と獣族の戦争を中断させて、犠(ぎ)牲(せい)が出なかった、とでも思っておこう。

			　そのほうが、精神衛生上よろしい。

			　しかし、それでもこいつらには悪いことをしてしまったな。

			　特に、魔軍のなかでも武闘派としてブイブイ言わせていたグリムは、今回の件で自分の地位も揺らぐかもしれない、というようなことを漏(も)らしていた。

			　だからといって、俺が戦争に紛れ込んだのは故意じゃないから、謝ったり責任を取ったりする気もない。だから、こうして逃げ続けている。

			　……でも、そろそろ鬱(うつ)陶(とう)しい。

			　あともう少しでウルズ大陸に着くと思うし、その前にここで一度、こいつらを叩いておくべきだろうか？

			「!?」

			　俺が背後を気にしながらそんなことを考えていると、前方から巨大な火の玉がグリムたちのほうへ飛んでいった。

			　それを見た俺は、驚いて前を見る。

			　荒れ果てた荒野の先……数キロメートルは離れているとおぼしきところに、人と馬の姿がポツリとあった。

			　あんな遠くから魔法を撃ってきたのかよ。

			　なにを考えて、そんなことをしたんだ。

			「く！　なんだ、今の攻撃は！」

			「…………」

			　……攻撃は、グリムたちの目の前に落ちた。

			　これは、わざとか？

			　あんな遠距離から、グリムたちにけん制を行ったとかじゃないよな？

			　俺は今の状況を上手く理解できなかった。なので、その魔法を撃った人のほうへ行くよう、ガルディアに指示を飛ばす。

			「！　あれは……！」

			「え……」

			　俺とフィルは、驚(きよう)愕(がく)の表情で叫んだ。

			　魔法を撃った魔術師職らしき女性と、隣にいる剣士職らしき男に、見覚えがあったためだ。

			「あいつら、こんなとこでなにやってんだ……！」

			　俺は、思わず口元を緩めた。

			　こんなところで偶然会った、と思うよりも、向こうから俺たちに会いに来た、と考えたほうが、よほど自然だ。

			　あいつらは、俺たちを助けにきたのだろう。

			「へえ……魔族の中(ちゆう)将(じよう)様じゃねえか」

			　剣士職の男が俺たちに――ではなく、グリムたちのほうに向かって走った。

			　速度は、別段速いものではない。

			　けれど、動作そのものには、隙というものが一切感じられない。

			「久しぶりに会ってみりゃあ……こりゃずいぶんな大物を釣ってきたな！　シン！」

			　男はそう言うと、俺たちの前を横切り、手に持っていた長刀の切っ先をグリムたちのほうへと向けた。

			「相手にとって不足はねえな！　『蛟(みずち)』!!」

			　そして長刀を天に掲げ――振り下ろした。

			　長刀に触れた大地が割れ、その裂け目は一直線にグリムたちへと向かっていく。

			　男の放った斬撃は地面を割って進んでいき、グリムたちの目の前で左右に分かれた。そして、俺たちとグリムたちの間に大きな崖を作り出した。

			「グゥウ!?　全軍止まれ！」

			　グリムは、それまで率いてきた数十人の魔族に急ブレーキをかけさせた。

			　咄嗟にそんな判断が下せるとは、さすがは魔族側の実力者、というところか。

			　そのおかげで、魔族は突然できた崖から落ちずに済んだのだから、グリムの判断は正解だ。

			「よう、元気にしてたか、シン、フィル」

			　無事にグリムたちの進行を止めた男は、俺たちのほうへと振り返る。

			「迎えにきてやったぜ」

			　俺たちを迎えにきたというその男――俺の師匠である《ウェポンデストラクション》と呼ばれた最強アタッカーのケンゴは、ニヤリと笑みを浮かべた。
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			12　再戦

			　

			　もうすぐウルズ大陸かというところまで来た俺とフィルは、グリムに追われている途中で、ケンゴに出会った。

			　しかも、少し離れたところにいるあの女性は、俺の記憶に間違いがなければ、セレスだ。

			　ケンゴは俺にとって師匠であり、最強の近距離アタッカー。

			　セレスはどんなに遠く離れた敵でも打ち漏(も)らさない、最強の遠距離アタッカー。

			　どちらも俺と同じく、『フリーダム・オンライン』内で最強と謳われたプレイヤーだ。

			　そんな２人が俺たちを助けにきた。

			　俺は再会の喜びを隠しきれず、ケンゴに向けて大声を上げる。

			「久しぶりだな！　ケンゴ！　俺たちは元気にしてたぞ！」

			「そうかよ。そいつぁよかったぜ」

			　俺の言葉を受け、ケンゴはニヤリと笑う。

			　アースでは、初日に会って以来の再会になる。直(ひた)垂(たれ)のような装束を着て長刀を握るケンゴの姿は、『フリーダム・オンライン』内で《ウェポンデストラクション》と称されていた当時を思い起こさせる。

			「でも、助けにくるなら、もう少し早く来てほしかったな」

			「あまり贅沢を言っちゃダメですわよ。こちらにはこちらの都合ってものがあるのですから」

			　背後から、セレスの声が聞こえてきた。

			　多分、２人とも俺たちの状況を知って、急(きゆう)遽(きよ)ここまで駆けつけてきてくれたんだろうから、それ以上を求めるのは、我侭になるか。

			　今はとにかく、助けに来てくれた礼を言おう。

			「ここまで来てくれて、ありがとうな、ケンゴ、セレス」

			「いいってことよ。ま、つっても援軍なんて必要なかったかもしれねえけどな」

			「ふふっ、そうですわね」

			「お前らなぁ……」

			　俺が素直に感謝の言葉を告げているのに、ケンゴとセレスはちゃちゃを入れてくる。

			　確かに、ここまで来たら俺とフィルだけでもウルズ大陸に戻ることもできただろう。

			　が、ケンゴとセレスがいてくれるなら百人力というものだ。

			　心強いことこのうえない。

			　これにあとマーニャンが加われば……。

			「ちなみに、マーニャンも今、始まりの町からこっちに向かって移動中らしいぜ」

			「あの人も、なんだかんだで、あなたたちを心配しているのですわ」

			「……へえ」

			　俺がなにを考えているのか察したのか、２人はマーニャンの情報を伝えてくれた。

			　別に、マーニャンなんていなくても、寂しくねえよ。

			　ただ、あいつがいれば最強の布陣が完成する、と思っただけなんだから。

			「貴様ら！　さっきからなにを呑気(のんき)に談笑しているのだ！」

			　背後から怒鳴り声がした。

			「っと、そういえば、まだあいつらがいたな」

			　振り向くと、そこには突然できた崖を迂回してきたらしきグリムと、その仲間たちがいた。

			　数は劣勢だが、ケンゴとセレスが加わった今では、まったく脅(きよう)威(い)にならない。

			　まあ、もともと追いつかれても、レベルが上がって装備もグレードアップした俺とフィルなら、それなりの勝算があっただろうが。

			「てめえ、確か《鉄拳中(ちゆう)将(じよう)》とか呼ばれてるグリムだったよな？」

			「！　……うむ。私は魔軍第３部隊を指揮するグリム・ハザードだ」

			「そっかそっか。いやあ、どっかで見た顔だと思ったぜ。俺の勘違いじゃなくてよかった」

			　ケンゴは、グリムと軽い調子で会話をしている。

			　アースでの滞在時間が長いであろうケンゴなら、皮(ひ)膚(ふ)が緑で角を生やした大男や、その背後に控えている魔族の容姿に驚くこともないだろう。

			　でも驚く驚かないの以前に、どうやらケンゴはグリムのことを個人的に知っているみたいだ。

			「なあシン。てめえ、こんな奴をどうやってここまで引っ張ってきたんだ？」

			「話せばいろいろ長くなるんだよ」

			「ふーん。それじゃあ、こいつは俺が追い払ってやろうか？」

			「いや、いい。１対１の勝負をさせてくれるなら、特に問題はない」

			「ほほぅ」

			　ケンゴは、若(じやつ)干(かん)驚いたような表情をした。

			「あいつ、結構強いと思うぜ？　それでもやるのか？」

			「危険だと思ったら、バトンタッチするさ。でも、多分大丈夫だ」

			「そうかよ。じゃあ、とっとと行ってきな」

			　ケンゴは俺の言葉を聞くと、安心した様子でグリムのほうを向いた。

			「こいつは１人で戦うって言ってんだが、てめえらは多勢に無勢なんてこと、しねえよな？」

			「ぬ……ならば私も１人で相手をしよう……貴様たちは手を出すなよ」

			「は……ハハッ！」

			　どうやらグリムのほうも、俺に１人で戦いを挑んでくるらしい。

			　ここしばらく、ずっと一緒に行動していた部下らしき連中にも手を出さないよう言ってるし、その言葉に偽りはないだろう。

			　俺としては、別にどっちでもよかったんだが。

			「シンさん……１人で平気？」

			　フィルが、心配そうな声で俺に問いかけてきた。

			　そういえば、魔族と獣族が争っていたときのフィルはアイテムボックスに入っていたから、グリムを見てなかったんだよな。

			　初めてこの大男を近くから見たら、その威圧感に気圧されても仕方がないか。

			「大丈夫だ。フィルは見てなかったからわからないだろうが、相手は前に一度、倒したことがある。楽勝だぜ」

			　俺はフィルのほうを向き、余裕に満ちた表情を作った。

			　すると、フィルはホッと息をついた。

			「ん……それじゃあ、行ってらっしゃい」

			「ああ、行ってくる」

			　そして俺は、フィルに背を向け、仁王立ちをしているグリムと対峙した。

			「ふっ……仲間が来て、やっと私と戦う勇気が持てたか、《ビルドエラー》よ」

			　グリムは、俺が怖がって逃げていた、と勘違いしているようだな。

			　なら、その勘違いを正す必要がある。

			　もちろん、それはこの戦いのなかで、だ。

			「今回は、前回のように無様な負けはせん！　ハァッ！」

			　俺はグリムに向かって走り出した。

			　同時に、グリムは爪(つめ)を目一杯伸ばしてきた。

			　けん制か。

			　なるほど、これじゃあ、俺のダメージヒールが届く間合いにするには一苦労しそうだ。

			　グリムは、俺が謎の攻撃をしてくるのを、未然に防ごうとしているのだろう。

			　しかも、前より隙がない。

			　つまり、こいつはそれだけ俺のことを危険視している、ってことか。

			　俺の動きがいきなり速くなるのも、想定しているはずだ。原理はよくわかっていないだろうけど。

			　スピードについては、向こうに限らずこちらも十分に考(こう)慮(りよ)している。

			　今の俺相手に、もう不意をつくことはできないぞ。

			「……へぇ」

			　グリムの爪(つめ)は、５メートル以上伸びている。

			　それなのに、俺の大盾による突撃を食いとめている。

			　凄(すさ)まじい硬度だ。

			　正直、これほどのものとは思っていなかった。

			　が、この状態がいつまでも続くわけがない。

			　それに、相手の攻撃が限定されている以上、俺にダメージを与えることも不可能だ。

			　グリムは、俺が魔法を無効化する力を持っていることも重々承知しているだろう。

			　なので、奴は魔法が得意な魔族でありながら、肉弾戦を挑むしか手はない。しかも、俺が間合いに入ることを妨害しつつ、戦わなくてはならないのだ。

			　最初から勝負は目に見えていた。

			　俺はひたすら堅実に防御をして、グリムの爪(つめ)をはじく。

			「グゥ……！」

			　戦いが始まってから、10分以上経過した。

			　その間、グリムは俺に攻撃をさせる隙を見せなかった。

			　けれど、焦りのようなものが表情に出始めていた。

			　おそらく、俺の防御能力がここまで高いのは、想定外だったのだろう。

			　前回の俺は、盾(たて)による防御ではなく、異能(アビリテイ)を使ったスピード重視のヒット・アンド・アウェイ戦法で、間合いを計っていたからな。

			　今の戦術が、俺本来のスタイルなんだが、グリムにとっては初見のはずだ。

			　だからこそ、俺はグリムが心を乱して隙を見せるのを待った。

			　それに加え、何十、何百、何千という手合わせをしながらも、相手に気づかれないよう、徐々に体の位置をずらしていく。

			「…………きた」

			　――そして、ついにそのときが訪れた。

			「詰みだ、グリム」

			「!?」

			　グリムが爪(つめ)を大きく振り抜いたところを狙って、俺は最後の一歩を踏み出す。

			　ヒールが当たる間合いへ、グリムがわずかに入った。

			　それを感覚で認識した俺は、ここまでの鬱(うつ)憤(ぷん)を晴らすかのように、グリムへ向けて『エクスヒール』を無(む)詠(えい)唱(しよう)で放つ。

			　グリムのＨＰはいきなり３割ほど減り、苦(く)悶(もん)に満ちた表情を浮かべた。

			　だが、俺は攻撃の手を休めず、『ハイヒール』、『ヒール』、『ヒーリング』、そして最近新しく取得した『ハイヒーリング』を、立て続けに浴びせていく。

			　この連続攻撃によって、グリムのＨＰは合計８割ほどが削れた。

			「ガッ……はっ……」

			　いきなり大きなダメージを受けたのが効いたらしく、グリムはその場に膝をついた。

			「勝負ありだな」

			　俺はグリムを見下ろしながら言った。

			　ダメージヒールを連続で食らったグリムは、全身が激痛に苛まれていることだろう。

			　もはや、まともな戦いはできないはずだ。

			「……殺さんのか」

			「殺す理由がないからな」

			　グリムが忌(いま)々(いま)しいものを見るかのように睨(にら)みつけてくるが、俺はそれを軽く受け流す。

			　別に俺は、殺し合いがしたいわけじゃない。

			　ただ、戦えればそれでいいんだ。

			　今回は久しぶりに悪くない戦いができたように思う。

			　だから、俺はもう満足だ。

			　しばらくこんな戦いはしていなかったけど、案外俺のプレイヤースキルも、そこまで錆(さ)びてはいなかったな。

			　また、この戦いで、そのわずかな錆(さ)び付きも払(ふつ)拭(しよく)できたように感じる。

			「いい戦いだった。１対１でなら俺はいつでも戦ってやるから、出直してきな」

			　俺はスッキリした顔で言った。

			　グリムは、多少足元がおぼつかない様子だが、黙(だま)って立ち上がり、俺たちに背を向けた。

			「……今回は、貴様の勝ちということにしておいてやる。だが、次は私が勝つ。覚えておけ」

			「ああ、覚えておく。まあ、次も俺が勝つけどな」

			「……フン」

			　そしてグリムは、魔族の仲間たちがいるほうへと歩いていった。

			「ちゅ、中(ちゆう)将(じよう)……」

			「貴様たちも見ていただろう。此度は私の負けだ。素直に認めるしかあるまい」

			「で、ですが……」

			「私が負けた以上、貴様たちが束になったところで、あの男には勝てんよ。しかも、あの男の背後にはもう１人、私に匹敵しうる者がおるしな」

			「は、はぁ……」

			「だから、私たちももう帰るぞ。なんの手柄も上げられず引き返してきたのだから、魔王様からお叱りを受けるやもしれんが、まあ、仕方あるまい」

			　どうやら、グリムたちは自分たちの国に帰るようだ。

			　もし、ここで徹底抗戦とかされたら困ったことになったが、素直に引き返してくれるなら、こちらとしてはありがたい。

			「……そういえば、なんでお前は《ビルドエラー》って名前を知っていたんだ？」

			　最後に、俺はグリムにそう訊いた。

			「……とある情報筋から伝えられた、とだけ言っておこう。さらばだ」

			　が、グリムは答えをはぐらかした。

			　そして、大きなトカゲに乗って、仲間たちと一緒に、その場から去っていった。

			　グリムのその後ろ姿は、どこか哀愁めいたものを帯びていた。

		

	
		
			13　ウルズ大陸到着

			　

			　グリムが去っていくのを見送った俺は、背後で見守っていたケンゴ、セレス、フィルのところへ歩いていった。

			「やるじゃねえか、シン」

			「アースに来ても、研鑽を積んでいたようですわね」

			「お疲れ様……です」

			　ケンゴたちは微(び)笑(しよう)を浮かべて、俺を迎えてくれた。

			「相手は魔軍中(ちゆう)将(じよう)だったってのに、結局１人で倒しちまうとはな」

			「そんなことを言って……あなたには見えていたのではありませんか？　ケンゴさん？」

			「まあ、否定はしねえよ」

			　ケンゴはセレスのツッコミに軽く答えながら、顎(あご)を撫(な)でている。

			『見えていた』とは、今の戦いの結果がケンゴにはわかっていた、ということなのだろう。

			　それはつまり、異能(アビリテイ)『未来予知』をケンゴは使っていた、というわけか。

			「つか、てめえ、さっき異能(アビリテイ)使わなかったな、シン？」

			「え？　ああ、確かに使わなかったが」

			「そうか……まあ、それでも普通に勝てたんだから、別にいいか」

			「？」

			　ケンゴは今、なにを言いたかったのだろうか？

			　よくわからないな。

			「とりあえず、そろそろ街のほうに移動しようぜ」

			「そうですわね。積もる話もありますが、ここで立ち話をするより、街でのほうがゆっくりできますし」

			　俺が首を傾げていると、ケンゴとセレスは傍(そば)に待機させていた馬に飛び乗った。

			「シンさん……行こ？」

			「あ、ああ、わかった」

			　俺もガルディアに乗り、ウルズ大陸にある街クロスへ向けて、移動を開始した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウルズ大陸には、３つの大国が存在する。

			　龍人族が暮らすという山脈地帯のアースガルズ。

			　炭鉱族(ドワーフ)が多く住んでいて、希少な鉱物が多く採れるというヘルヘイム。

			　そして、人族が中心で、総人口はアース最大とされているミッドガルド。

			　始まりの町ミレイユも、ヴァルハラにもっとも近い位置にある聖堂都市クロスも、ミッドガルドの一部だ。

			　俺たちは、ミッドガルドのクロスへ、１ヶ月ほどかけて、たどり着いた。

			「これで一安心だな、フィル」

			「そう……ですね」

			　ここはもう、ウルズ大陸の街だ。

			　ということはつまり、ウルズの泉がこの街の中心にあるはずで、俺たちはそこを通じて、始まりの町へと帰れる、ということである。

			　ここまでの道のりは、それなりに長かった。

			　といっても、ミーミル大陸に飛ばされてからまだ４ヶ月程度しか経っていないわけだが。

			　本来なら、もっと時間がかかるだろう、と予想していた。

			　けど、思いのほかガルディアが足として優秀で、進むペースがかなり速かった。

			　特にヴァルハラでは、ほとんど走らせっぱなしだった（これはまあ、グリムに追いかけられたせいだけど）。

			　こいつには、無理をさせてしまったな。

			　よく頑張ってくれたよ、ホント。

			「お疲れ様、ガルディア。ここまで、よく俺たちを運んでくれたな」

			「ありがとう」

			　俺とフィルは、ガルディアに労いの言葉をかけた。

			「がるがるっ」

			　ガルディアは、いつもの締まらない声で鳴く。

			　多分、「どういたしまして」って言ってるんだろう。

			「そんで、てめえらはこれからどうすんだ？　このまま、始まりの町に戻るのか？」

			「いや、このまま２、３日、ここで観光でもしてから帰ろうかと思ってる。こいつと別れる前に、毛づくろいとかもしてやりたいしな」

			　ガルディアは、そのまま放せば獣族のもとへと勝手に帰るらしい。

			　だからといって、ここでそのまま帰したのでは、恩知らずというものだろう。

			　今日と明日くらいは、こいつに美味い肉でも食べさせ、ゆっくりくつろがせてやりたい。

			　それに、俺たちもだいぶ疲れている。

			　始まりの町に戻ってからでも休めるが、まあ、数日くらいはこの都市をブラブラしても、特に問題はないだろう。

			「そうか。それじゃあ俺が、この街のなかでも特に良い宿を紹介してやるぜ」

			「ああ、前に２人で泊まった、街の風景が見渡せるあの宿ですわね？　あそこなら、私ももう一度泊まりたいと思ってましたのよ」

			　ケンゴとセレスが、そんな会話をしている。

			　２人で、というところに、俺はちょっと気になったが、まあ、向こうからなにも言ってこないんなら、こちらからなにかを訊くこともあるまい。

			　でも、ここまでの道中で聞いた話だと、どうやら、ケンゴとセレスはかなり前から２人でアースを旅していたらしい。もしかしたら、その間にそういう仲になっていたとしても、不思議じゃあないな。

			「それじゃ、行こうぜ」

			　俺が２人の仲を邪推していると、ケンゴは街道を歩き始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　男は男同士、女は女同士で部屋をとった俺たちは、部屋のなかでまったりしていた。

			「なあなあ、それで結局、フィルとはどこまで行ったんだ？」

			　俺のほうを向くと、フィルとのことについて、ケンゴは興味津々といった感じで俺に訊いてきた。

			「…………」

			　ここまでの道中では、そんな話を振ってこなかったんだが、あのときはフィルやセレスが近くにいたから、自重してたのか。

			　……しかし、『どこまで行ったんだ？』ときたか。

			　もちろん、俺とフィルの関係についてを訊いているんだろう。

			『ミーミル大陸まで行きました』とか、そういうボケはしない。

			「どこまでもなにも、俺とフィルは、今まで通りの関係だぞ？」

			「しらばっくれるなよ、色男。ここ最近のてめえらを見てたけどよ、どう見ても、ありゃあ付き合ってる奴ら同士の距離感だったぜ？」

			「…………」

			　距離感、か。

			　まあ確かに、ガルディアの背中に２人で乗るときは、俺がフィルを包み込むようにして乗っていた。寝るときも、フィルは俺の隣で寝ていた。

			　乗り方については、ガルディアがより速く移動できるよう模索した結果そうなっただけで、隣で寝るというのも、周囲に危険があったらすぐ動けるようにするためだった。

			　なので、俺とフィルの物理的な距離感が近いのは仕方がなかった、という部分がある。

			　というようなことを、俺はケンゴに説明した。

			「ふーん」

			　ケンゴは口角を吊り上げて、俺の目を見てきた。

			　ふーん、て。

			　なんだよ。

			　俺の説明に、どこかおかしなところでもあったかよ。

			「それにしちゃあ、フィルがてめえに向ける目は、やけに熱っぽかった気がすんだが？」

			　……なかなか、良い目をしていらっしゃるようだ。

			「クールを気取ってんのか、あんまそういうこと話さねえけどよ、俺たちにくらいは、本当のことを話してくれてもいいんだぜ？　別に、高校生なら中学生とズッコンバッコンしてても、俺は気にしねえよ？」

			「いや、そこまではしてないからな」

			「そこまでは、ねえ。んじゃ、どこまでやったんだ？　Ａか？　Ｂか？」

			「…………」

			　答えづらい質問をしてくれるなぁ……。

			　Ａ（キス）はない。

			　けど、Ｂ（触りあい）はちょっと引っかかるから、ないと断言しきれない。

			「ケンゴ、何度も言うが、俺とフィルはそういう関係じゃない。勘違いするなよ」

			「本当かねえ。まあ、１００歩譲ってそうだったとしてもよ、フィルがてめえに気があるのは確実だよな？」

			「…………」

			「その様子だと、コクられてはいそうだな」

			「う……」

			　やっぱり俺って、思ってることが顔に出やすいのだろうか……？

			　今度、自分の表情とか研究してみよう。

			「で？　てめえのほうも、満更でもないって感じなんだろ？」

			「……もしそうだとしたら、どうなんだよ？」

			「だとしたら、もう付き合っちまってもいいと思うんだけどな」

			「へえ……」

			　どうやらケンゴは、俺とフィルをくっつけたいらしい。

			　でも、そんなことをこいつに言われたからという理由で、くっつきたくはないな。

			「というかだ、なんで俺たちをそんなにくっつけたがるんだよ。俺とフィルが付き合ってなくったって、ケンゴに不利益があるわけじゃないだろ」

			「ん？　まあ、俺にメリットはねえよ？　でも、俺はお似合いだと思うんだよな、てめえら２人はさ」

			「お似合い？」

			　俺が訊き返すと、ケンゴは「そうさ」と言って、軽く笑った。

			「だって、てめえもフィルも滅茶苦茶奥手そうなんだもんよ。てめえら２人は、恋愛経験とか皆無と見たぜ」

			「……もし違ってたら？」

			「違わねえな。てめえは、もうちょっと得意分野以外でのブラフとかポーカーフェイスを学んだほうがいいぜ」

			　……くそっ、また顔に出ていたのか。

			　どうも俺は、苦手なところを突かれると脆い面がある。

			　今までゲームばっかりしてて、恋愛とかそういうのはからっきしだったせいか。

			　こういう話をしているとき、どんな顔をしていればいいのか、わからなくなるんだよな。

			「奥手同士なら、一度くっつけば、そうそう別れることもねえだろ。それに、相手はそれなりに気心の知れた可愛(かわい)い子だ……おっと、俺みたいないい年した大人が『可愛(かわい)い』なんて言うと問題視されちまうな」

			　ケンゴはそう言って、苦笑いを浮かべた。

			　まあ、確かにケンゴは、もう成人した大人だ。

			　中学生に『可愛(かわい)い』とか言っちゃうと、お巡りさんを呼ばれかねない。

			　大人になると、この程度の発言でさえも慎重さが求められるとは。

			　メンドウな社会だな。

			「……とりあえず、ケンゴにとやかく言われずとも、フィルのことはちゃんと考えてるから」

			「そうなのか？」

			「そうなんだよ。だから、これ以上は俺たちの関係に、なにも口出しするな」

			「へいへい」

			　俺が無理やり話を終わりにすると、ケンゴはベッドの上にゴロンと寝転がった。

			「じゃあ、俺はしばらく昼寝してっからよ、てめえはフィルでも連れて、街ン中でも散歩してきな」

			「なんでだよ」

			「羽を伸ばして遊んでこいって言ってんだよ。そのために、この街に残ってんだろ？」

			「…………」

			　羽を伸ばしてこい、か。

			　言われずともそうするつもりだった。

			　だから俺は、ケンゴにそれ以上はなにも言い返さず、フィルたちがいる部屋のほうへと足を向けた。

			「なんだったら、別の宿に泊まったっていいぞ。セレスには俺のほうから言っとくから」

			「うるせえ。夕方には帰ってくるから、夕食は待ってろ」

			　背後から聞こえてくる茶化すような言葉に返事をすると、俺は男２人のむさい部屋を出た。

			「でも、フィルと２人でか……」

			　フィルとセレスが泊まっている部屋へ向かって歩きながら、俺はケンゴとの話を思い出し、呟(つぶや)いた。

			「２人で街のなかをブラブラするとか……デートかよ」

			　フィルを街へ連れていくというのは、いわゆるデートというものになるのではないかと思い、俺の頬(ほほ)がわずかに熱くなった。

			　フィルと２人で行動するということは、これまでにも多くあった。

			　というよりも、ここ数ヶ月は、フィルと２人っきりでいることなど、日常茶飯事だった。

			　だから、ここでフィルと一緒に街のなかを歩くのは、別になにもおかしくない。

			　……でも、なんの目的もなく２人で散歩するというようなことは、今までなかった。

			　外を歩く際は、毎回、なにかしらの理由があってのことだった。

			　なので、捉(とら)え方によっては、これは俺にとって、初デートなのではないだろうか？

			　フィルのほうも、俺と同じように考えるかもしれない。

			「……なんか、緊張してきたな」

			　そう考えると、フィルを誘うかどうか、迷ってしまう。

			　このまま、ノープランでフィルを誘っていいものなのか？

			　なにか下調べをしてから、誘ったほうがいいのではないだろうか？

			　……待て待て。

			　俺たちの今の関係は、あくまでも友達だ。

			　これからどうなるかはわからないが、今はまだ友達なのだ。

			　友達を遊びに誘うのに、こんな緊張してどうする。

			　冷静になれ、俺。

			「……よし」

			　俺は動揺を抑えると、フィルたちのいる部屋の扉を開いた。

			　……あ、ノックし忘れた。

			「はー、やっぱり焼いてあるお肉も美味しいなー、うまうま」

			「…………」

			　なぜか鍵がかかっていなかった扉を開いた俺は、目の前の光景を見て、フリーズした。

			「あ」

			　部屋のなかには、美味しそうに焼かれたどでかい肉を、両手で掴(つか)んでガツガツと食べている――全裸の少女がいた。

			　その少女は、健康的な小麦色の肌と茶色い髪で、頭には獣族特有の獣っぽい耳、お尻には尻尾(しつぽ)が生えていた。
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			　こんな子、俺は知らない。

			　もしかして、部屋を間違えたとかか？

			　だとしたら……非常にまずい。

			「……は、はろー？」

			　なぜか俺は全裸姿で肉をほおばる少女に、カタコトの挨拶をしていた。

			「ぎゃー！　ばれたー！」

			「!!」

			　少女は突然叫んで、立ち上がった。

			「ぎゃうっ――ごえっ!?」

			　そして、少女は自分の尻尾(しつぽ)を踏みつけて、バランスを崩し……その場に倒れて後頭部を床に強く打ちつけた。

			「きゅぅ……」

			「…………」

			　……少女はそのまま、可愛(かわい)らしい声を出して、気絶してしまった。

			「ええー……」

			　俺は、こちらに向けてカエルがひっくり返ったような姿を晒(さら)している素っ裸の少女の痴態を、ただ呆然と眺めていた。

		

	
		
			14　ガルディア

			　

			　目の前に、裸の女の子がいた。

			　裸の女の子が、気絶していた。

			　裸の女の子が、いろいろな意味でやっちゃいけないポーズをした状態で、気絶していた。

			　……とてつもなく、ヤバイです。

			　こんなところを誰かに見られたら、あらぬ誤解を抱かれかねない。

			　少女の裸体にドギマギしつつも、それ以上に冷静であった俺の脳は、警鐘を鳴らしていた。

			　早く、この状況をなんとかしないと……。

			「お、おい……大丈夫か……？」

			　俺は獣族の少女に声をかけた。

			「…………」

			　しかし、少女はなにも答えない。

			　どうやら、本当に気絶しているようだ。

			「というか、なんで裸なんだ……」

			　周囲を見渡したが、そこに少女の服らしきものは発見できない。

			　だとしたら、この子はもともとなにも着ていなかった、ということなのか？

			　いや、そんなはずはないだろう。

			「……起こすか」

			　なにはともあれ、ひとまず、安否を確かめるべきだろう。

			　俺はソロリソロリと少女に近づいた。

			　だけど、本当にヤバイ。

			　背格好的には、おそらくフィルより年下だ。

			　でも、そのわりには大きいな。

			　もしかしたら、フィルよりあるんじゃないだろうか。

			　……いや、なにが大きいってわけじゃないけど。

			　俺、全然見てないし。

			　やむを得ず見ちゃったかもしれないけど、俺、全然見てないし。

			「おーい……おきろー……」

			「…………」

			　少女の傍(そば)にやってきた俺は、とりあえず彼女の頬(ほほ)を軽く叩いてみた。

			　けれど、少女が目を覚ます気配はない。

			「……仕方ない」

			　俺は、自分が身に付けていた死霊の首輪を外して、少女に付けることにした。

			　ただの気絶だと思うから、キュアとエクスヒールを使えば、多分治る。

			　今の俺は死霊のブーツと死霊の腕輪しか装備していないから、エクスヒールも大した効果は出ないだろうけど、１回試してみて、ダメそうだったら盾(たて)の力も借りてみよう。

			　そう思って、俺はアンデッド属性を付与するべく、裸の少女に禍々しい首輪を装着した。

			　……凄(すご)く、犯罪くさいです。

			　ヤバイヤバイヤバイ。

			　裸の女の子に首輪をつけるとか、絵的に最悪だ。

			　今の俺は、冷静なようでいて、全然冷静じゃなかった。

			　しかし、ここまできたら早く回復魔法をかけて起こそう。

			　誰かが、こんな場面を目撃しないうちに――。

			「な……なにをやってますの……シン……」

			「し、シンさん……」

			「…………」

			　……セレスとフィルが扉を開け、俺を見て硬直していた。

			「違うんだ」

			「……なにが違うんですの？」

			「俺はなにもやってない」

			「その首輪、シンのですわよね？」

			「それでも俺はやってない」

			　厳しい状況証拠が残っているなかで、俺は必死に無罪を主張した。

			　しかし、俺へ向けられる視線は微妙なものだった。

			「だ、大丈夫……お、オレはシンさんがそ、そんなことする人じゃないって……し、信じてるから……」

			　特に、フィルは明らかに狼狽している。

			　彼女も俺同様、今の状況をよく呑み込めていないようだ。

			「……それで、シンはこの子をどこで拾ってきましたの？　この街では、奴隷廃止運動が活発なはずですが」

			「いやいやいや、セレスさん。この子は拾ってきたわけでも奴隷だったわけでもないですよ。いや、奴隷かどうかは知らないけど、俺が拾ってきたわけじゃないですよ」

			　セレスの問い詰めるような口調に、俺は思わず敬語で答えた。

			　ここは、選択肢を間違えてはならない。

			　もし選択肢を間違えたら、ゲームオーバーだ。地球における俺の立場的に考えて。

			「……というか、この子は最初からここにいたんですよ。この子を知っているとするなら、お前たちじゃないんですか？」

			「？　どういうことです？　先ほどまで、この部屋にはガルディアだけがいたはずですのに」

			「なに？　ガルディアが？」

			　そういえば、ガルディアもメスということで、女性部屋のほうに行ってたんだった。

			　でも、見たところ、あいつは部屋のなかにいないな。

			　どこいったんだ？

			「うぐぅ……」

			　と、そこで全裸の少女が、謎の言葉を発して薄く目を開けた。

			　どうやら、回復魔法を使うまでもなかったようだな。

			「はれ？　……あ、がるがるっ！」

			　俺たちの視線に気づいたらしき少女は、寝ぼけ眼をシャキッとさせて、どうにもしまらない鳴き声を発した。

			　その鳴き声は、ガルディアのものと同じだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あー……自己紹介が遅れました。私はガルディア・スフィンシス。ガルガンド・スフィンシスの娘です」

			　自分のことをガルディアと名乗る獣族の少女に服を着せたあと、俺たち５人はお話をすることにした。

			　５人というのは、俺、フィル、ケンゴ、セレス、そしてガルディアのことだ。

			「ガルガンド？　ていうと、嬢ちゃんは獣(じゆう)王(おう)の娘、ってことになるのか？」

			「あ、はい、そです。パパンは今、獣(じゆう)王(おう)とかやってます」

			「へえ……」

			　ケンゴの質問に、ガルディア（？）は物凄(すご)く軽い調子で答えた。

			　パパンて。

			　いやまあ……別にいいけどさ。

			「……で？　なんでお前は、今まで喋(しやべ)れたり人の姿になれることを隠して、俺たちの旅に同行してたんだ？」

			　俺は訝(いぶか)しむような目で、ガルディアに問いかけた。

			「それは……実のところ、パパンからご主人様たちの情報を集めてくるよう言われまして……」

			「ご主人様？」

			「シンさんのことです！　がるがるっ！」

			「…………」

			　俺たちのことを『ご主人様たち』と言い放つガルディアの表情は、とても明るい。

			　なんというか、温度差が激しい。

			　一応、これは尋問なんだが。

			「俺のことはシンと呼べ。ご主人様とか呼ぶな」

			「そうはいきませんよ！　私は今、ご主人様の所有物なんですから！」

			　なんか……頭が痛くなってきた……。

			「……あっそ。それで、俺たちのことを調べていたというのは、どうしてだ？」

			　俺はツッコむのをやめ、今訊くべきことについてのみ、ガルディアに訊ねることにした。

			「ええっと……ご主人様の力がどれほどのものであるか、それは獣族の脅(きよう)威(い)になりうるか、そういったことをパパンは気にしておりまして」

			「……なるほどな」

			　あの獣(じゆう)王(おう)も、ただのいい人、というわけではなかったようだ。

			　戦場で暴れた、身元不明の俺たちのことを調べておく慎重さも持っていた、ということか。

			「すると、お前はすでに、十分な情報を得ていることになるな」

			　ガルディアはこれまでずっと、俺たちのすぐ傍(そば)にいた。

			　だから、俺たちの会話を盗み聞きし、俺の力についても把(は)握(あく)できたことだろう。

			「いやーそれが、ご主人様たちの言ってることは難しくて、よくわかりませんでした！」

			「…………」

			　この子は、もしかしてアホなんじゃないだろうか？

			　動物としてみれば賢いほうだけど、人として見たら、微妙に残念としか言いようがない。

			　それなりに慎重であることはわかったが、こんな子を諜報役として任命したのはどうなんだ、獣(じゆう)王(おう)様よ。

			　この子が嘘(うそ)をついている可能性もある。

			　けど、さっきまでの珍行動を見た感じでは、そうは見えない。

			「でも、こうしてご主人様たちに極秘任務がバレてしまった以上は、仕方がありません！」

			　俺がそんなことを考えていると、ガルディアは元気よく声を張り上げた。

			「ご主人様！　私をこのまましばらくお供させてください！」

			「は？　どうしてだよ」

			「パパンからは、ご主人様たちに任務がバレたら、ご主人様を婿養子にでもして連れてこい、と言われました！」

			「ぶっ!?」

			　ガルディアの言動に、俺は噴き出した。

			　婿養子とか……話が一気にぶっ飛んだぞ。

			「……待て待て、どういう理屈だ、それは。というか、お前は獣(じゆう)王(おう)の娘なんだろう？　そんな適当に結婚相手を決めて、いいのかよ」

			「婿の件については、特に問題ないと思いますよ。パパンも、強い男が婿にくるのなら、別種族だろうが気にしないですし」

			「おいおい……」

			　獣族には、弱肉強食というルールが他の種族より根強く存在しているらしい。だから、強さに重きを置く傾向がある。

			　しかし、そのせいで他種族から婿をとることを受け入れることに抵抗がないとはな。

			「それで、俺を身内に引き込めば、今回の件も有耶無耶にできるっていう理屈か？」

			「その通りです！　なかなか察しがよくて、助かりますね！」

			「さいですか……」

			　とりあえず、これでガルディアの目的はだいたいわかった。

			　ガルディアは極秘裏に俺たちの力を調べ、それがバレてしまったら、どうにか身内に引き込むよう獣(じゆう)王(おう)から命令されていた、というわけか。

			「それにしても、ガルディアちゃんは『獣化』ができるんですのね。私としては、そこが一番驚きでしたわ」

			「あ、はい！　だからこそ、私がこの任務を負っていたのです！」

			　セレスが口にした『獣化』という言葉に、俺は引っかかった。

			「『獣化』？」

			「『獣化』というのは、その名の通り、獣と化す技能(スキル)のことですわ。現在その使い手は数えるほどしかいない、とも聞きますが」

			　俺が首を傾げていると、セレスが補足説明をしてくれた。

			　つまりガルディアは、その希少なスキルの使い手ということか。

			　にしても、獣のガルディアと今、目の前にいる少女のガルディアでは、体重とか結構違いそうなんだが。

			　まあ、この辺りのツッコミはするだけ無駄になりそうだから、言わないでおこう。

			「なんにせよだ。これからこの子をどう扱(あつか)う？　てめえが決めろ、シン」

			　もう話はだいたい終わったと言わんばかりに、ケンゴが投げやりに言った。

			「俺が？」

			「そうだよ。一応、この子は今てめえの所有物ってことになってんだろ？　だったら、てめえが決めるのが筋ってモンだろ、ご主人様」

			「…………」

			　なんかこいつ、この状況をちょっと面白がってないか？

			　俺がどうしようが、ケンゴの不利益にはならないから、そんな余裕面なんだろうな。

			　しかし、どうする？

			　ここでガルディアを野放しにして、いいものか。

			　彼女は、俺の力がまだよくわからない、と言っていたが、それも本当だという保証はない。

			　もしかしたら、俺の抱える弱点について、ちゃんと把(は)握(あく)している可能性もありうる。

			　その場合、ガルディアを素直に獣族へ帰すと、俺は獣(じゆう)王(おう)らに弱点を知られることになるな。

			　別に、あいつらと敵対しているわけではないのだから、弱点を知られるくらい構わない、と思ってもいい。

			　が、できることなら、俺の弱点に関する情報が広まることは避けたい。

			　というか、そもそもガルディアは、どうもここで別れる気はないようだ。

			　だったら、彼女が獣族たちの国に戻るまでに友好関係を築いて、あまり俺の情報を口外しないよう頼み込む、ということも、できなくはない。　

			　無論婿養子なんてのは、もってのほかだ。

			　しかし……。

			「……ガルディア。俺とフィルは、しばらくしたらミレイユの町に戻る。だから、ここでお別れするのは確定だ」

			　俺たちは泉を経由して、始まりの町ミレイユに飛ぶ。

			　が、アース人であるガルディアは、それができない。

			　なので、どう頑張ろうと、ガルディアとはここでお別れ、ということになる。

			「いや、案外そういうわけでもねえぜ。『アイテムボックス』に嬢ちゃんをぶちこんじまえば、そういった制約も突破できるんだぜ」

			　と思っていたら、ケンゴがそんな裏技を口にした。

			　アイテムボックス、凄(すご)いな。

			　そんな応用もできてしまうとは、知らなかった。

			　ちょっと考えれば、確かにその発想にいきつく。でも俺には、アース人をアイテムボックスで運ぶ、という発想自体がなかった。

			「この利点を生かして、人や物資を始まりの町に輸送する地球人(プレイヤー)もいますよ」

			「……なに、そうなのか？」

			「ええ。今ではその業務も、地球人(プレイヤー)の経済活動の一環として、アース人の皆様に認知されていますわ」

			　そうだったのか。

			　何気にいろいろやってるんだな。地球人(プレイヤー)って。

			「……なら、一緒に来るか？」

			　俺はガルディアのほうを向いて、そう訊ねた。

			　俺たちについて来れるというのであれば、連れていったほうがいい気がする。

			　獣であったときのガルディアは、頼りがいがある強者の風格があった。

			　だが、人である今のガルディアは、どう見ても子どもだ。

			　１人でちゃんと獣族のところへ帰れるのか、少し不安になってきた。

			　見た目はフィルより幼いし、知らない人に話しかけられても、『おかしをあげるよ』とか言われたら、尻尾(しつぽ)を振ってついていきそうなんだよな。

			　まあ、この子の場合は、おかしじゃなくて肉で釣れそうだが。

			「わーい！　ありがとうございます、ご主人様！」

			「だから、ご主人様はやめてくれ」

			　ガルディアは『ご主人様』と言いながら、抱きついてきた。

			　できれば、そういうことをフィルの前でしないでほしいし、言わないでほしいな。

			　悪影響を与えかねないから。

			　こうして、俺たちの足役兼癒(いや)し役だったガルディアは、まだしばらく行動をともにすることとなった。

			　この子が人の姿になれる（というか、こっちが元の姿か）と知ったときは、どうしようかと思ったけど、どうにか丸く収まりそうで、よかったよかった。

			　でも、ガルディアって、ずっと俺たちの傍(そば)にいたんだよな。

			　…………。

			「なんでいきなり顔を赤くしてるんですか、ご主人様！」

			「なんでもねえよ……チクショウ」

			　今までの旅のなかでしてきた、ガルディアに見られた恥ずかしいアレコレを思い出して、俺は赤面するしかなった。

		

	
		
			15　フィルといっしょ

			　

			　ガルディアが人の姿になったことに、俺たちは大いに驚いた。

			　けれど、今後のことも含めての話し合いを終えたころには、この子も俺たちの仲間なのだと思えるようになった（赤面必死のモニャモニャした感情が渦巻いたりもしたけど）。

			「そういえば、シンはどのような用件で私たちの部屋を訪れたのでしょう？」

			「あ」

			　そんなこんなを終えたころ、俺はこの部屋へ来た当初の目的をようやく思い出した。

			　セレスたちの部屋を訪れた理由。

			　それは、フィルをデ……遊びに誘うためだった。

			　ガルディアの件で時間を食ったけど、まだ昼をすぎて間もないころだ。

			　夕日が沈むまで、十分時間はある。

			「ええっと……フィルにちょっと用事があったんだ」

			「……オレに？」

			「ああ」

			　フィルは可愛(かわい)らしく首を傾げている。

			　そんな彼女に、俺は人差し指で頬(ほほ)をかきつつ、できるだけ軽い調子で言った。

			「これから……あー……そのー……散歩にでも出かけないか？」

			「……散歩？」

			「そ、そうだ、散歩だ、散歩」

			　いかん。

			　遊びにいこうって言うつもりだったのに、遠回りな言葉をチョイスしてしまった。

			　俺のいくじなしっ！

			「オレと散歩……ん……いい……ですよ」

			　フィルはそこで、頬(ほほ)を赤らめた。

			　もしかしたら、彼女は俺が緊張していることを察したのかもしれない。

			　やだ……そう思うと、凄(すご)く恥ずかしい……。

			　……って、なに考えてんだ、俺。

			　男なら、もっと堂々としてろってんだ。

			「散歩！　なら私もいきたい！」

			　と思っていたら、俺たちの会話を横で聞いていたガルディアがそう言って、尻尾(しつぽ)をパタパタさせた。

			　しまった。

			　この場でフィルを誘うべきではなかったか。

			　まあ……フィルと２人っきりじゃなくても、別にいいんだけど。

			「てめえは俺らと散歩しような」

			「えー！　なんでー！」

			「そりゃあ、シンとフィルの邪魔にならねえようにだよ」

			「そっかー！」

			　いや、『そっかー！』ってなんだよ！

			　それで納得するのかよ！

			「お、俺は別に、ガルディアが一緒でも――」

			「んじゃ、ここらで俺らは別行動っつーわけで、ほら、行くぞ、セレス、ガルディア」

			「ふふっ、そうですわね」

			「わーい！　おっさんっぽおっさんっぽー！」

			　ケンゴたちは俺の話を最後まで聞かず、足早に部屋を去っていった。

			　そして、部屋のなかには俺とフィルが取り残された。

			「オレたちも……行き……ます？」

			「……そうだな」

			　ここでウジウジしてても男を下げるだけ、か。

			　ちょっと遊ばれてる気がするけど、一応、ケンゴたちが気を利かせてくれたんだ。

			　フィルと２人で行こう。

			　そう思った俺は、フィルと一緒に、街へと繰り出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺とフィルは今、街を歩いている。

			　散歩なのだから、ただなんとなく歩くのでも正解だろう。

			　でも、フィルと２人っきりで目的もなく歩くというのは、やっぱりちょっと、いつもと違う気がする。

			　なんというか、隣を歩くフィルが、妙に気になるというか……。

			「…………」

			「…………」

			　宿を出てから、俺たちはずっと無言のままだ。

			　街の景色を見ながら、ただ黙(もく)々(もく)と足を動かしている。

			　この沈黙は、多分、俺たちが互いを意識しているからなのかもしれない。

			　どうしよう。
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			　こういうときは、男かつ年上の俺がポップでイカス面白トークをかまして、フィルを楽しませられればいいんだが……うまい言葉が出てこない。

			　いつもなら、もっとすんなり喋(しやべ)れるのに……やっぱ緊張してんのかな、俺。

			　沈黙が苦痛ってわけじゃないんだが、フィルに『なにこの人、つまらない男！』みたいに思われたくはない。彼女はそんなことを言う子じゃないだろうけど。

			　とにかく、このままなにも喋(しやべ)ることなく宿に帰るわけにもいくまい。

			　いけ、俺！

			　なんでもいいから、とにかくこの沈黙を破――。

			「今日は……天気がいい……ですね」

			　俺が内心で焦っているのを察したのか、フィルのほうから俺に話しかけてきた。

			「ん、あ、そ、そうだな！　いい天気だな！」

			　気を使わせちゃったかもしれないな。

			　なさけないぞ、俺。

			「こんなに天気がいいなら、絶好のお散歩日和……です」

			「た、確かに」

			　今日は天候は晴れで、暑くもなく寒くもない。

			　太陽の日差しがほどほどに暖かく感じて、非常に過ごしやすい日だ。

			　……そんな感想を抱いている場合じゃないな。

			　せっかくフィルが話題を提供してくれてるんだ。

			　もっとナイスな返しをしないと――。

			「あの……シンさん……」

			「え、あ、な、なんだ？　フィル？」

			「オレとは、いつも通りの接し方で大丈夫……ですよ？」

			「うぐ……」

			　やっぱり気を使わせてしまっていたようだ。

			　なにやってんだ。俺のバカバカバカ！

			「ふぅ…………そうだな。さっきまでの俺は、らしくなかった。ゴメンな、フィル」

			　一度深呼吸をして、俺はフィルに謝罪した。

			　変に意識して、おかしな空気にしてしまったのでは、それこそフィルに悪い。

			　どうせ、俺にはカッコつけなんて無理なんだ。

			　ここからは自然体でいこう。

			「さて……それじゃ、どこに行こうか。フィルは行ってみたい場所とかあるか？」

			　無理に、フィルをエスコートしようなんて考えるな。

			　今日は普通に友達と遊ぶ感覚でいこう。

			　もともと、そんな感じでいくつもりだったはずなんだけどな。

			「ん、んー……それじゃあ、劇場に行って……みませんか？」

			「劇場？」

			「セレスさんが、『この街を散策するつもりなら、行ってみなさい』……って」

			　セレスがか。

			　それなら、行ってみるのもいいな。

			　これがケンゴのオススメであったなら、なにか裏を考えてしまうところだけど、セレスの案なら問題あるまい。

			「劇場の場所は教えてもらったか？」

			「ん……こっち……です」

			　そうして俺は、フィルの案内のもと、聖堂都市クロス名物の１つであるという『大劇場』へと行くことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「結構面白かったな」

			「ん、そう……ですね」

			　俺たちは大劇場に到着し、そこで行われた演劇を鑑賞した。

			　その演劇の内容は、『突如現れた恐怖の大王「死(し)霊(りよう)王(おう)」を倒し、人々から畏怖と敬意を込めて「法王」と呼ばれるようになった１人の聖職者の物語』だった。

			　劇の内容は、過去に起こった人族の歴史を再現しているらしい。

			　けど、その劇の内容が本当に史実に沿っているかは、俺たちからしてみれば疑問だった。

			　劇で出てきた死(し)霊(りよう)王(おう)というのは、多分クレールのことだ。

			　死(し)霊(りよう)王(おう)と法王が過去に一度ドンパチしたというのは、以前に精霊王から聞いたことがある。

			　この辺については、史実通りなのだろう。

			　でも、死(し)霊(りよう)王(おう)の所業については誇(こ)張(ちよう)が入っていると、俺は思った。

			　なんでも、死(し)霊(りよう)王(おう)は人の恐怖する声を好み、その声をあげさせるためならどんな悪辣非道なこともやってのけた、とのことだが、クレールが非道なことを好き好んでするかと言われると、首を傾げる。

			　人を驚かすくらいのことは日常的に行っていたっぽいが、それくらいだ。

			　……とまあ、そういった齟齬に目をつぶりさえすれば、なかなか面白い劇と言えた。

			　役者の演技が上手かったり、魔法による光の演出がバンバン飛び交ってたりで、劇の完成度が高かったから、面白いと思えたのだろう。

			　ただ単に、俺たちがこういった舞台劇を見ることに慣れてないから、新鮮に感じた、ってこともあるかもしれないけど。

			「クレールさん役の人、凄(すご)く美人……でしたね」

			「そうだな」

			　でも、本物には負ける。

			　勝っていると断言できるのは、身長と迫力か。

			　死(し)霊(りよう)王(おう)役の女性は、20歳くらいの高身長なスレンダー美人で、かなり強い口調で演技をしていた。

			　法王役である主役の美青年の次に、目立っていた。

			「……シンさんは、ああいう人が好み……ですか？」

			「へ？」

			　フィルが変なことを訊ねてきた。

			　好みかと訊かれてもな……。

			　そういうことは、フィル的には気になるのだろうか？

			「いや、確かに美人だと思ったけど、好みかと言われると、そうじゃないな」

			　お姉さんキャラは俺の趣味じゃない。

			　美人だなと思うことはあっても、それ以上の感情はないな。

			「じゃ、じゃあシンさんは、どんな女性が好み……でしょうか？」

			「俺は、いもう……ゴホゴホ……あー……守りがいのあるような子……かな？」

			　妹萌(も)えとか口走りそうになったが、すんでのところで思いとどまれた。

			　フィルが抱く俺へのイメージは、なるべくイイ感じにしておきたい。

			　どんなイメージを持たれているのか、ちょっと怪しいけど。

			「守りがいのあるような子……ですか？」

			「そ、そうそう、ちょうどフィルみたいな……って」

			「……!!」

			　焦っていた俺がさらに口走ると、フィルは顔を赤面させ始めた。

			　いかん。なに言ってんだ、俺は。

			　これじゃあ俺が「フィルのような子が好みです」って言ってるようなもんじゃないか。

			「し、シンさんでも、そういう冗談を言うん……ですね」

			　と思っていたら、どうやらフィルは、俺が冗談を言っていると判断したようだった。

			　でも、顔は真っ赤だし、手をせわしなくモジモジさせている。

			　多分、『もしかしたら』という可能性を期待しているのかもしれないな。

			　だとしたら……どうするか。

			　フィルのことは好きだと思う。

			　もう、このまま勢いで、「冗談なんかじゃないよ」とか言ってしまおうか。

			「……あっ、し、シンさん。あっちで屋台が出て……ますよ！　行ってみ……ましょう！」

			　俺が悩んでいると、フィルはそう言って、路地で販売している食べ物屋のほうへと走っていった。

			　……今はまだ、焦って答えを出さないほうがいいか。

			　サクヤやクレールのこともある。この件については始まりの町に帰ってからだな。

			「どんなものが売ってるんだ？」

			　俺はフィルの傍(そば)まで駆け寄り、彼女が見ている出店のほうを見た。

			　そこには甘い匂いを漂わせた王道スイーツ――クレープを焼いている鉄板があった。

			　こんなところにクレープがあるとは。

			　元からアースにあったのか、はたまた、地球人(プレイヤー)が作り方を教えたのか。

			　どっちなのかはわからない。けど、包装紙とかもちゃんとしているところを見るに、おそらくは地球人(プレイヤー)の手が加わってるな。

			　というか、その出店の店員さんが地球人(プレイヤー)だ。趣味かなにかで店をやってるのだろうか。

			　なんにせよ、その人が目の前で作っているクレープは、とても美味しそうに見える。

			「食べたいか？　フィル」

			「ん……そう……ですね」

			「そっか。じゃあ買おう」

			　俺は店員の地球人(プレイヤー)に、２人分のクレープを注文した。

			　選んだのは、数種類の果物が包まれたフルーツクレープと、チョコやクリームを包んだチョコクレープの２つだ。

			　フルーツクレープはフィル用で、チョコクレープは俺用だな。

			　どちらも美味しそうだ。

			　俺たちはクレープにかじりついた。

			「……美味いな」

			「ん……美味しい……です」

			　口のなかにチョコとクリームの甘さが広がっていく。しかも、それにクレープの温かな生地が絶妙にマッチするものだから、つい口元がほころんでしまう。

			　フィルのほうも美味しいようで、満面の笑みを浮かべていた。

			　この笑顔を見られただけでも、買ってよかったと思えるな。

			「……シンさんのも……美味しそう……ですね？」

			「ん？」

			　なんだ。

			　フィルはチョコクレープのほうも食べてみたいと思ってるのか？

			　まあ、育ち盛りなんだから、クレープのおかわりくらい、別にいいだろう。

			　今ある分を食べ終えたら、もう１回注文しようか。

			「できれば……その……ひとくち、ちょうだいしてもいい……でしょうか……？」

			　と思っていたら、フィルは予想外のお願いをしてきた。

			　これは……つまり、俺が持っているチョコクレープを食べたい、ということか。

			　でも、いいのか？

			　俺の食べかけだぞ、このチョコクレープ。

			「も、もちろん、シンさんがだめっていうなら……諦めますが……」

			「い、いや、構わないぞ。ほら、好きなだけ食え」

			　まあ……いっか。

			　別に俺は、潔癖症ってわけじゃないしな。

			　中学時代は（ぼっちだったせいで）やらなかったけど、小学生時代は友達と飲み物を回し飲みとかしてたし。

			　その延長線上にあるものだと思えば、全然問題ない。

			「で、では……いただきます……」

			「…………」

			　しかし……これはちょっと、間接キス的なものを意識してしまう。

			　相手がフィルだから、そんなことを考えてしまうのだろうか。

			「はむ…………ん……こっちも……凄(すご)く美味しい……です……」

			「そ、そっか……それならよかった……」

			　フィルは俺のチョコクレープを一口かじると、はにかむような笑顔をこちらに向けてきた。

			　あ、なんか……凄(すご)く可愛(かわい)く見えてきた。

			　もともと可愛(かわい)いとは思っていたけど、今日のフィルは３割増しで可愛(かわい)く感じる。

			「ど、どうし……ましたか？」

			「へ？　あ……な、なんでもない。なんでもないぞ」

			「そ、そう……ですか」

			　可愛(かわい)らしく首を傾げるフィルに、俺は必死に「なんでもない」と言って、両手をブンブンと振った。

			「あ」

			　その拍子に、チョコクレープが俺の手からすっぽ抜け、地面にベチャリと落っこちた。

			　……なにやってんだろ、俺。

			　ちょっとテンパりすぎだ。

			「……ふふっ、なんか今日のシンさん、面白い……ですね」

			　面白いって……。

			　まあ……フィルが面白がってくれてるなら、それでいいか。

			　そう思いながら、俺は地面に落ちたチョコクレープを拾って、出店の人に新しいクレープを注文しにいった。

		

	
		
			16　閑話～ガルディアといっしょ

			　

			　シンとフィルがクレープを食べながら街中を歩いている。

			　そんな様子をケンゴ、セレス、ガルディアの３人は、遠く離れたところから見ていた。

			「ぐおおぉぉぉ……なんだあの甘々な空間はぁぁぁ……」

			　見晴らしの良い場所にあるカフェテラスに陣取り、ケンゴは私物の望遠鏡でシンたちを見ながら身(み)悶(もだ)えていた。

			「嫉妬でもしているのですか？　ケンゴさん」

			　ケンゴについてきたセレスが訊ねた。

			「いや……そういうわけじゃねえけどよ……つい、なんだあれって思ってな。セレスもそう思わねえか？」

			「私は微(ほほ)笑(え)ましいと思っていますよ」

			「そうかよ。まあ、微(ほほ)笑(え)ましいっちゃあ微(ほほ)笑(え)ましいわな」

			　ケンゴはそう言うと、再びシンたちのほうへと視線を向けた。

			「それで、私たちはいつまであの子たちを覗き見ているのでしょう？　人のデートを盗み見るのは、あまり良い趣味ではないように思いますが」

			　セレスは、カフェの店員から受け取ったハーブティーを口に運びながら言った。

			「……そだな。あの調子なら、俺らがフォローする必要もねえか」

			　ケンゴはセレスに頷き、シンたちから視線を戻した。

			「どうしても気になるのでしたら、異能(アビリテイ)を使用すればいいのではないですか？」

			「今日は夜になるまで使えねえんだ。それに、こんなことで使う気になれねえよ」

			　ケンゴの異能(アビリテイ)『未来予知』は、強力な性能を秘めている。

			　が、これまでの旅で異能(アビリテイ)を何度も使用してきたため、どうしても休憩時間(インターバル)が必要になっていた。

			　そのためケンゴは、今、シンたちがどのような動きをするか予知できず、内心で２人のことを心配していた。

			「もともと、あの子たちにフォローなんて必要ありませんわ。過保護ですよ、ケンゴさん」

			「そうかもしれねえな」

			　しかし、２人が楽しそうにしている姿を見て、その心配も薄れた。

			「んじゃ、俺らは俺らで別のことをやるか」

			　そう言うとケンゴは、ガルディアのほうを向いた。

			「んでだ。これまでのシンたちについて、詳しく聞かしてくれねえか、ガルディア」

			「ほえ？　ご主人さまたちのですか？」

			「結局、シンたちの話になるのですのね……」

			「当たり前だろ。今、俺らの間で一番ホットな話題っつったら、あいつらのことなんだからよ」

			　キョトンとするガルディアと、呆れたといわんばかりにため息をつくセレス。

			　そんな２人に、ケンゴはニヤリと笑みを浮かべた。

			「なにも、タダで聞かしてくれとは言わねえよ。ほら」

			　ケンゴは、アイテムボックスから肉を取り出した。

			　それも、焼きたてホヤホヤといった湯気が上がる、肉厚な骨付き肉をである。

			「に、肉!!　話す話す！　聞きたいことがあるなら全部話すよ！　だからお肉ちょうだい！」

			　ガルディアは目の前に出された肉を見て、ヨダレを垂らしながらケンゴに尻尾(しつぽ)を振った。

			　その様子を見て機嫌をよくしたケンゴは、肉を彼女に手渡した。

			「わーい！　ありがとーおじさん！　はぐはぐはぐはぐ……」

			「おう、いいってことよ。それと、『おじさん』はやめてくれ、これでも俺は、まだ20代前半だ」

			「はーい！」

			　聞き分けの良いガルディアを見て、ケンゴは「ふぅ」と息をついた。

			「そんで、ぶっちゃけ旅の途中、あいつらはどんな感じだったんだ？」

			「はぐはぐはぐ……んー……仲は良かったと思うよ」

			「どんな感じで仲が良かったんだ？」

			「いつも一緒にいたしー、たまに同じベッドで寝てたりもしてたしー、いろいろ！」

			「ほうほう、同じベッドで、か」

			「あの２人にしては、大胆ですわね」

			　ケンゴとセレスの２人は、口元をニヤリとさせた。

			「つか、セレスも聞くのかよ」

			　ガルディアの話に興味を持っているセレスを見て、ケンゴはツッコミを入れた。

			「私も、あの子たちに興味がないわけではないですからね」

			「デートの様子を盗み見るのはダメでも、あいつらの関係を探ることについてはＯＫってことか？」

			「そういうことです」

			　セレスはそこで口元に手を当て、「うふふ」と笑った。

			「まあ、別にいいけどよ。それで、シンとフィルは他にどんなことをしてたんだ？」

			「ん？　んーっとねー……」

			　ガルディアは、これまでの道中で起きた出来事をケンゴたちにかいつまんで説明した。

			「へー、ここまで来る間に、いろいろあったんだな」

			「特に、『アルフヘイム』という国については、興味深いですね」

			　ケンゴもセレスも、精霊族の国――アルフヘイムがあるという話は、噂(うわさ)でしか耳にしていなかった。

			　そのため、実際にアルフヘイムへ行ったというガルディアの話は、わずかなりとも驚かずにはいられないものであった。

			「セレス、今はシンたちについて、だろ？」

			「あ、そうでしたわね」

			「それに、アルフヘイムについては秘密ってことになってるみてえだから、あんま聞かねえほうがいいだろ」

			　ガルディアは精霊王に口止めされていたので、「ここだけの話だよ！」と、ケンゴたちに念を押していた。

			　彼女が優先するもの。それは、美味しい肉をくれるかどうかであった。

			「まあ、なんにせよだ。今までもあいつらは結構な仲良しさんだったってことがわかって、よかったぜ」

			「そうですわね」

			　ケンゴとセレスはそこで、ホッと息をついた。

			「これなら、私たちが一緒にいなくても、特に問題はないでしょうね」

			「……だといいんだけどなぁ」

			「？　なにか気になることでもあるのですか？」

			「シンの心構えについて、ちょっとな」

			「心構え……ですか」

			　首を傾げるセレスに対し、ケンゴは「そうだ」と言って、近くを歩いていた店員に肉料理を注文した。

			「話をしてくれた礼だ。今日は好きなだけ食え、ガルディア」

			「いいのっ!?　わーい！　ありがとー、おじさん！　じゃなかった！　おにいさん！」

			「おう」

			　喜びの声をあげるガルディアを見てフッと笑うと、ケンゴはシンたちがさっきまでいたクレープの屋台のほうを眺めた。

			「……さて、どういう感じで言い聞かしたもんかね」

			　そしてケンゴは、これからシンたちと別れるまでにできることを考えた。

		

	
		
			17　神器

			　

			　フィルと遊びにいった日の夜、俺は夢を見た。

			　俺は白い空間で、１人の少女と対面していた。

			　クロスだ。アース世界における神の一柱として数えられているロリ神が、俺の目の前にいた。

			「久しぶりだな、クロス。元気にしてたか？」

			「うむ、久しぶりじゃの。わしのほうは今までと変わらず、良くもなく悪くもなく、といった具合じゃ」

			「そっか」

			　夢のなかだというのに、俺の思考はクリアだ。

			　つまり、ここは夢であって夢ではない、今までも何度かあったように、クロスが俺の意識に割り込んできた結果、生じた世界なのだろう。

			「というか、最後に会ったのってだいぶ前だよな。あんまり頻(ひん)繁(ぱん)に出てこられても困るんだけど、もう少し頻度が上がっても、邪(じや)険(けん)にはしないぞ？」

			　クロスと会ったのは、確かクレールと出会った日あたりが最後だったはずなので、かなり久しぶりだ。

			「別に、お主に悪いかと思って、今まで出てこなかったわけではないぞい」

			「あれ、そうなのか」

			「そうじゃ。今のわしは、お主がウルズ大陸にいなくては魂を繋げられないのじゃよ」

			「へえ」

			　初めて知った。

			　まあ、ミーミル大陸に行く予定なんて今までなかったし、クロスも、いきなり俺がミーミル大陸に行くだなんて考えていなかったんだろうから、知らなくても当然ではあるが。

			「お主が突然ウルズ大陸から姿を消したときは、わしも驚いたぞ」

			「あー……心配かけたなら謝る。ごめん」

			「よいよい。こうしてお主は生きて我がウルズ大陸へと帰還したのだ。それに、わしはお主が姿を消した経緯についても、大まかにではあるが把(は)握(あく)しておる。お主が頭を下げる必要など、なにもない」

			　頭を下げる俺に、クロスは気にしていないと手を振って、この件を軽く流してくれた。

			「それより、今はお主のことじゃ。お主は今までミーミル大陸にいたようじゃが、ここまでよく戻ってこれたのう。道中には、ミレイユの町で見かけるのとは比べ物にならんほどの強さの魔物が蠢いていたはずなんじゃが」

			「俺たちが生き残れたのは、お前のおかげでもあるさ。クロスが俺に死霊の大盾のありかを伝えて、ダメージヒールを強化できたからこそ、ミーミル大陸の敵に対抗できたんだ」

			　一応、俺が異能(アビリテイ)をフル活用すれば、大盾や『死(し)霊(りよう)王(おう)の加(か)護(ご)』なしでも、それなりに生き残ることはできただろう。

			　しかし、俺も常に異能(アビリテイ)を使えるというわけではない。なので、ダメージヒールの威力が貧弱であった場合は、レベリングに数倍の時間を要し、より用心深い旅を余儀なくされていたはずだ。

			　だからクロスの助言は、結果的に、俺とフィルを大きく助けたことになる。

			「うむうむ、そうじゃろうそうじゃろう。わしはいつでも正しい行いをする神であるからな」

			「…………」

			　でも、こうして「フンフン」と鼻息を荒くして喜んでいるクロスを見ていると、ちょっとヘコましてやりたくなるな。

			　調子に乗ってドヤ顔をする子は、ついつい苛めたくなるのだ。

			　意地が悪いのかね、俺は。

			「じゃから、今回もお主に有益な助言をしてやるぞい」

			「なに？　助言？」

			「そうじゃ」

			　助言か。

			　それはつまり、前回のように、なにかしらのパワーアップができる装備なりスキルなりが手に入る手段を教えてくれる、ということだろう。

			　……でも、それを今貰う必要って、あるのか？

			　すでに俺たちは、ミーミル大陸からウルズ大陸に戻ってこれたのだ。

			　俺たちのいる街の周辺はかなり強いモンスターがうようよしているが、ウルズの泉に行けば、地球人(プレイヤー)なら一瞬で始まりの町に戻ることができる。

			　つまり、俺とフィルは、もうこれ以上無理にパワーレベリング紛いのことをしたり、強装備を集めたりする必要はない。

			　もちろん、これからはレベリングをしない、というわけではないし、装備を更新しない、というわけでもないのだが……。

			「……お主。もしや、またいつぞやのように、わしからの施しを『ずる』と称して渋る気か？」

			「お前、それ知ってたのか……」

			　悩んでいると、クロスはジト目でこちらを見てきた。

			　どうやら、こいつは俺とクレールが初めて会ったときの会話を盗み聞きしていたようだな。

			「……念のために訊くが、お前は俺の行動を逐一観察しているわけじゃないよな？　たとえば、俺が１人で部屋にいるときとか」

			「安心するがよい。わしには人のぷらいべえとなところまで見る趣味などない。見るとしたら、それはこの世界を左右するやもしれん場面のみじゃ」

			「そうか」

			　少しだけホッとした。

			　相手は可愛(かわい)らしい女の子だが、視姦されて喜ぶ趣味は持ち合わせていないからな。

			　見ているが、あえて見ていないと嘘(うそ)を言った可能性もある。が、まあそこまで深読みして、ドツボにハマることもあるまい。

			「話を戻すぞい。それで、お主は今回も、わしの助言を要らぬものとして切り捨てるか？」

			　クロスは若(じやつ)干(かん)不安そうな目で、俺に訊ねてきた。

			　もしかすると、こいつは前回、俺に余計な助言をしてしまったのではないか、とか思っているのかもしれないな。

			　あの件は、俺の確認不足＋心の問題だから、気にする必要なんてないのに。

			「……ものによるな。それは装備か？　それともスキルか？」

			　俺は前回の反省を踏まえ、今回は神の言う通りに動くとどんなメリットがあるのか、事前に詳しく確認しておくことにした。

			「装備じゃな。それも、お主のためにあるような武器じゃ」

			「俺のために？」

			「そうじゃよ」

			　意味深な言葉を紡ぎ、クロスは俺へ、今回手に入る武器の性能を説明し始めた。

			「…………」

			　クロスの言葉を聞くうちに、俺の顔は次第に引きつっていく。

			「……その話が本当なら、まさしく俺のためにあるような武器だな」

			「じゃろう？　ここで手に入れておいても、損はないと思うのじゃが」

			「ふむ……」

			　武器であるなら、使いたくなければ使わない、ということもできる。

			　なら、ここはとりあえず、手に入れておくべきか。

			　もうないと信じたいが、ミーミル大陸にいきなり飛ばされたときのような、あるいは１人でレイドボスを倒さなくてはいけないような事態になったときのような、そんな非常事態がこの先あるかもしれない。

			　死霊の大盾を手に入れたときは、加(か)護(ご)も合わせてのもので渋々だった。

			　けれど、今回は武器だけという確認も取れたので、とりあえず回収しておくのも悪くはない気がする。

			　しかし、これは神の助言という『ずる』なので、それを周りの連中が知ったら俺をどんな目で見てくるか、想像するまでもなく最悪だろう。

			　が、それも最終的には俺が隠し通せればいい。それでも、俺の謎めいた強さにチートだなんだと文句をつける奴らは、なるべく無視すればいい話だ。

			「……わかった。それじゃあ、起きたら早速、お前の言う『神器』を回収させてもらう」

			「おお、そうか！」

			　クロスは不安そうな表情を笑顔に変えた。

			　まあ、こいつが喜ぶのも不思議ではない。

			　クロスが囚われているという地下迷宮の攻略に、俺はかなり貢献している。

			　そんな俺が強くなれば、それだけ迷宮攻略も捗る、という思惑があるんだろうからな。

			「では、『神器』回収の手順をお主に伝えるぞい」

			「ああ」

			　こうして俺は、クロスから、とある武器の入手方法を教えてもらったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は目を覚ますと、まだ街が活気づく時間帯ではないのを確認して、すぐさま行動を起こした。

			　同室でグッスリ寝ているケンゴを起こさないよう、こっそり部屋から出て、その足で大聖堂に向かう。

			　この街には、転生神『クロス』を崇拝する【クロス教団】の本拠地が存在する。

			　だからなのか、街の名前も『クロス』だし、住民の９割以上がクロス信徒であったりする。

			　ロリ神のクロスにとって、ここはホームグラウンドと言っていい場所であるため、ここでの出来事は、わりとよく『見える』のだそうだ。

			　そういった事情から、クロスは、この大聖堂の警備が早朝の祈りを捧げる時間だけ手薄になる、といったことも知っていた。

			　俺はクロスの情報と、さらには異能(アビリテイ)も活用して、若(じやつ)干(かん)数が少ないながらも建物のなかを巡回している警備員の目をかいくぐって、大聖堂の奥へと進んでいく。

			「……本当に侵入できるとはな」

			　そして、他とは違ってだいぶ古びた石扉の前までたどり着いた。

			　なんでも、そこはとある言葉に反応して、開く仕組みになっているのだとか。

			　つまり、キーワードを口にしながら扉を押しさえすればいい。

			　俺は、そのキーワードを口にした。

			「『悪しき魔女に鉄槌を。我らが敗れし世に救済を』」

			　この言葉がなにを意味しているのか、俺にはよくわからない。

			　なんとなく、その意味を推測することはできる。クロス本人が１０００年前に設定したらしいしな。

			　だが、これについて話すのは、クロスも乗り気ではない様子だった。だから、俺はなにも聞かなかった。

			　とりあえず、今は装備品の回収だけ、できればいいだろう。

			　余計なことを考えるのはやめて、周囲を警(けい)戒(かい)しながら扉の先へと足を進めていく。

			　そこは、１０００年単位で人が立ち入らなかった場所らしいのだが、魔法の力のおかげか、部屋のなかにはホコリひとつ落ちていなかった。

			　部屋の中央には純白の十字架が立っており、部屋の隅に４つの大きな箱がある以外はなにもない、殺風景な空間だ。
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			　箱のなかには、クロスの言っていた、他の『神器』が入っているのだろう。

			「よっ……と」

			　というわけで、俺は本命の品――十字架を引っこ抜いた。

			　

			　神器『クロス』　スキル『聖なる力』　耐久値－（自動修復）　重量５

			　

			　ステータスは上昇しない。

			　けれど、スキル『聖なる力』は、クロスの説明が正しいのなら、俺のバトルスタイルにかなりマッチしたものである。

			『聖なる力』は所持者の聖魔法、回復魔法の威力を３倍に跳ね上げ、しかも、敵からの聖魔法攻撃を吸収する力を持ち、さらに、この武器で攻撃をする度に敵の全能力は低下していく、という力らしい。

			　もしそれが本当なら、この装備を持てば、俺の弱点であった聖魔法を克服するうえ、ダメージヒールの威力も増加する。

			　しかも、俺は後衛ではなく前衛であるため、敵への直接攻撃が容(よう)易(い)に行えて、能力低下のデバフもフル活用できるはずだ。

			　おそらく、これは本来、『聖騎士』と呼ばれる騎士職から派(は)生(せい)した前衛の上位ジョブが使う装備なのだろう。

			「……最大の敵は、やっぱ僧(そう)侶(りよ)か」

			　十字架をアイテムボックスに入れ、俺は呟(つぶや)き声を上げた。

			　もはや、今の俺にとって脅(きよう)威(い)となりうる存在は、高性能の回復魔法を使える僧(そう)侶(りよ)のみ。

			　それ以外の弱点はほぼ克服した。もうなにがあっても俺は負けない、と確信に近い思いを抱いていた。

			「さて……それじゃあ他の武器も………………ッ！！！」

			　部屋の入り口に、１人の男が立っていた。

		

	
		
			18　若き法王

			　

			　部屋の扉の前に、修道士の格好をした１人の男がいた。

			　20歳くらいのその男は、端整な顔立ちを俺のほうに向けている。

			「……ああ、驚かなくていい。私は君の邪魔をしにきたわけではない」

			　男はそう言い、部屋のなかに入ってきた。

			　俺は警(けい)戒(かい)し、いつでも逃げられるよう腰を落とす。

			　鎧(よろい)は身に付けていないが、首輪、腕輪、ブーツの３種は装備している。

			　なので、ダメージヒールをけん制として放つことも可能だ。

			　けれど、ここはなるべく穏便に済ませたい。

			　普通に逃げるのがベストだろう。

			「だから、邪魔をしにきたわけではないと言っているだろう。私のことは気にするな」

			　男は、自分に敵意がないことを再び口にした。

			「……とは言ってもな」

			　そんなことを言われて、『はいそうですか』と警(けい)戒(かい)を解くわけにもいかないだろう。

			「私の目的は君ではなく、これだ」

			「？」

			　男は部屋の４隅に置かれた石の箱の１つに近づき、蓋を外した。

			「神器『アリア』。それがこの書の名だ」

			　そして、箱のなかから白い本を取り出し、俺のほうにそれをチラつかせた。

			　神器『アリア』か。

			　それは、この部屋にある神器の１つだ。

			　クロスからそのことを聞いていたから、俺は知っていた。

			　が、なんでこの男が知っているんだ。

			　しかも、１０００年間閉ざされたままであるはずのこの部屋に、タイミングよく現れた。

			　なんでそんなことができたんだ？

			「私のことが気になるか？」

			「……一応、誰なのかは訊いておきたいな」

			　この男は、ただの一般人ではない。

			　俺は警(けい)戒(かい)を緩めず、男の顔をじっと見つめた。

			「私の名はミハイル・ディ・カーライル。聞いたことはないか？」

			「……………………」

			　その名は俺も聞いたことがあった。

			　聞いたことがあったものの、それは冗談にしても笑えない。

			　ミハイル・ディ・カーライル。

			　それは、俺の記憶が正しければ……『若き法王』と呼ばれている男の名だ。

			　法王といえば、八大王者の１人として数えられる存在だ。

			　人族の国であるミッドガルドでは、現国王と同等かそれ以上の権力を持つ、剣王と肩を並べる人族の切り札。

			　しかも、その法王はクロス教団の現トップ、教皇という立場でもある。

			　そんな男が、たまたまこんな部屋に来た？

			　ありえないだろう。

			「私のような者がここにいるのは不思議か？　私も、敬虔なクロス教徒の一員なのだが」

			「……だからといって、この部屋に偶然来るはずがないだろう」

			「そうだな。しかし、それは君も同じことが言えるのではないか？」

			「…………」

			　男の切り返しを受け、俺は若(じやつ)干(かん)たじろぐ。

			　実際のところ、聖職者らしきこの男よりも、ただの一般人である俺のほうが、ここにいるのは不自然と言える。

			「逆に問う。君はなぜここにいる？　どうやってこの部屋の封印を解いた？」

			「…………」

			　俺は法王の問いに答えられない。

			　素直に『神のお告げです』と言っても、冗談としか思われかねないだろうし、部屋を開けたということで、万が一にも信じられたら、いろいろメンドウそうだからな。

			　ここはクロス信徒の本拠地だ。

			　そんなところで、神のお告げだなんだのと言える胆力など、俺にはない。

			「答えず、か。それもいいだろう」

			　俺の沈黙を答えと受け取ったのか、男は『ふむ』と頷いた。

			　そして、男は部屋の奥にある箱に手をかけると、そのなかから剣を取り出した。

			「これは君に預ける。君がふさわしいと感じた者に渡すといい」

			「…………」

			　男は俺に近づき、鞘に収まったその剣を手渡してきた。

			　なぜ、こんなことをするんだろうか。

			　わけがわからない。

			「ただし、残り２つの神器は我々が貰う。構わないか？」

			「……ああ、いいだろう」

			　というよりも俺は、『クロス』以外の武器に、あまり興味はなかった。

			　回収できるのなら回収しておきたい、と思っていたが、無理そうであれば素直に諦める。

			　男を倒して無理やりにでも全部持っていくとか、そんな野蛮な行為には及ばない。

			　今この場において、俺は盗人同然。ここにきた目的である『クロス』の回収さえできれば、後は無理せず、無事に帰ることを優先すべきなのだ。

			　俺は男に背を向け、部屋の出口のほうへと歩いていく。

			「しかし、君は幸運だったな。確かにこの時間、信徒は皆神に祈りを捧げているのだが、今日はたまたま寝坊をして遅れる者がいた。私がここに訪れなければ、今頃君は、その者と鉢合わせしていたぞ」

			　背後から男の声が聞こえた。

			　俺はその話を聞いて、立ち止まる。

			「剣王によろしくと伝えておいてくれ」

			　男はそう言うと、別の箱の蓋に手をかけた。

			　それを横目で確認した俺は、男になにも告げず、静かに部屋から出ていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「へー、そんなことがあったのか」

			「そうなんだよ」

			　朝の出来事を、俺はケンゴに話した。

			　ケンゴはいつでも、俺の話を真面目に聞いてくれる。

			　今回もまた、クロスの話も法王と名乗る男の話も、冗談だろうと茶化すことなく、きちんと聞いてくれた。

			「それで、その部屋から持ってきたって剣は？」

			「ああ、それか」

			　俺はアイテムボックスから、１本の剣を取り出した。

			　剣の名は神器『ラグナロク』。これもまた、『クロス』同様に破格の能力が備わっている。

			　法王と名乗る男からは、『ふさわしいと感じた者に渡せ』とか言われたが……。

			「ケンゴ、これ、使うか？」

			「お、いいのかよ？」

			「どうせ、この剣が欲しくて、話題を振ったんだろ？」

			「ばれたか」

			　俺の知るなかで、剣の扱(あつか)いに長けた者というと、ケンゴをおいて他にいない。

			　ケンゴなら、剣の能力に振り回されることなく使いこなせるだろう。

			　俺は神器『ラグナロク』をケンゴに渡した。

			「サンキュー。……へへっどうよ、カッコいいか？」

			「なんていうか、チグハグだな」

			　ケンゴ相手に、お世辞を言う気はない。

			　西洋風の白い剣を腰に差した着物姿のケンゴは、微妙に似合ってなかった。

			「あらら、そうかい……」

			　ケンゴは若(じやつ)干(かん)しょぼくれたような様子になった。

			　こんな些(さ)細(さい)なことで一喜一憂するなよ。

			「つか、本当にこれ使っちまっていいもんかね？　盗品扱(あつか)いとかされたりしねえ？」

			「問題ないんじゃないか？　十字架にしろ剣にしろ、明確な所有者なんて、この１０００年間はいなかったんだから」

			　強いて挙げるなら、これらの武器はクロス教団の所有物ということになる。

			　しかし、法王はクロス教団のトップも兼ねていると聞くし、そんな男から了承を貰えたのだから、特に問題はないだろう。

			　あの男が本当に法王なら、という但(ただ)し書きがつくけど。

			「ならいいか、ある武器は使わないと損だしな」

			　どうやらケンゴは、俺の説明で、問題ないと判断したらしい。

			　まあ確かに、あの部屋にずっと置きっぱなしにされているよりかはマシか。

			「シンも、使えるモンはなんでも使えよ。この世界じゃ、いつ足元すくわれてもおかしくねえんだからな」

			　ケンゴは俺に忠告をしてきた。

			「あ、ああ、わかった」

			　俺は、ワンテンポずれて頷く。

			「……本当にわかってんのかね」

			　そんな俺の様子を見ながら、ケンゴが呟(つぶや)いた。

			　もしかして、俺は心配されてるのだろうか。

			「わかってるさ。まあ、プレイヤースキルを磨くために、普段は使わないと思うけどさ」

			「そういうことならいいんだけどよ、でも、危ないと思ったら、出し惜しみするんじゃねえぞ、装備にしろ異能(アビリテイ)にしろ、な」

			　……異能(アビリテイ)もか。

			　一応俺も、ここまでの道中で危ないと感じたら、多少の躊(ちゆう)躇(ちよ)はあっても惜しみなく異能(アビリテイ)を使うように心がけてはいた。

			　だから、ケンゴの注意は言われるまでもないことだ。

			　けれど、俺はまだ、心のなかで吹っ切れてはいない。

			　異能(アビリテイ)を使うことに、微妙な抵抗が残っている。

			　多分、ケンゴはそれを見抜いているんだろう。

			「……おっ、マーニャンから通信だぜ」

			「なに？」

			　そこへ通信が入ったらしく、ケンゴが耳に手を当てて喋(しやべ)り始めた。

			　相手はマーニャンらしい。

			「おう、わかった、それじゃあ街の入り口で落ち合おうぜ。そんじゃ…………マーニャンがあと少しで街に来るみたいだぜ」

			「へえ。あと２、３日はかかるって聞いてたけど、案外早かったな」

			「だな、とりあえず、あいつを迎えにいこうぜ」

			「わかった」

			　そうして、俺とケンゴはセレスとフィルを連れ、マーニャンを迎えにいくために街の外へと向かったのだった。

		

	
		
			19　分岐点

			　

			　マーニャンが俺たちのいる街にやってきた。

			　彼女は、俺とフィルを迎えにいくという名目で、始まりの町からここまで急いで駆けつけてくれたのだとか。

			「……結局、あたしは無駄足だったみたいだなー」

			　マーニャンは自力でウルズ大陸に帰還した俺たちを見て、大きくため息をついた。

			　途中でレベリングを挟んだにもかかわらず、俺たちは４ヶ月程度でここまで戻ってこれた。

			　そんな俺たちと同じぐらいの期間をかけ、ここまでやってきたマーニャンには、申し訳なかったな。

			　まあ、ケンゴたちから話を聞くまでは、マーニャンが来てくれているだなんて知らなかったわけだから、俺たちに非はないんだけど。

			「それじゃー、シンもフィルも無事ってことで、いいわけだな？」

			「いいと思うぞ」

			「ん」

			「ういういー」

			　マーニャンは俺たちに愚痴を零すこともなかった。

			「……やけに大人しいな。文句の１つや２つ、覚悟してたんだが」

			　なので、俺は彼女に問いかける。

			　俺の知るマーニャンは、常に毒を吐く嫌な女、というイメージがあった。

			「お前らが無事に早く帰ってきたこと自体は悪い話じゃないんだ。まあ、あたしが来たのは無駄足になっちったけど、仕事をサボれたと思えば、腹もたたねーし？」

			「……そんなもんか？」

			「そんなもんだよ。あたしは『いつも毒を吐く嫌な女』ってわけじゃねーのさ」

			「…………」

			　心を読まれたか。

			　俺はマーニャンの異能(アビリテイ)を知っているから、驚きはしないけど。

			「んで、あんたらはこれからどうする？　ログアウトするなら、早いとこログアウトしたほうがいいぞー」

			「ああ、そうだな」

			　地球側の俺たちの体は今、ＬＳＳ（生命維持装置）のなかにある。

			　まだ５日程度の稼動だと思うから、それほど体に悪影響が出ているとも思えない。

			　でも、念のため、できるだけ早くログアウトをしたほうが良い、とマーニャンは言いたいのだろう。

			「それじゃあ、始まりの町に帰って、ログアウトするか」

			　俺はフィルのほうへと視線を向けた。

			「ん……ですね」

			　すると、彼女はコクリと頷いて、それに同意した。

			　さて、あとは……。

			「お前たちは、これからどうするつもりだ？」

			　俺はケンゴたちのほうを振り向いて、訊ねた。

			　ケンゴとセレスは国に雇われた調査員として、今までアース世界を飛び回っていたらしい。

			　だから、俺たちと別れたら、またすぐにどこかへ旅立つのだとかいう話を、この街までの道中で聞いた。

			「そうだな。てめえらがこの街を去るってんなら、俺たちがここにい続ける理由もないわな」

			「私たちも結構自由にさせてもらっていますが、いつまでも街に滞在していられるほど暇(ひま)でもないのですわよ」

			「そっか」

			　だとしたら、ここでケンゴたちとは、またしばらくお別れ、ということになる。

			　地球でも、最近は付き合いが悪くなっていたし、今度はいつ会えるかわからない。

			　そう思うと、少し寂しいな。

			「……それで、てめえらのほうこそ、これからどうするんだ」

			「？　俺？」

			　俺が感傷に浸っていると、今度は逆に、ケンゴが訊いてきた。

			「このまま始まりの町に戻っても、レベルの関係で、同年代の連中とパーティーを組みづらいんじゃねえか？」

			「……そのことか」

			　嫌なところをついてきたな。

			　確かに、俺たちは少しレベルを上げすぎた。

			　俺とフィルのレベルは63にもなっているが、高等部でもトップクラスのレベルであるミナやサクヤでさえ、今はまだせいぜい30といったところだろう。

			　30レベル以上も差があったのでは、パーティーを組むのも厳しい。

			　組もうと思えば組めるが、それが果たして良い結果を生むかと問われると、微妙だ。

			　今の俺では、装備の質を下げたとしても、30レベル以下の奴らが狩りをしているところで現れるモンスターの攻撃を、脅(きよう)威(い)と感じないはずだ。

			　フィルだって、その程度の狩場なら、１人でサクサク狩れてしまうだろう。

			「ハッキリとした答えは出ないな。ただ、始まりの町についたら、しばらくレベリングは休むことになると思う」

			　ひとまず、俺はそう答えた。

			　俺たちだけ強くなったのでは意味がない。

			　地下迷宮の攻略を進めてみる、という手もあるが、俺とフィルだけで迷宮の美味いところを独占するというのも、気が引ける。

			　俺たちは同年代同士で競争をしているところがあるが、独走をしてしまえば孤立するのだ。

			　そして、俺は孤立することを善しとせず、フィルもその辺りは気にしているように見える。

			　だから、しばらくはレベリングを行わず、今までもたまにやっていた組み手なんかをフィルとして、プレイヤースキルの向上に勤しもうかと考えていた。

			「……なあ、もし息苦しかったらよ、俺たちと一緒に来ねえか？」

			「え？」

			　そこでケンゴが、俺たちに別の道を示してきた。

			「俺たちとてめえらじゃ、まだ20レベルくらい差があるけどよ、その差も10レベルくらいなら、割とすぐに縮められると思うぜ？」

			「！　ケンゴ、それは……」

			「パワーレベリングって言いたいんだろ？　でも、この場合はそこまで問題ねえよな。だって、てめえもフィルも、この世界を生き抜くだけのプレイヤースキルを十分に備えてるんだからな。後は、周りの目を気にするかどうかだけなんだよ」

			「…………」

			　上級者のパワーレベリングは、だいたいのオンラインゲームで認められている行為だ。

			　たとえ、パワーレベリングでキャラを育てているプレイヤーを初心者が見て、多少テンションを下げようとも、それ以外のプレイヤーにとっては問題ないからだ。

			　カンストまでキャラを育て上げたプレイヤーにとって、１からキャラを作り直すといったときに、レベル上げで時間がかかるのは面白くない。

			　新鮮味の問題だな。

			　また、中の人が上級者であるなら、パワーレベリングをしても、無知が原因で周りに迷惑をかけたりすることが少ない、という面もあり、上級者のレベリングに対する批判は少ない。

			　だからケンゴは、俺たちの力を認めたうえで、自分たちとパーティーを組もう、と言ってくれているのだろう。

			「シンさん……」

			　ケンゴの言葉の意味を理解したらしきフィルは、迷うように俺へと視線を向けてきた。

			　俺も正直、迷っている。

			　ここでケンゴの提案を聞き入れて、パーティーとして行動し、同年代のプレイヤーたちと決別するか。

			　それとも、同年代プレイヤーの成長を待ち、ある程度力の差が縮まったら、そのときパーティーを組むか。

			　この選択は、俺たちの今後を大きく変えることになるだろう。

			　ゆえに、俺は大いに悩んでいた。

			「それによ……シン、てめえは今も、自分の異能(アビリテイ)を使うことに躊躇(ためら)いがあるんだろ？」

			「え？」

			　さらにケンゴは、異能(アビリテイ)の話をしてきた。

			「てめえはまだ、異能(アビリテイ)を使わないでもこの世界を生きていける、って甘い考えを持ってんだろ？　持ち前のプレイヤースキルだけで敵と渡り合える、と思ってんだろ？」

			「…………」

			「アースへ先に来た先輩だからこそ言う。てめえは自分の異能(アビリテイ)を使いこなす訓練が行える環境に身を置いたほうがいい。そして、その環境は、始まりの町付近じゃ、まず得られねえ」

			「…………」

			　ケンゴの言いたいことは、なんとなくわかった。

			　俺は異能(アビリテイ)を使うことに躊躇(ためら)いがある。

			　ケンゴも、『ゲームでは異能(アビリテイ)を使わない』と誓っていた。が、アースでは今まで『未来予知』を普通に使っていた節がある。

			　それはつまり、ケンゴが、この世界はゲームなどではなくリアルである、と完全に割り切っている、ということなのだろう。

			　また、そうしなければアースで生き残れなかった、と言いたいのだろう。

			「てめえは強い。だがこの世界には、てめえでも異能(アビリテイ)なしじゃ勝てない奴がわんさかいるだろうよ。あのグリムって魔族と戦っただけで、この世界の強者を知った気になるんじゃねえぞ」

			「俺は別に、そんなことを考えてなんていない」

			「本当にそうか？」

			「ああ」

			　俺はこの世界を侮(あなど)ってなんていない。

			　ただ、異能(アビリテイ)を使いすぎると、俺本来の強さが錆(さ)びていくかもしれない、と懸(け)念(ねん)しているだけだ。

			「異能(アビリテイ)を使いすぎると、ねえ。でも、その異能(アビリテイ)も普段から使っとかないと、いざってとき、使い物にならないかもしんないぜー？」

			　……俺の心を読んだらしきマーニャンが、口を挟んできた。

			「シンは自分の異能(アビリテイ)が暴走状態になることを危惧して、普段使わないようにしてんだろうけど、あたしから見りゃ、ロクに使いこなせもしない力を土壇場で使うほうがおっかないと思うんだが、その辺、お前はどう思う？」

			「……一理あるな」

			　マーニャンは、俺の抱えるジレンマを的確についてきた。

			　俺の異能(アビリテイ)『時間暴走』は、暴走などという名が付けられている通り、勝手に暴走を始めることがあるのが特徴だ。

			　それは、俺が異能(アビリテイ)を使いすぎたとき、俺の危機意識が極限にまで高まったとき、また、特になんでもないときでも稀(まれ)に発動したりする。

			　かつて、この力を俺も制御しようと試みたことがあったのだが、使い続けていると異能(アビリテイ)がだんだん強力になっていくということを知って、中断した。

			　もしも訓練の結果、俺の力は制御できる類(たぐい)のものではないと判明し、それでいて強大な異能(アビリテイ)と化して手に負えなくなったらマズイ、と考えたためだ。

			「でも、ここはアースだ。モンスター相手に力を試すっていう程度なら、誰にも咎められることもない。それに、いざとなれば最後の手段だってある。そうっしょ？」

			「……そうだな」

			　最後の手段とは、つまり異能(アビリテイ)を強制的に消し去ることを言っているのだろう。

			　万が一、俺が異能(アビリテイ)のコントロールに失敗しても、アースで自殺的な行動を取れば、最悪の事態だけは免れられる。

			　でも、それを行ったら、俺からどれだけの記憶が消え落ちることになるのか、わからない。

			　少なくとも、アースにいたころの記憶は、すべて消えることは確定している。

			　それは……やっぱり嫌だな。

			「なぁに、別にてめえが異能(アビリテイ)を鍛(きた)えたら、間違いなく暴走する、って決まってるわけじゃねえんだ。そんな肩肘張んなよ」

			「だけど……」

			「それに、もしてめえがヤバそうなら、俺が止めてやる。俺じゃなくても、セレスやフィルもてめえを見守ってる。だから、てめえ１人で悩む必要なんかねえぞ？」

			「…………」

			　俺は悩んだ。

			　自分の異能(アビリテイ)を、リスク込みで磨くべきなのか？

			　俺は自分の異能(アビリテイ)を磨くために、ケンゴたちと行動をともにするべきなのか？

			「……だったら、俺と賭(か)けをしねえか、シン」

			　ケンゴはそう言って歩き出した。

			「賭(か)け？」

			「ああ、そうだ。ついてこい」

			「？」

			　俺は首を傾げつつも、ケンゴの後を追う。

			「……こんなところに来て、なにをしようっていうんだ、ケンゴ？」

			　ケンゴに連れられ、俺たちは街の外れにやって来た。

			「ああ……それはな――」

			　そこでケンゴは、腰に下げた剣を抜いた。

			「今から俺と決闘しようぜ。決闘方式は一発勝負。スキルなし異能(アビリテイ)制限なしの特殊ルールだ」

			「決闘……だって……？」

			「おう。これで俺が勝ったら、てめえらは俺たちと来い。で、てめえが勝ったら、てめえらの好きなようにしろ」

			　そして、俺はケンゴに決闘を挑まれた。 

		

	
		
			20　吹っ切れる

			　

			　ケンゴから決闘を挑まれた。

			　それも、俺とフィルの今後を賭(か)けて。

			　賭(か)けの内容は、俺にとって悪いものではない。

			　俺が勝ったら、そのまま普通に始まりの町へ戻るだけだ。

			　ケンゴが勝ったら、俺たちはアースで活動している地球人(プレイヤー)のトップグループと一緒に行動することになる。

			　どちらに転んだとしても、決して不利益なものにはならない。

			「さあ、どうする？　ここで逃げてもいいんだぜ？」

			　ケンゴが俺を挑発してきた。

			　俺が負けず嫌いなのを知っていての言動なのだろう。

			　しかし俺は、この決闘をどう解釈していいのか悩み、返答できずにいた。

			「なあ、ケンゴ。どうしていきなり決闘をしようだなんて言いだしたんだ？」

			　俺はケンゴに訊ねた。

			　決闘を怖がっているから、そんなことを言ったわけじゃない。

			　ただ単純に、ケンゴの真意が掴(つか)めなかったのだ。

			「ぶっちゃけた話、こっちとしても人手が欲しいんだよ。それも、即戦力になる人手がな」

			「人手？」

			「そうさ。てめえらなら、俺たちに十分ついてこれるだろ」

			　人手、か。

			　その理由はわかりやすい。

			　単純に、自分たちの仕事を手伝ってくれ、って話なんだからな。

			　そのため、ケンゴは俺に決闘をもちかけたのなら、不思議なことではない。

			「でも、それ以上に……てめえが生きづらそうにしてるから誘ってんだよ、シン」

			「なに？」

			　ケンゴは『ふぅ』とため息を零した。

			「てめえの異能(アビリテイ)はてめえのもんなんだ。だから、てめえがどう思おうとも、異能(アビリテイ)込みのてめえこそが、てめえの全力なんだよ……認めたくねえだろうけどよ」

			「…………」

			　俺はかつて、ケンゴたちに話したことがある。

			　時間を操る異能(アビリテイ)を手に入れたばかりの俺は、その力を使って、あらゆる面で得をした。

			　運動をすれば、誰も俺に追いつけない。

			　勉強をすれば、他のみんなより時間を費やせて、テストで良い点数を取れた。

			　あのころの俺は、少し調子に乗りすぎていた。

			　しかし、それも長くは続かなかった。

			　中学１年になってすぐのころ、俺は異能(アビリテイ)を使ってでは相手にならないと思って、あえて異能(アビリテイ)を使わずに友達と野球をした。

			　そして、もともと運動神経も良かった俺は、ピッチャーが投げた球をバットでジャストミートした。

			　こうして俺は、意気揚々と三塁まで走っていったのだが、ふと近くにいた敵チームの選手の会話が耳に入ってきた。

			『まあ、あいつ相手じゃ仕方ないよな』

			　このときの俺は、その言葉の意味を、よくわかっていなかった。

			　その後も何度か似たようなフレーズの言葉を聞いたが、俺はいつも『なんなのだろうか』と首を傾げていた。

			　けれど、そんな疑問も、ある日、テストが返ってきたときに理解した。

			　もともと得意科目で、異能(アビリテイ)を使うまでもなく良い成績を取れていた数学のテストで高得点を取った俺は、担任の先生からこう言われたのだ。

			『まあ、一(いち)之(の)瀬(せ)は時間を操るっていう凄(すご)い力を持っているそうだからな。これくらいできて当然か』

			　当時はまだ国による異能者(アビリテイスト)への対応が決まっていなかったものの、異能者(アビリテイスト)はそこまで迫害の目を向けられてはいなかった。

			　とはいっても、その力が周りの人々に妬まれない、ということもなかった。

			　俺は先生のその言葉を聞いた瞬間、理解した。

			　みんなは異能(アビリテイ)を使う俺を見て、徐々に心の溝を深くし、俺を異能(アビリテイ)ありきで評価していたのだ、と。

			　つまり……俺自身の力は、異能(アビリテイ)のオプション程度にしか見られなくなってしまった、ということだ。

			　それを理解したときには、すべてが遅かった。

			　俺がやることはすべて異能(アビリテイ)のおかげであるとされ、俺自身の努力が認められることはなくなった。

			　どれだけ俺が反省し、異能(アビリテイ)なしで毎日勉強やスポーツに励(はげ)んでも、それは『すべて特別な力のおかげ』の一言で片付けられるようになってしまったのだ。

			　そして、同級生から、仲間はずれにされることが多くなった。

			『一(いち)之(の)瀬(せ)と遊ぶとゲームにならない』という理由で。

			　周りの人間は俺を拒絶するようになった。

			　結果、俺は引きこもった。

			　俺は引きこもり、小学生のころもたまにやっていたゲームにのめり込み、俺の異能(アビリテイ)を知らない連中と遊べるオンラインゲームにハマっていった。

			　そういったことがあったおかげで、ケンゴやセレス、マーニャン、そしてフィルに出会えたり、他のゲームでもいろいろな仲間と遊べたのだから、それ自体はそこまで悲観するものでもない。

			　しかし、こういった過去があったために、俺は異能(アビリテイ)ありきで自分を評価されることに対して、とてもナイーブになった。

			　高校も俺のそんな気持ちを考(こう)慮(りよ)してくれたようで、学校では異能(アビリテイ)ランクＤの『瞬間認識』という、異能者(アビリテイスト)ではなくとも『できる人はできる』というありきたりな異能(アビリテイ)を持っているということで通すことを許された。

			　とはいえ、それで俺の悩みが解決したわけではない。

			　異能(アビリテイ)を持ち続ける限り、俺はずっと悩み続けるのだろうと思っていた。

			「……そっか。そう……なんだよな」

			　だが、ケンゴは俺に、抱える悩みを割り切るよう言っている。

			　それは、俺がいずれ通らなくちゃいけない道なのだろう。

			　いくら使わずにいようとしても、異能(アビリテイ)を持ち続ける限りは避けて通れない道だったのだろう。

			「でも……ケンゴはそれでいいのかよ。お前も、自分の持つ力はそんなポンポン使ったらダメなんだって、そう思ってたんだろ？」

			「確かにそうだぜ。だけどな、シン。それはあくまで『人生をよりよく生きるには』って場合なんだ。自分より強いこの世界の上位連中と戦う、とかって場合には、四の五の言ってられねえんだよ」

			　俺の疑問に、ケンゴはスッパリと答えた。

			　ケンゴはこの世界を命がけで生き抜いてきた、と言いたいのだろうか。

			　それも、『未来予知』というとんでもない力をフル活用しないと生きていけないような修羅場のなかを。

			「……どうして、そこまでしてこの世界に留まるんだ？　そこまで危険だと思うのなら、アースに来なければいいじゃないか」

			　俺たちは、アースに来ることを強制されているわけではない。

			　アメがあるから危険を承知でログインしていたりするところもあるが、それでも異能(アビリテイ)、そしてなにより記憶を失いかねない危険と天秤にかけたとき、アースへのログインをやめるというのも１つの手なのだ。

			　ケンゴはすでに、この世界がゲームでないことを俺以上に自覚しているようだ。

			　だから俺は、ケンゴがなにを思って危険な戦いに身を置いているのか、わからなくなった。

			「それは、言えねえな」

			「……なんでだよ？」

			「まあ……大人の都合ってやつだ」

			　ケンゴはそんな俺の質問をはぐらかした。

			　それはつまり、ケンゴの目的は俺の知らない、この世界のなにかにかかわってくることではないのだろうか？

			「ともかくだ、ここでてめえが異能(アビリテイ)を使うことへの躊躇(ためら)いをなくせねえってんなら、俺に負けるぜ。もっとも、俺はてめえが全力を出しても勝てる自信があるんだけどよ」

			「それは、未来を見ての自信か？」

			「……さあな。そんなことは教えてやらねえよ」

			「そっか……」

			　ケンゴは未来が見える。

			　なので、ケンゴは俺たちが決闘をしたら、どちらが勝つのかを知っていることになる。

			　そんな戦いをする意味ってあるのかよ、と思うが、同時に、ある可能性が俺の頭に閃(ひらめ)いた。

			「……もしかして、いや、そうか」

			「どうかしたか、シン」

			「なんでもない。それじゃあ、決闘を始めようか」

			「……ほぅ」

			　俺は、アイテムボックスから神器『クロス』を取り出し、構えた。

			　ステータス補正はついちゃいないが、一発勝負なのだから、あまり関係はないだろう。

			「いきなりやる気になったな、シン。いったいどういう心境の変化だ？」

			「別に。ただ俺は負けず嫌いなだけさ」

			　ゆっくりと戦闘態勢に入りつつ、ケンゴの問いに答える。

			　その言葉は、今までの俺となにも変わらない、自然体のものだった。

			「つまり、俺に勝つってか。でも、そりゃあ無理だな。なんてったって、俺のレベルは85。地球人(プレイヤー)で最高レベルの男なんだからよ」

			「俺とたかだか20レベル程度しか違わないだろ。それに、お前はここでもＳＴＲに全振りしてるんじゃないのか？」

			「ばれたか、さすがは俺の弟子だぜ」

			　ケンゴは、俺たちが遊んでいるゲームのなかでは『ロマンがあるから』という理由でＳＴＲを全振りにしている。

			　俺もまたＶＩＴ全振りで、クロクロでもそういうビルドでいこう、と話したことが、かつてあった。

			　だから、ケンゴがＳＴＲ寄りの極端なステ振りをしているかもしれない、と思ってカマをかけたのだが……まさかその通りだったとは。

			　なら、ケンゴの攻撃は、すべてが一撃必殺の威力を誇(ほこ)っているのだろう。

			　つまり、一発勝負は俺にとっての相当なハンデってわけだ。

			　一発勝負では、攻撃力なんて意味ないからな。

			「しかも、実は俺、今は『剣王』とか呼ばれてるんだぜ」

			「ああ、それはなんとなくわかってた」

			「ありゃ、そうだったか」

			　前に早(はや)川(かわ)先生から含みのある言い方をされていたせいで、もしかしたら剣王は知り合いなんじゃないか、と思っていた。

			　俺の知り合いで剣を扱(あつか)う強者というと、真っ先にケンゴが挙がる。

			　予測できて当然だったし、あえてそれを聞くまでもなかった。

			「そして、そんな俺の異能(アビリテイ)は『未来予知』だ。どうあがいても、てめえに勝ち目はねえよ？」

			「だけど、そんな予知も、俺の速度に追いつけなければ意味がない、だろ？」

			「……どうだかな」

			　図星のようだ。

			　ケンゴは自分に都合の悪いことを訊かれると、途端に口ごもる。

			　今回も、そんな様子が見て取れた。

			　ブラフってことも考えられるが、まず間違いないんだろう。

			　俺が異能(アビリテイ)を使えば、ケンゴに勝てる可能性はあるんだ。

			　可能性、である。

			　絶対ではなく、どちらに転ぶかわからない、という不確定な言葉。

			　しかし、その言葉は、なによりも俺をワクワクさせた。

			　異能(アビリテイ)を使ってなお倒せるかどうかわからない、対等な相手。

			　そいつが今、俺の目の前に存在していると、確信を持てたのだから。

			「御託は終わりだ。とっととやろうぜ、シン」

			「ああ、そうだな」

			　ケンゴも剣を構えた。

			　俺の網(もう)膜(まく)に決闘開始という、今まで何度も見たその文字列が表示される。

			　そうして、俺とケンゴの決闘が始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「…………ありがとうございました！」

			「……おぅ」

			　俺は倒れているケンゴに頭を下げた。

			　その後、俺は後ろに控えていたフィルの肩を叩いて、宿で留守番をしているガルディアのもとへと向かうべく、歩き出す。

			「なぁ……シン……やっぱ、俺たちと一緒に来ねえか……？」

			　背後からケンゴの声が聞こえてくる。

			　俺は立ち止まり、ケンゴのほうを向いて静かに答えた。

			「悪いけど、また今度誘ってくれ。俺は俺のペースで強くなるから」

			「そうかよ……ならいいさ……どこにでも行っちまえ……」

			　俺の言葉に迷いがないのを理解したのだろう。

			　ケンゴはフッと笑って、空を見上げた。

			　結局のところ、俺は異能(アビリテイ)を使って、ケンゴとの決闘に勝った。

			　決闘の所要時間は３秒といったところだったし、俺の攻撃がケンゴの頬(ほほ)にクリーンヒットしただけなので、傍(はた)から見たら、俺の圧勝のようにも見えただろう。

			　しかし、その戦いで俺はケンゴの挙動が変わる予兆を何度も見た。

			　常人離れしたスピードなど持ち合わせていないはずなのに、俺の動きなど、もはや直感で動かなければ捉(とら)えられないはずなのに、それでもケンゴは短い時間のなかで俺の隙をうかがっていたのだ。

			　おそらく、ケンゴは３秒という短い時間内で『未来予知』を何度も使ったのだと思う。

			　そして、俺に倒される未来を見て、ケンゴは手を変え……その予備動作を見た俺はさらに手を変える、という、そんなやりとりだった。

			　その結果、今回は俺のほうに軍配が上がった。

			　俺の速度はケンゴの予知をわずかに上回ったのだ。

			　けれど、次も同じ結果になるとは思えない。

			　次に戦うことがあれば、もしかしたらケンゴが勝つかもしれない。

			　そんなふうに思える戦いができたということが、異能(アビリテイ)を使ったら誰も自分に敵わないという驕りを抱いていた俺にとって、なによりも嬉しかった。

			　だから、俺はケンゴに感謝した。

			　ケンゴに感謝し、俺はケンゴと別れることにしたのだ。

			　そのほうが、次に会ったとき、何十倍にも強くなったケンゴと戦えそうだからな。

			　こうして、俺は吹っ切れた。

			　俺はただケンゴと決闘しただけだが、それが意味するものは大きい。

			　なんといっても、俺は異能(アビリテイ)込みの全力で対等に戦える相手を見つけたのだから。

			　今回は勝ったが、次は負けるかもしれないという、そんな相手を俺は見つけたのだ。

			　だったら、俺がこれからやることは、自分の限界を知り、力を今以上に高めることだろう。

			　次もケンゴに勝つために、ケンゴでさえ苦戦する上位の敵に勝つために。

			　俺は負けず嫌いだからな。

			「シンさん、嬉しそう……ですね」

			　フィルは俺の顔を見ながら、そう言った。

			「まあな」

			　俺はフィルにニッと笑いかけた。

			　そうして俺たちは、ガルディアを引き連れて、始まりの町へと戻ったのだった。
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			21　閑話～ケンゴも吹っ切れる

			　

			　ケンゴは空を見ていた。

			　シンに倒され、仰(あお)向けに倒れたまま、空を見上げていた。

			「よー、ケンゴ。お前が負けるなんて珍しいじゃん」

			「……マーニャンか」

			　荒野のど真ん中で大の字になっているケンゴに、マーニャンが声をかけた。

			　マーニャンは、ケンゴの負けを『珍しい』と言ったが、実際のところは初めてである。

			　彼女は、初めてケンゴが負ける瞬間を目撃したのだ。

			「もしかして、手でも抜いたか？」

			「……バーロー、俺がんなマネすっかよ。さっきのが今の俺の全力だ、全力」

			「へー」

			『読心』という異能(アビリテイ)を持つマーニャンは、ケンゴがどれほど本気でシンと戦ったのかを理解して、相(あい)槌(づち)を打った。

			　確かにケンゴは今の状態で本気だった、と納得したのだ。

			「にしてもアイツ、やっぱマジ速かったなー。あたしはこの前、一度見たことあったんだけど、あのときよりさらに速くなってる気がするぜー？」

			「この前って、あの地下迷宮でまた事件が起こりそうだったという？」

			　セレスが話に加わってきた。

			「そうそう、それそれ」

			　なので、マーニャンはセレスのほうを向いた。

			　マーニャンの瞳には、眉をひそめて難しい顔をしているセレスの顔が映った。

			「公にはなってないけど、もしあれでシンたちが死んだりして事件が明るみに出てたら、また組合が出張ってきただろーなー」

			「……そうなっていたら、また迷宮探索禁止令が出されていたかもしれませんわね」

			　地球人(プレイヤー)がアースへとやってきた初期のころ。

			　調査員のなかでも常にトップのレベルを誇(ほこ)っていた、ケンゴやマーニャンのレベルが10にも満たない、黎明期とさえ言っていいころ。そのときは、地球人(プレイヤー)も積極的に地下迷宮の調査を行っていた。

			　しかし、その調査は『迷宮事件』によって頓挫した。

			　それは、地下迷宮に入った地球人(プレイヤー)のうち、およそ21人がＨＰを０にしてアースから消え去った、という事件である。

			　その事実だけならば――被害者が多すぎるという点を除いてではあるものの――特に気にすることでもない。

			　むしろ、アースから退場した地球人(プレイヤー)がどうなるか、という結果をより詳しく知ることができたため、異能開発局も、そこまで問題視していなかった。

			　けれど、その21人が退場した原因が人為的なものであれば、話は別である。

			　迷宮の調査中に、命からがら生き延びることに成功した地球人(プレイヤー)の証言によって事態は急変した。

			　その調査員曰く、『迷宮内には異能者(アビリテイスト)が罠(わな)を張っている』というのだ。

			　異能開発局はそれを受け、地球人(プレイヤー)による迷宮攻略を一時中断させた。

			　迷宮へ誰が出入りしたのか、異能開発局は知っている。

			　迷宮の入り口に監視を立てているからだ。

			　しかし、それでも、どういうわけか迷宮における被害が止まらない。

			　ゆえに開発局は、迷宮に入る地球人(プレイヤー)を厳選することにした。

			　が、それも上手くはいかなかった。

			　異能者(アビリテイスト)共同組合が異論をとなえたためである。

			　アースにおける異能者(アビリテイスト)の立場を守る、という名目で作られたその組織は、『異能開発局が、迷宮の利益をごく一部の人間に独占させようとしている』と非難し始めた。

			　調査員として送り込まれた異能者(アビリテイスト)も、一枚岩ではない。

			　金で雇われた者、知的好奇心から進んでやってきた者、異能開発局の動向を調べるために、官僚や警察組織から命じられてアースへと潜(もぐ)り込んだ者、異能開発局の管理外で、特殊な手段を用いてログインした所属不明目的不明の団体等々、それぞれに思惑があって地球人(プレイヤー)はアースへと来ているのである。

			　こうした人間が結束し、異能開発局に搾取されることを阻む組織として、異能者(アビリテイスト)共同組合は存在する。

			　そして組合は、異能開発局が恣意的に選んだ地球人(プレイヤー)のみを迷宮攻略にあたらせる、という決定に待ったをかけた。

			　当時はまだ、アースの調査もほとんど進んでいなかったが、迷宮で得られる経験値や金は、外で狩りをするよりも効率が良い、ということは知られていた。

			　なので、迷宮の独占は不平等であるとして、組合が反発したのだ。

			　さらに、『迷宮攻略とは、つまりゲーム攻略ということであり、地下１００階層にいる神を開放するとゲームクリアとなって、我々は二度とアースにログインできなくなる』という眉唾の噂(うわさ)話まで飛び交い始め、反発運動は激しさを増した。

			　この反発運動は、組合のバックにいる某組織【異能機関】の意向が強い、ということは、誰もが理解していた。

			　けれど、ケンゴたちも当時はまだ発言権が小さかった。

			　結果、迷宮の調査は頓挫し、攻略は後続の団体に譲る、という形で当時の調査員たちは納得した。

			　また、当時は１０００人にも満たなかった調査員たちの大半が元ゲーマーであり、後続のゲーマーたちに迷宮攻略を譲る、ということで彼らの意見が合致した。

			　この世界を探求する楽しみの１つを残したのである。

			　そうして、迷宮攻略だけは中高生プレイヤーの権利ということで、それ以降は調査員が迷宮に出入りできないよう、厳重な警備が行われることとなった。

			「……でも、まさか転移系の異能者(アビリテイスト)が絡んでいやがったとはな」

			「ああ……あたしも、シンたちとそいつに会ったときはビビッたぜ」

			　けれど、そんな警備も無駄だった。

			　警備の目をかいくぐり、地上から地下迷宮へと転移することができる人間がいた。

			　転移系の異能(アビリテイ)を扱(あつか)える異能者(アビリテイスト)は、少ないながらも開発局でその存在が確認されている。

			　しかし、その異能者(アビリテイスト)たちは、転移するのもせいぜい数メートルが限界。

			　唯一数キロメートル単位での転移が可能なＳランクの異能者(アビリテイスト)も、現在は海外でその異能(アビリテイ)を研究されている。

			　よって、ひそかに迷宮内部へと侵入することができるレベルの転移系異能者(アビリテイスト)がいる可能性は、開発局も考(こう)慮(りよ)していなかった。

			「しかも、大陸をまたぐレベルの異能(アビリテイ)って、どんだけだよ。どこにそんな化け物が隠れてたんだっつーの」

			　マーニャンは悪態をつきつつ、ポケットから飴玉を取り出して、それを口のなかにヒョイっと投げ込む。

			　飴玉をガリガリ噛み砕く彼女の横で、セレスが口を開いた。

			「それではやはり、迷宮攻略を続けるのは危険、ということになるのでしょうね。そんな相手にＰＫ(プレイヤーキル)をされたのでは、打つ手がありませんもの」

			「いや、一応対策は打てるから、攻略は続けさせる。その対策が規格外の転移ＰＫ(プレイヤーキル)に対抗できるかは、未知数だけど」

			「未知数って……それで本当に大丈夫なんですの？」

			「しょーがねーじゃんかよー。理屈の上では問題ないんだ。それに、今のシンなら、たとえ高位の転移異能者(アビリテイスト)に出くわそうが、問題なく返り討ちにできっだろ？」

			「……ええ、でしょうね」

			　セレスとマーニャンは、シンとケンゴの戦いを思い返す。

			　その戦いにおけるシンは、目で追うのも難しいほどの速度でケンゴを圧倒しているように、２人には見えた。

			「時間干渉系の異能者(アビリテイスト)はシン以外にもいるが、あれに勝てる奴は、まずいねーだろーなー」

			「素の戦闘スキルでもケンゴさんと互角に渡り合えるシンが、あんな速度で動いたのでは、手のうちようがありませんわ」

			　シンはプレイヤースキル向上の一環として、かつてはケンゴとよくＰｖＰを行っていた。

			　防御に特化したタンクであるシンと、攻撃に特化したアタッカーであるケンゴ。

			　その２人の戦闘能力に優劣をつけることはできないものの、セレスとマーニャン、そしてフィルから見れば、２人の戦いは、ほぼ互角の動きであった。

			「やっぱ、俺も残しておいたステータスポイント１００をＡＧＩに振るべきかもしれねえなぁ」

			　そんな彼女たちを尻目に、ケンゴは体を起こし、地面に胡坐をかきながらそう呟(つぶや)いた。

			「ひゃ、１００って……ケンゴさん、そんなにポイントを溜め込んでいたんですの？」

			「ああ、ＳＴＲだけに振るんじゃ対応できないかも、と思ってな」

			　ステータスポイントをいまだに１００ポイント振らずに残していた、というケンゴの言葉に、セレスは驚(きよう)愕(がく)した。

			　レベル60以降になると、ステータスポイントは１レベルの上昇につき４ポイント、レベル80以上になると、５ポイント得ることができるようになる。

			　つまりケンゴは、実質的に、レベル60程度で得られるステータスポイントしか振っていなかった、ということになる。

			「本当は、ＳＴＲに全部ブッコミたかったんだけどな……そうも言ってられねえか」

			　アースで通算５年以上という、調査員のなかでも最長と言える時間を生き抜いたケンゴは、すでに自分の限界を知り尽くしていた。

			　このままＳＴＲにのみステータスを振るだけでは、どうしても勝てない相手がいる、ということも理解していた。

			　しかし、それでもステータス一点伸ばしというロマンを捨て切れず、今までどうするべきか、散々悩み続けていたのである。

			「シンのおかげで吹っ切れたぜ。これで俺は、もっと上へいける」

			　そして、ケンゴは決意した。

			　ＳＴＲ一極型から、ＳＴＲ－ＡＧＩの二点伸ばしにすることを。

			　ケンゴはステータス画面を開くと、ステータスポイント１００をＡＧＩにすべて振った。

			「これで高機動型物理アタッカー様の爆誕かー。相変わらず装甲は紙だけど」

			「欠点は、俺の異能(アビリテイ)とスピード、それに経験でカバーするさ」

			「だろーな」

			　マーニャンの言葉を受けて、ケンゴは力強く答えた。

			　その姿には、後悔など感じさせない覇気があった。

			「シン……次はぜってえ負けねえからな」

			　そしてケンゴは立ち上がり、始まりの町がある方角を向いて、呟(つぶや)いた。

			　次に勝つのは俺のほうだ、と。

			「でも、それはいつのことになるやらだなー。シンと再戦する前にやられんなよ、ケンゴー」

			「おう、わかってらあ」

			　マーニャンが注意を促(うなが)すと、ケンゴはフッと笑った。

			「てめえも、不意を突かれんなよ、マーニャン」

			「なに？　心配してくれてんの？」

			「当たり前だ。むしろ、俺たちよりてめえのほうが危険な役割を担ってる、って俺は思ってんだぜ？」

			「魔軍の侵攻を抑えてるお前らのほうがよっぽど危ないと、あたしは思うんだけどねえ……」

			『剣王』として人族の切り札となったケンゴは、法王の指揮する軍とともに、ウルズ大陸とヴァルハラの狭間で魔軍の侵攻を長い間、食いとめてきた。

			　ここ数ヶ月は魔族の標的が獣族に変化したため、ウルズ大陸は平穏を取り戻していたが、いつまた魔族がウルズ大陸に攻め入ってくるかわからない。

			　なのでケンゴたちは、ヴァルハラ付近で睨(にら)みを利かせる必要がある。

			「俺たちがウルズ大陸を守るから、マーニャンは開発局周りをちゃんと見ていてくれよ」

			「あいよー」

			　調査続行不可能となったフヴェル大陸。

			　神の一柱が囚われているはずの地下迷宮が、いまだに見つからないミーミル大陸。

			　多くの犠(ぎ)牲(せい)者を出しながらも、地球人(プレイヤー)が住みつけるだけの基盤を築き、限定的ではあるものの、迷宮攻略を開始したウルズ大陸。

			　敵の目的が、おそらく迷宮攻略をさせまいとしていることであろうと察しているケンゴは、迷宮攻略を行う役目を担うシンたちに思いを馳せた。

			「レベル的にまだまだ時間がかかるだろうが……俺が生きてる間に、なんとか攻略してもらいたいもんだな」

			　ケンゴはそう呟(つぶや)くと、次の戦いに向けて法王と話し合うべく、街のほうへと歩き始めた。

		

	
		
			22　迷宮地下30階層レイドボス戦１

			　

			　シンたちがケンゴとセレスの２人と再会したころ、始まりの町で研鑽を積んでいたサクヤたちは、レイドボス戦を行うべく、迷宮地下30階層へとやって来た。

			　ボス部屋へと続く扉の前では、総勢30名にもおよぶレイドメンバーが大規模戦闘の準備を整えていた。

			「うー、久しぶりのレイド戦……ワクワクするねっ！」

			　武道家職のマイは、１年生のメンバーへ向けて、期待混じりの言葉をかけた。

			　攻略会議にて、サクヤの直談判が行われた。その結果、１年生も数名、レイドに参加することになった。そのメンバーとは、以前にシンとパーティーを組んでいたサクヤ、ミナ、ユミ、マイの４人に氷室(ひむろ)を加えた５人のことである。

			　サクヤはレベル40、ミナはレベル36となっているが、ユミ、マイ、氷室(ひむろ)の３人はレベル31で、レイドパーティーの最低ラインであるレベル35を下回る。けれど、１年生同士でのチームプレーに秀でた部分があるとして、レイドに参加することを認められた。

			　また、回復役は２、３年生に任せるということで、１年生にはレイドボスの取り巻きを殲(せん)滅(めつ)する役割が与えられた。

			「俺としては、できればレイドボスとも戦いたかったんだがね」

			　はしゃぐマイを尻目に、氷室(ひむろ)は不満を口にした。

			　レイドボスと戦う機会はなくとも、雑魚敵の掃討は重要な役割の１つと言える。

			　しかし、地味な作業であることも否定できない。

			「経験値はレイドメンバー30人で均等割りだし、ドロップアイテムもできるだけ平等に配るって話なんだから、与えられた仕事はきっちりこなそうね」

			　ユミはそう言い、氷室(ひむろ)の肩に手を置いた。

			「この戦いで僕たち【流星会】の実力を先輩たちに見せつければ、今度からは攻略会議でハブられることもなくなるだろうし、頑張ろ？」

			「……わかっているさ。なにも俺は、手を抜こうとしていたわけじゃない」

			【流星会】。

			　それは、３年生が中心となったギルドと、２年生が中心となったギルドに対抗するべく設立した、１年生が中心となったギルドの名である。

			「……ねえ、やっぱりその【流星会】って名前、なにか別のに変えない？」

			　ユミと氷室(ひむろ)の会話を傍(そば)で聞いていたミナが、微妙に眉を寄せて言った。

			　他のメンバーはそうでもないが、ミナは【流星会】というギルド名に抵抗があった。

			　なぜなら、このギルド名の由来が彼女の必殺技『流星斬』からきているためである。

			　また、今ではミナのことを《流星》と呼ぶ生徒も現れ、そのことについても彼女は恥ずかしがっていた。

			「クラスの男子が設立しようとしてた【ミーナちゃん親衛隊】のほうがよかったかな？」

			「……ごめんなさい。【流星会】でいいです」

			　ミナはすでに、アイドル活動をやめている。

			　とはいえ、いまだに学校ではアイドル扱(あつか)いをされることが多い。

			　親衛隊の結成も、その一環である。

			　しかし、それはさすがにミナも許さず、親衛隊はあえなく解散となった。

			　そして、親衛隊の代わりとなるものとして【流星会】が作られた。

			　このギルドに親衛隊予備軍を加入させ、ギルドマスター役を任されたユミが管理することで、ミナに対する暴走行為を抑止する。

			　１年生ギルドの設立には、そんな裏話があった。

			　ちなみに、この【流星会】には、１年２組の生徒がほぼ全員所属することとなった。

			　もともとは親衛隊設立への抑止力を期待されていたが、所属人数の多さと、２組内でトップクラスの実力を誇(ほこ)るメンバーが集まったため、他のクラスメイトも自然に加入していった。

			　いまや、所属していない２組生徒は、設立の場に唯一居合わせなかったシンだけである。

			「はぁ……どうしてこうなっちゃったのかしら」

			　その場のノリで『流星斬』などとカッコイイ技名を付けてしまったことにより、自分の所属するギルドの名前まで決定してしまった。

			　ミナは微(ほほ)笑(え)み交じりのユミたちのほうを見て、『はぁ……』と大きくため息をついた。

			「…………」

			　また、ミナは仲間とそんなやり取りをしつつ、時折、１人の少女――サクヤのほうへと視線を向けていた。

			「サクヤはどう思うかしら？」

			　黙(もく)々(もく)と戦闘の準備をするサクヤに、ミナは話題を振った。

			「……どう思うって、なにが？」

			「私たちのギルドの名前についてよ」

			「ああ……うん、いいんじゃないかな、【流星会】。カッコイイと思うよ」

			「そ、そう……」

			　ぶっきらぼうなサクヤの返答から、彼女は自分たちの会話を聞いていなかったのだと、ミナは悟った。

			　それだけ、これから始まるレイド戦に向けて集中力を高めている、という解釈もできる。

			　しかし、ミナからしてみれば、サクヤはただ単純に疲れているのだろうと思った。

			　始まりの町からここまでの道のりで、疲れたのではない。

			　サクヤはシンと別れて行動するようになってから、最低限の休息しか取っていなかった。

			　ミナは、サクヤの体調を不安視していた。

			「……サクヤ、その、レイド戦に出て……本当に大丈夫？」

			「大丈夫だよ」

			「無理はしちゃダメよ？　昨日もずっと狩りをしてたみたいだし……」

			「無理なんてしてないって。ミナは心配性だなぁ、もう」

			「…………」

			　サクヤはそこで微(ほほ)笑(え)んだ。

			　しかし、ミナのほうは、依然として表情が暗かった。

			「それに、ここでレイド戦を欠席するなんて選択肢は、私にはないよ」

			「……それは、経験値のため？」

			「うん、そうだよ。もっと言っちゃえば、シン様のためだけど」

			「シンは……多分、今のあなたを見たら、『そんなに頑張るな』って怒ると思うわよ？」

			「かもしれないね」

			「『俺のためにとか、何様だ』って言うかもしれないわよ？」

			「言われるかもしれないね」

			「……それでも、あなたは頑張るの？」

			「頑張るよ。これまで通りにね」

			「…………」

			　ミナの言葉に、サクヤは淀(よど)みなく答えた。

			　当然のことと言わんばかりに、サクヤは自身の努力を肯定する。

			「厳密に言うと、私はシン様の傍(そば)にい続けたいから頑張る、かな？　うん。シン様のためっていうより、こっちのほうが良いかも。私、シン様に重いって思われたいわけじゃないし」

			「……どっちにしても、十分重いわよ、それ」

			「ありゃ、そう？」

			　サクヤのあっけらかんとした表情を見て、ミナは苦笑いを浮かべた。

			　たとえ好きな人のためであっても、自分の時間のほぼすべてを１つの物事に費やせる人間は、まずいない。

			　なまじ、『不眠』という異能を持っているせいで、本来なら眠りに割く時間すらも自由に扱(あつか)えることが、この異常性をさらに際立たせていた。

			　サクヤは日中、ミナたちとレべリングをこなしていた。

			　そのうえで、夜中に宿を抜け出し、さらなるレべリングを行っていた。

			　ミナはつい最近になって、このことをクレールから教えられた。

			　そして、ミナはサクヤを止めようとした。

			　けれど、サクヤは耳を貸さず、２人のレベルの差は少しずつ開いていった。

			　レべリングに付き合うと言いつつ、結局は全然付き合いきれていない。

			　ミナは内心で、歯がゆく感じていた。

			「まあ、なんにしても、私はレイド戦に参加するよ。どれだけミナが私を止めたくても、ね」

			「……そう。わかったわ」

			「ごめんね、ミナ」

			「謝らなくてもいいわよ」

			　ミナはサクヤの説得を諦め、フォローに徹することにした。

			　もし、レイド戦でサクヤがミスをすれば、自分がカバーすればいい。

			　万が一、サクヤが倒れたとしても、自分が彼女を守ればいい。

			　サクヤはミナにとって、そうしたいと思わせるほどの存在だった。

			「まったく……世話のかかる友達だわ」

			「そんな世話のかかる友達に付き合うミナは、Ｍなのかな？」

			「……聞き間違いかしらね？　好きな人の傍(そば)にいるためだけに一日中レべリングをするドＭな人の口から、おかしな妄言が聞こえてきた気がするけど？」

			　ミナはサクヤの両頬(ほほ)を指で引っ張った。
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			「ふぁい、ごめんなふぁい」

			　サクヤは、素直にミナへ謝罪の言葉を口にした。

			「わかればよろしい」

			　ミナは、サクヤの頬(ほほ)からそっと指を離す。

			　サクヤの物言いは失礼だったが、ミナはそこまで怒ってはいなかった。

			　普段から、２人はこういったやり取りを日常的に行っていた。

			「ズルーいっ！　ミナとサクヤがイチャイチャしてるーっ！　私もまーぜてっ！」

			　そして、そんな２人に抱きつき攻撃を仕掛けるマイの姿もまた、日常の一コマであった。

			「フッ、レイド戦前だというのに、ずいぶんと楽しそうにしているじゃないか、君たち」

			　そんなやり取りをしていると、ミナたちのところに１人の男性が現れた。

			「……？」

			　その男性と面識がなかったサクヤは、訝(いぶか)しむような目つきをした。

			「フッ、君のその目……僕が何者か疑っている、っていう目だね？」

			「…………」

			　男性の言葉に、サクヤは無言で頷いた。

			　サクヤは普段、シン以外の男と会話をすることがない。シンに他の男との関係を疑われたくないからという、それだけの理由で。

			「この人は２年生のクロード先輩だよっ？」

			「覚えていてくれてありがとう、マイさん」

			　突然現れた男性――クロードは、マイに一礼した。

			「僕の名はクロード。みんなからは《神に愛されし男》なんていう二つ名で呼ばれているよ」

			「…………」

			《神に愛されし男》。

			　そのあまりにも仰(ぎよう)々(ぎよう)しすぎる二つ名を聞いたミナは、どう反応して良いものかと、一瞬だけ悩んだ。捉(とら)えようによっては罰(ばつ)ゲームじみたネーミングとすら言えるものの、それを本人が率先して広めている。

			　クロードがなにを考えているのか、ミナにはよくわからなかった。

			「……マイ、この人と知り合いなの？」

			　気持ちを切り替え、ミナはマイに訊ねた。

			　一応、レイドメンバーの１人にこういう人もいたな、くらいの認識はミナにもあった。

			　だが、裏を返せばその程度の認識しかないので、ここはクロードについて知っているようであるマイに説明してもらうことにした。

			「うんっ。前に美味しいケーキ屋さんで会って、奢ってもらったんだっ！」

			　マイが「あのときはゴチになりましたっ！」と言いながら元気よく頭を下げると、クロードはわずかに口元をひきつらせつつも、軽く手を振った。

			「……フッ……別に……き、気にしなくてもいいさ……女性の分の支払いをもつのは……男性として当然のこと……だからね」

			「ホントですかっ！　それじゃあまたゴチになってもいいですかっ！」

			「き、機会があれば……ね……」

			「やったーっ！」

			　クロードの声は震えていた。マイが食べたケーキの支払いによって、クロードの財布がカラになった過去があったためである。

			　また、こうした事情を瞬時に察したミナたちは、クロードに憐みの目を向けた。

			「ハッハッハッ、クロード君はこんなところでも女性を口説いているのかな？」

			　そんなとき、さらにもう１人の人物が近づいてきた。

			　現れたのは女性で、彼女もミナたちと面識がなかった。

			「しかも、今回は後輩を口説いちゃって。いけない先輩だねぇ」

			「フッ、僕は美しい女性を見たら声をかけずにはいられない性分なのさ。君もよく知っているだろう？　ノアさん」

			「ああ、よく知っているとも」

			『ノア』と呼ばれたその女性は、芝居がかった動きで首肯しつつ、ミナたちのほうを向いた。

			「君たち、この男には気をつけるといい。彼は根っからの女好きだからねぇ」

			「おいおい、それを言うなら、君だってそうじゃないか。女性である君は男性を好きになったほうが、僕としては健全だと思うけどね」

			「私の場合は、女の子だけが好きなわけじゃあない。可愛(かわい)い子全般が好きなんだ」

			「フッフッフッ……君もなかなか欲張りさんだね……」

			「ハッハッハッ……なんのなんの……君には負けるさ……」

			　クロードとノアは、なぜか互いに笑い合っている。

			　が、ミナは２人とも目が笑っていないことに気づいていた。

			「……同族嫌悪的なアレかなっ？」

			「さあ……どうなんでしょうね……」

			　マイの問うような呟(つぶや)きに、ミナは曖(あい)昧(まい)に返事をした。

			　そんな１年生をよそにして、２年生たちの会話は続く。

			「僕との約束は覚えているね？　ノアさん？」

			「もちろんだとも。『今回のレイド戦でより多く目立ったほうのギルドは、負けたほうのギルドを傘下に加えることができる』、でしょう？」

			「その通り」

			　２年生は現在、ノアが率いる【Noah's Ark】と、クロードが率いる【ブレイドナイツ】の２つに分かれている。

			　この２つのギルドの戦力は、３年生が一丸となって行動しているギルド【黒龍団】と比べると、どうしても見劣りしていた。

			　なので、ノアとクロードはこのレイド戦において、どちらがより優秀なギルドマスターであるかを競い、決着をつけようとしていた。

			　そんな裏事情を知らないミナたちにとって、目の前で邪悪な笑みを浮かべる２人は、ただただ不気味なだけだった。

			「各員、戦闘準備は完了したな？」

			　そんななか、レイドメンバー全員に向けて、３年生ギルド【黒龍団】のギルドマスターであるアギトが声を張り上げた。

			「おっと……それじゃあ、続きはまたあとでってことで……」

			「そうだねぇ。今はアギト先輩の演説を聞こう」

			　クロードとノアは、ミナたちのもとを去っていった。

			「なんだったのかしら……あの人たちは……」

			「どうでもいいよ。私は経験値が稼げれば、それでいいから」

			「……ブレないわね……あなた」

			　唐突に現れて唐突に去っていった先輩２人に対し、ミナは疲れたような表情を浮かべたが、サクヤはなんとも思ってないといった様子でアイテムボックス内の整理を終えた。
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			　ミナたちを含めたレイドパーティーは、ボス部屋の前でアギトの話に耳を傾けていた。

			「俺も長話は好きなほうじゃない。手短に話そう」

			　アギトはそう言うと、ゴホンと咳払いをして、さらに言葉を続けた。

			「地下10階層のボスは１年生集団が撃破し、地下20階層のボスは《ビルドエラー》が１人で倒したと聞く。だから、３年生と２年生にとっては初めての迷宮ボス戦だ」

			「な……１人でだと……？」

			「あの噂(うわさ)……本当だったの……？」

			　地下10階層の戦いについては、出回っている情報も多い。そのため、戦いに参加していなかったアギトたちも、知識としては十分知っている。

			　しかし、地下20階層については、知る者がごくわずかであったために、ほとんど情報が出回っていなかった。

			　アギトも、シンたちの担任教師である早(はや)川(かわ)愛(あい)から直接情報を仕入れるまで、半信半疑であった。

			「言っておくが、地下20階層のボスが１人の１年生によって倒されたからといって、これからのレイド戦で油断など決してするなよ。この先にいるボスモンスターは、間違いなくレイドボスクラスの実力を持っているのだからな。集団で戦わなければ、まず勝てないだろう」

			「…………」

			　だったら、そんなレイドボスを単騎で撃破した《ビルドエラー》はどれだけ化け物じみた力を持っているのか。

			　２年生、３年生のレイドメンバーは、どういうわけかこの場にいない１年生に、内心で恐怖した。

			「といっても、今の俺たちなら、そこまで苦戦することはないはずだ」

			　去年の12月まで存在していた『クロスクロニクルオンライン公式ホームページ』では、地下迷宮の階層数＝攻略推奨レベルとして紹介されていた。

			　また、地下10階層における戦闘情報からも、おそらくはこの理屈が通る。そのため、平均レベルが38にまで達しているこのフルレイドなら、まず間違いなく勝利できる、とアギトは判断していた。

			「俺たちは勝つ。それも、誰も犠(ぎ)牲(せい)にならない完全勝利を目指す。『君たちにレイド戦はまだ早い』などとぬかした教員連中の鼻を明かしてやるぞ！」

			「おおー！」

			「やってやる！　やってやるぞー！」

			「１年ばっかにレイドボスを倒されてたまるか！」

			「俺たちだって強いってことをわからせてやるぜ！」

			　自分たちをいまだに弱いと決めつけている教師陣に対する不満や、地下10階層、地下20階層のレイドボス戦に参加できなかったことに対する鬱(うつ)憤(ぷん)晴らし。

			「フッ……どちらが２年生を代表するギルドか、白黒ハッキリつけようじゃないか！」

			「ハッハッハッ！　望むところだ！」

			　２年生を取りまとめるギルドマスター同士の勝負。

			　人によって理由は微妙に違うものの、３年生、２年生の士気は全体的に高かった。

			「よし！　では行くぞ！」

			　そうしてアギトの演説は終了し、３年生の前衛チームによってボス部屋の扉が開かれた。

			　

			「総員、突撃！」

			　アギトが先陣を切り、扉の奥へと突き進む。

			　すると、それを追うようにして、レイドメンバー全員が走り出した。

			「僕たちも先輩たちに遅れないように行こう」

			「血がたぎるねっ！　いざ、レイドボスへ向けてレッツゴーっ！」

			「俺たちの役目はザコ処理だからな!?　間違えないでくれよ!?」

			「なんでもいいわ！　早く部屋のなかに入りましょ！」

			「……待っててね、シン様」

			　１年生の５人もまた、ボス部屋へと駆けていった。

			　部屋の構造は、シンプルかつ広大な円形フィールド。

			　アギトたちが開けたものも含めて、合計12もの扉があるものの、それ以外は地下20階層のボス部屋と大差はなかった。

			「……ほう、やはりこの階層のメインはオークか」

			　ボス部屋に一番乗りをはたしたアギトは、そこで待ち構えていたモンスターを見て、そう呟(つぶや)いた。

			　豚のような顔をした人型モンスター、オーク。

			　その集団がボス部屋のなかで、彫刻のように静止していた。

			　だが、アギトの声が響き渡ると同時に、オークの集団は活動を始めた。

			「ブモオオオオオオオォォォォォ！」

			　オークはレイドパーティーに視線を向けると、手に持った槍(やり)や斧(おの)、それに弓といった武具で攻撃を仕掛けてきた。

			「オークが来たぞ！　こちらも迎撃態勢に移る！　くれぐれも隊列を乱すなよ！」

			　アギトは背後の仲間に大声で指示を飛ばした。

			　こうして、迷宮地下30階層におけるレイドボス戦が開始された。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うりゃぁっ！　『トルネードキック』！　……へへんっ！　レイドボス戦といっても、取り巻きのモンスターは大したことないねっ！」

			　蹴(け)りスキルを発動し、目の前にいるオークを倒したマイは、近くにいた仲間に向けて余裕の笑みを浮かべた。

			「……そんなことを言うようなら、今後は君１人でタゲ取りをするかい？　橘(たちばな)姉」

			　すると、マイと同じく前衛に立ち、タンクの役割をこなしていた氷室(ひむろ)がツッコミを入れた。

			「そ、それは勘弁っ！　だって、いくらなんでも数が多すぎるんだもんっ！」

			「……やはり君も、俺と同意見か」

			　敵の親玉は、いまだ姿を見せていない。

			　ボス部屋にいたのは、地下25階層から出現し始めたオークだけであった。

			　しかし、そのオークの数は尋常ではなかった。

			　マイたち５人が対峙しているオークだけでも、およそ十数体はいる。

			　戦い慣れた敵が相手であっても、物量的に厳しい戦いとなっていた。

			「『ファイアボール』！　『フレイムアロー』！」

			　そんななか、サクヤは炎魔法を駆使し、オークを次々と倒していく。

			　狩りの効率を上げるため、魔法攻撃力を上昇させるステータスであるＩＮＴに極振りをしている今のサクヤは、レイドメンバーのなかでもトップクラスの攻撃力を秘めていた。

			「ハァッ！」

			　サクヤの攻撃を受けても倒れなかったオークに、大剣を持ったミナが追撃する。

			　ミナはレベル30を超えたことにより、剣士職から派(は)生(せい)した二次職『グラディエーター』になっていた。

			　グラディエーターのジョブ補正は、大剣装備時の速度マイナス補正を打ち消す、というものである。サクヤと同じく、狩り効率を高めるために攻撃力を求めていたミナは、このジョブを選択して大剣装備となったのだった。

			「２人とも、なかなか張り切ってるね」

			「当然よ。まあ、サクヤには負けるけど」

			　ユミとミナが頷き合う。

			　ミナには喋(しやべ)る余裕があるが、サクヤは常に戦場を見回し、効率的な敵の殲(せん)滅(めつ)手段を考えている。実際、殲(せん)滅(めつ)速度はミナよりサクヤのほうが速かった。

			「……それに、やっぱり先輩たちにも敵わないわね」

			「そうだね」

			　ミナとユミは部屋の中央に視線を向けた。

			　そこには、オークよりも強い３匹のハイオークと戦う３年生と２年生の集団があった。

			「ハッハッハッハッ！　その程度の攻撃で私の『壁』が崩せると思うな！」

			　そのなかでも特に目立っていたのが、【Noah's Ark】のギルドマスターであるノアだった。

			　彼女は趣味人職から派(は)生(せい)した『踊り子』という、防御力に難がある味方支援型のジョブに就いているにもかかわらず、前衛でメインタンクを務めていた。

			　そのようなことができるのは、ハイオークの繰り出す強烈な攻撃を、自身の異能(アビリテイ)『遮(しや)断(だん)』を用いて防ぐことができるためである。

			『遮(しや)断(だん)』は任意の空間に位相の異なる空間を発生させ、物理的に破壊することが不可能な『壁』を発生させる、という空間操作系のＳランクに認定されている異能(アビリテイ)だった。

			　この『壁』の前では、オークよりも遥かに強いハイオークの攻撃でさえ無力となる。

			　ノアを中心として動いているメンバーは、レイドパーティーのなかでもっとも安定した戦いを見せていた。

			「く……なかなかやるじゃないか、ノアさん。だが、僕も負けてなどいない！」

			　ノアのすぐ近くでは、クロードが別のハイオークと対峙していた。

			　彼は剣士職から派(は)生(せい)した『フェンサー』のジョブの特性であるスピード補正を生かし、細剣で怒涛の連続攻撃を放っている。

			　一撃の攻撃は軽いが、それでも確実にハイオークを追い詰めていた。

			「ほう……この分なら、俺たちが持ちこたえなければならない時間も、それほど長くはなさそうだぞ」

			「そうだな！　超頼もしいぜ！　俺らの後輩は！」

			　ハイオークの最後の１匹は、３年生メンバーを統率するアギトが引きつけていた。

			　３年生メンバーのアタッカーは現在、２年生が相手をしているハイオークを優先して攻撃している。

			　その間、アギトは同級生の１人と連(れん)携(けい)して、この場の脅(きよう)威(い)であるハイオークの１匹を完全に足止めしていた。

			　戦士職から派(は)生(せい)した『重戦士』のジョブに就いているアギトは、大盾、大剣といった重装備すべてをマイナス補正なしで使用することができる。

			　そのため、アギトは金属製の重装備を着込み、左手には大盾、右手には大剣を装備し、パワーとディフェンスを兼ね備えたアタッカー兼タンクという役割を担っていた。

			　タンクとしてはノアに劣るものの、アギトの総合力は学園内でもトップクラスであった。

			「ふぅ……これなら、なにも問題なく勝てそうだね」

			　そんなレイドパーティー優位の戦況を見て、ユミは呟(つぶや)いた。

			　これなら勝てる。誰も犠(ぎ)牲(せい)者など出ない。余裕の勝利だ。

			　他のレイドパーティーも、ユミと同じ心境だった。

			「……ッ!?　総員、気をつけろ！　扉が開いたぞ！」

			　そのとき、ボス部屋にある12の扉のうち、10の扉が開け放たれた。

			　そして、そこから百匹にもおよぶオークの群れが部屋のなかへと押し寄せてきた。

			「うえ……ちょっと……本気……？」

			　今でさえ相手をするのが大変なオークの群れに、それ以上のおかわりがやってきた。

			　これを捌(さば)ききるのは、かなり厳しい。

			　ミナたちはほぼ全員、顔を引きつらせた。

			　だが、事態はそれだけにとどまらない。

			「……え？」

			「うわ……こんなときに来ちゃうんだね……」

			「まあ……いずれ来るだろうとは思っていたが……これは……」

			　扉の奥から現れたのは、オークだけではなかった。

			　オークやハイオークよりもさらに二回りは大きいモンスター――キングオーク。

			　ついにレイドボスが、レイドパーティーの前へと姿を現したのだった。
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			　レイドボス、『キングオーク』。

			　その巨体がボス部屋に姿を現したとき、レイドパーティーのほぼ全員が冷や汗を流した。

			「このタイミングでレイドボスのお出ましか……」

			「……鬼畜だな」

			　ほんの１分前までですら、オークとハイオークを相手にするだけで精一杯だった。

			　にもかかわらず、ここでさらにレイドボスのキングオークと、尋常ではない数のオーク集団が出現した。

			　人手が足りない。

			　レイドメンバーの誰もがそう考えるのは、至極当然のことであった。

			「『ファイアボール』！　……みんな！　攻撃の手をとめないで！」

			「！」

			　そんななか、サクヤは怯むことなく、目の前の敵を確実に倒していた。

			「……そうよね。敵の数がどれだけ多くても、その分、私たちが倒していけばいいのよね！」

			「その通りだよっ！　さあみんなっ！　もうひと踏ん張りしていこうっ！」

			　サクヤの声を契機に、ミナやマイといった１年生メンバーも声を張り上げた。

			　ここで気力を萎えさせてはいけない。

			　自分たちはまだ頑張れる。

			　一時期、レイドメンバーは苦(く)悶(もん)の声をあげていた。だが、その声も段々と収まっていき、互いを鼓舞する声へと変わっていく。

			「１年が気張ってんだ！　先輩の俺らが気持ちで負けるわけにゃあいかねえよな！」

			「当たり前だ！　さあ、ここからが俺たちの戦いの本番だ！　気合を入れ直せ！」

			　３年生メンバーはアギトの指揮のもと、大量に湧いたオークを押さえるべく動き出した。

			「ハッハッハッ！　よし！　それじゃあ私は、あのレイドボスを引き受けよう！　できるだけ長く足止めするけど、なるべく早く他の敵を潰してくれると嬉しいな！」

			「フッ……いいだろう！　だったら僕も、今以上にＤＰＳを上げようじゃないか！」

			　２年生メンバーも、これまでの布陣に若(じやつ)干(かん)の修正を加えつつ、敵の殲(せん)滅(めつ)を再開した。

			「ノア！　１人でレイドボスを押さえられそうになければ、俺が代わってやるぞ！」

			「お気遣いありがとうございます、アギト先輩！　でも、私以上の足止め役はいないでしょう！　引っ込んでてください！」

			「よく言った！　ならレイドボスはしばらくの間、お前に任せる！　……代わりにカイト！　お前は２年のタンク役に回れ！」

			　ノアの減らず口を聞いて安心したのか、アギトは、自分とともにハイオークの相手をしていた同級生に指示を飛ばした。

			「えっ!?　俺が!?　アギトは１人で大丈夫なのかよ！」

			「後輩は１人でレイドボスを引きつけているんだ！　ハイオーク程度、俺１人で倒してみせなければ、示しがつかないだろう！」

			「倒すのかよ!?　できんのか！」

			「問題ない！」

			「そうかよ！　やれるもんならやってみろってんだ！　できなくっても俺は知らねえぞ！」

			　同級生の男はアギトに不安げな目を向けつつも、２年生と合流するべく走り出した。

			「……さて、大口をたたいてしまった以上、後には引けんな……覚悟しろ！　ハイオーク！」

			　そうしてアギトは、１人でハイオークを倒すべく動き出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「えい！　やぁ！　……はぁ……はぁ……キリがないですね……これはさすがに計算外です」

			　オークの集団を押さえるべく、タンク役のレイドメンバーは全員フル稼(か)働(どう)していた。

			【Noah's Ark】に所属する、タンク役のとある少女もまた、挑発スキルを駆使して、オークの群れを引きつけていた。

			　しかし、オークの数は少女の予想をはるかに超えていた。

			　そのせいで、少女は仲間からはぐれ、単身でオークの群れのなかに取り残されてしまった。

			「くっ……どうにかして、早く仲間と合流しないと…………っ!?」

			　冷や汗をかく少女に構うことなく、オークは徐々に距離を詰めてくる。

			　退路はなく、どの方向を見てもオークの姿しかない。

			　この状況は、少女にとって絶体絶命のピンチであった。

			「!?」

			　だが、そんな状況を打破する存在が、少女の目の前に現れた。

			「フッ！　レディのピンチは見過ごせない！　助(すけ)太(だ)刀(ち)しよう！」

			【ブレイドナイツ】のギルドマスター、クロード。

			【Noah's Ark】とはライバル関係にあるギルドのリーダーが、オークの頭を踏んづけて、少女の前までやってきた。

			「大丈夫だったかな？　怪(け)我(が)はない？」

			「……あ、だ、大丈夫です」

			「フッ、そうか、それならよかったよ」

			　クロードは、前を向いてオークを見据えた。

			「さて……か弱いレディを囲んで怯えさせた罪、その身をもって償ってもらおう！」

			「!!」

			　臨戦態勢のオークを、クロードは細剣で切り刻み始めた。

			　その攻撃に重みはない。

			　にもかかわらず、クロードの細剣はオークを豆腐のように両断し、絶命させていった。

			「す……凄(すご)い……」

			　少女はクロードの規格外な戦闘能力を見て、素直に驚いていた。

			　通常、オークを１匹倒すためには、十数発分の攻撃スキルを当てなくてはならない。

			　それほどの敵を一撃で倒すクロードの強さは、少女にとって計算外だった。

			「……ぐ……時間切れか」

			　けれど、およそ１分が経過したあたりで、攻撃にキレがなくなった。

			　どうしたのか、と少女が思ったのも束の間。わずかに生き残っていたオークが、一斉にクロードへと突撃する。

			「！」

			　その瞬間、複数の炎魔法がオークに向かって飛んできた。

			　炎魔法はすべて顔面に命中し、オークたちは次々と戦闘続行不可能になっていく。

			「こ、これは……いったい誰が……」

			　クロードは炎魔法の飛んできたほうに目をやった。

			　そこには、杖を構えるサクヤの姿があった。

			「やあ！　君が僕たちを助けてくれたんだね！　どうもありが――」

			「…………」

			　サクヤはクロードの話を最後まで聞くことなく、他のオークのところへと走っていった。

			「後輩なのに……大した子ですね……」

			　今のフォローなど、大したことではない。

			　クロードの横に立つ少女は、サクヤの後姿がそう言っているように思えた。

			「さりげなく助け、颯爽と去っていく……エクセレント！　なんて凛(り)々(り)しいんだ！」

			　また、クロードはサクヤを見ながら、そんな感想を漏(も)らしていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「サクヤ、さっき先輩から話しかけられてたけど、無視しちゃってよかったの？」

			　先ほどの戦いを見ていたミナは、サクヤに訊ねた。

			「だって、他の男の人と喋(しやべ)ったら、シン様が嫉妬しちゃうでしょ？」

			「それくらいじゃ嫉妬なんてしないと思うわよ……それに、シンは今、ここにいないし……」

			「たとえシン様と離ればなれになってても、心ではいつでも私と繋がってるんだよ」

			「あぁ……そう……」

			　ミナはサクヤの言葉に、苦笑いを浮かべた。

			「ほら、無駄話はここまでだよ。戦闘に集中して、ミナ」

			「……ええ、そうね。今は悠長に談笑をしている場合じゃなかったわ」

			　サクヤたちの頑張りもあり、オークの数はおよそ半分にまで減った。

			　扉が開いたときは、そのあまりの物量に、レイドメンバーは危機感を抱いた。

			　だが、実際に戦ってみると、オークは渋滞を起こしていた。

			　忙しくなったのは確かであるものの、捌(さば)ききれない、というほどではなかった。

			　しかし、現状はまだ予断を許さない。

			「レイドボスは先輩たちに任せるとして、私たちは２人でオークを全滅させるくらいの気持ちでいこ」

			「ええ、わかったわ」

			　そうしてミナたちは、オークを殲(せん)滅(めつ)すべく、攻撃を再開した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ハァ……ハァ……や、やったぞ！　ついにレイドボスを倒した！」

			　ボス部屋に入ってから２時間が経過したころ。

			　オークとハイオークを一掃したレイドパーティーは、全戦力を集中させて、レイドボスを攻撃した。

			　その結果、１時間以上に及ぶ長期戦の末、レイドボスの巨体は床に沈んだ。

			　ボス撃破までに出た被害者はゼロ。

			　レイドメンバーは、誰が欠けることもなく、この戦いに勝利した。

			　いち早く喜びの声をあげたのは、ノアだった。

			　彼女は最後まで対レイドボスのメイン盾として立ち回り、仲間を勝利へと導いた一番の功労者だった。

			「ハッハッハッ……！　どうだクロード君……っ！　これは文句のつけようもなく、今回のレイド戦でもっとも活躍したのは私なのではないかな……っ！」

			　ノアは汗だくになりながらも、クロードのほうを向いてドヤ顔をキメた。

			「あ、あの……先ほどは助けていただき、ありがとうございました」

			「フッ、礼には及ばないさ。レディを助けることは、僕にとっては当然のことなんだからね」

			　が、クロードはあろうことか、対立していたはずの【Noah's Ark】のメンバーと仲がよさそうに会話していた。

			「…………ぐぎぎ」

			　自分がいない間に仲間を籠(ろう)絡(らく)された。

			　クロードたちを見たノアはそう思い、歯をギリギリ噛みしめた。

			「ノア、今回はお前がいてくれて助かった。このレイドを取り仕切る身として、感謝する」

			「うるさいうるさい！　私は可愛(かわい)い子にチヤホヤされたいんだい！　顔が怖いアギト先輩なんかに褒(ほ)められても、全然嬉しくなんてないやい！」

			「!?」

			　声をかけてきたアギトに、ノアは自らの抱えた鬱(うつ)憤(ぷん)をまき散らして、怒ったようにその場を離れていった。

			　ノアの心には、もうレイドボスを倒したときの喜びはなかった。

			「クスクス……顔が怖いらしいですよ？　アギトさん？」

			「お前はもっと笑顔とか作れたほうがいいんじゃねーの？　ほら、にーってやってみ？　にーって……ててででででっ!?」

			「……俺の顔はどうでもいいだろう」

			　アギトは、からかってくる同級生をいなすと、レイドボスを倒したことによって起動した転移魔法陣のほうへと歩いていった。

			「帰ったら早速、反省会だ。次回のレイド戦では、今回より安定した戦闘をしたいからな」

			　アギトはそう言って、同級生とともにボス部屋を去っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　３年生と２年生のレイドパーティーは、レイド戦に勝った喜びをそれぞれの形で表現しながら、地上に戻っていった。

			　ミナもまた、笑顔でサクヤの傍(そば)に寄った。

			「やったわね、サクヤ」

			「うん」

			　この戦いで大量の経験値を獲得し、サクヤはレベル41、ミナはレベル38となった。

			　普段は何日も厳しいレべリングを行ってやっと１つ上昇するレベルが、今回は２レベルも上昇した。

			　サクヤのほうは１レベルしか上昇していないが、嬉しいことに変わりはないはず。

			　そう思ったミナは、今日くらいはこの喜びに体をゆだね、ゆっくり休もう、とサクヤに提案するつもりでいた。

			　――しかし。

			「…………まだ回復アイテムに余裕はあるね」

			「……？　サクヤ、なにしてるの？」

			「なにって、アイテムボックスの中身を確認してるんだよ」

			　サクヤは自分だけに見えるステータス画面を操作し終えると、地上へ戻っていくレイドパーティーとは逆の方向へと歩き始めた。

			　その先には、つい先ほど開いた、地下31階層へと続く扉があった。

			「ちょ、ちょっと待って、サクヤ！　あなた、どこに行くつもりなの!?」

			「どこにって、地下31階層にだよ。当然じゃん」

			「な……」

			　ミナは絶句した。

			　今、レイド戦を終え、疲労はまず間違いなくピークに達している。

			　なのにサクヤは、なおもレべリングをするために下の階層へ降りようとしている。

			　それは、常人の気力を遥かに超えた所業であった。

			「ああ……ミナたちは先に帰ってていいよ。疲れてるもんね」

			「つ、疲れてるのはサクヤも同じでしょう！　いい加減休みなさい！」

			　疲労度でいえば、昨日まで徹夜でずっとレべリングを続け、レイド戦では自分以上に動き回ってオークの群れを殲(せん)滅(めつ)したサクヤのほうが高いはず。

			　そう思ったミナは、サクヤが今日、下の階層に進むことだけは阻止しようとした。

			「大丈夫だよ。私、こう見えても結構タフだし。『不眠』っていう異能(アビリテイ)の効果も、実際は『継続的な活動能力の強化』が主らしいよ？」

			「だからって……いつまでも休まないでいられるわけでもないでしょ……」

			「そうだね。だけど、今はまだ戦えるよ」

			「…………」

			　ミナは、サクヤの手を掴(つか)んだ。

			「……でも、今はダメ。クレールさんだって、この場にいないでしょ？」

			「クレールさんは……」

			「早(はや)川(かわ)先生との約束、忘れたわけじゃないわよね？」

			「それは…………わかったよ。私もいったん戻る」

			　サクヤは、若(じやつ)干(かん)迷った表情になりつつも、頷いた。

			「ごめんね、ミナ。心配かけちゃって」

			「別に、謝ることじゃないわよ。さ、それじゃあ地上に帰りましょ」

			「うん」

			　こうして、１年生メンバーはボス部屋から出るため、転移魔法陣のほうへと歩いていった。

			「フッ、帰る前に、ちょっと僕の話を聞いてもらえるかな？」

			　その途中、レイドメンバーの１人がサクヤに声をかけてきた。

			「…………？」

			　サクヤは声のしたほうを振り返る。

			　そこにはクロードが立っていた。

			「さっきの戦闘ではナイスファイトだったよ、後輩のみんな」

			「…………」

			「はぁ……どうも……」

			　無口のサクヤに代わり、ミナがクロードに相(あい)槌(づち)をした。

			「特に、精密な魔法射撃でもっとも多くのオークを倒したサクヤさん！　僕は君に最大級の賛辞を贈りたい！」

			「…………」

			「君は気づいていなかったかもしれないが、僕はさっき、君にとても助けられた。そして……どうやら僕は、君に心を奪われてしまったようだ！」

			「…………」

			「どれほど多くの敵に襲われようとも崩さなかった、そのポーカーフェイス！　どんな敵が相手でも折れなかった、そのハート！　戦場で見せる君の凛(り)々(り)しさに、僕はもう――」

			「行こ、ミナ」

			「え、あ……ええ」

			　サクヤはクロードの話を最後まで聞くことなく、ミナを連れて地上に帰還した。

			「――つまり！　君という存在はそれほどまでに高貴で美しく、そして……」

			「あの、先輩っ。サクヤ、もう地上に帰っちゃいましたよっ？」

			「なんだってええええええええええええええええええええぇぇぇ！」

			　マイがツッコミを入れると、クロードはようやくサクヤがこの場から姿を消したことに気づいた。

			「くっ……僕としたことが……興奮のあまり、サクヤさんの姿を見失ってしまっていただなんて……」

			　サクヤを称賛している間、クロードはその場でクルクル回ったり、バッと両手を広げたりと、せわしなく動き回っていた。

			　そんなクロードの姿を、マイ、ユミ、氷室(ひむろ)は冷ややかな目で見ていた。

			「あと、先輩っ。サクヤにゾッコンラブだってことは十分わかりましたけど、諦めたほうがいいと思いますよっ？」

			「なに？　それはどういうことかな？」

			「だって、サクヤには好きな人がいるんですもんっ」

			「ほほう……好きな人か……」

			　マイはそこで、サクヤの意中の人であるシンについて、クロードに語った。

			「シン……つまり、その男が僕のライバルということだね？」

			「へっ？　あー、まあ、そうなりますねっ。というか、先輩はサクヤのこと、諦めないんですかっ？」

			「フッフッフッ……どうしてそこで諦めるだなんて選択肢が出るのかな？　恋のライバルがいるだなんて、燃えるじゃないか！　サクヤさんがその男と結ばれない限りは、僕にだってチャンスはあるだろう？」

			「あー……そうですねっ……」

			　サクヤがどれだけシンのことを好きなのか、１年生組はすぐ傍(そば)で見続けてきた。

			　なので、クロードにチャンスなどない、ということもわかっていた。

			　マイたちは乾いた笑みを浮かべ、クロードの発言を聞き流すことにした。

			「待っていてくれ！　サクヤさん！　シンという男より、僕のほうがずっといいってことをわからせてあげるからね！」

			　そうしてクロードは転移魔法陣に乗り、地上へと戻っていった。

			「……あの先輩、止めなくてよかったのかい？」

			「別にいいんじゃないのっ？」

			「多分、どうにもならないだろうしね」

			　氷室(ひむろ)、マイ、ユミの３人は、そろって肩をすくめた。
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